




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「帰れない……？　帰れないって、どういうこと？」

　私は、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「噓でしょう？　だって浄じよう化かが終わったら、私が召しよう喚かんされたあの日あの瞬しゆん間かんに戻もどしてくれるって言ったじゃない……！」

　　　　[image: ]

　入社三年目にして初めて任されたプロジェクトが完かん遂すいし、安あん堵どと嬉うれしさをかみしめつつ帰宅していたあの帰り道。なんの脈みやく絡らくもなしに、周囲が光ったかと思ったら異世界に召喚されていた。恐きよう怖ふと混乱で泣きじゃくる私に、皆みんなそう約束したじゃない。

　だから私、死ぬ気で頑がん張ばったのよ？

　聖女として魔まに侵おかされた土地を癒いやし、魔物を屠ほふり、何度も死ぬかと思うような場面を乗り越こえて、やっとやっとすべての穢けがれを浄化した。それもこれも、聖女としての役目を全まつとうしたらちゃんと日本に、私の世界に戻してくれるっていう約束だったから。

　なのに。

　今さら、戻せないなんてそんなバカな話がある筈はずない……ねえ、噓でしょう？




　二年にも渡わたる長い長い浄化の旅を終えて、やっとこの王都に戻った。凱がい旋せんパレードも祝賀会も、言われるがままにこなして、ようやく日本に戻れると思ったのに。

　王城に呼ばれ、嬉き々きとして御ご前ぜんに参じた私に告げられたのは「すまない、キッカはもう日本には帰れない」なんて、笑えるセリフだった。

　あまりのショックに足の力が抜ぬける。ヘナヘナとその場に崩くずれ落ちた私に、神官長の重々しい声で無情にも真実が告げられた。

「噓ではない、そもそも異世界から聖女を召喚する術は伝承されていても、送そう還かんする術など伝わってはおらぬのだ」

「ならどうして……だって、戻してくれるって。あれは噓、だったの？」

　信じたくなくて、バカみたいに繰くり返した。

　王も、神官長も、宰さい相しようや騎き士し団長ですら、苦い顔で口を開こうとしない。

　私が召喚されたあの日、「時間がない、護身のすべは道中でこの者たちに習え」なんて、死ねと言っているようなセリフとともに、数人の若者を護衛につけて浄化の旅なんてものに送り出したこの国の責任者たち。その上この期ごに及およんでダンマリを決め込もうと言うのだろうか。

「そりゃそうでも言わないと、命がけで聖女なんて誰だれもやらないからじゃない？」

　共に旅に出た、クルクル金きん髪ぱつ巻き毛……ロンド様が面めん倒どうくさそうにそう言った。

「それにしてもキッカって本気で元の世界に戻る気だったんだねえ。まあでも今までの聖女たちは旅が終わったら皆結けつ婚こんして子供を産んで、この世界で幸せに暮らしたんだっていうよ？　キッカもそうすればいいじゃない」

　人ごとみたいに、さもどうでもいいみたいに。いや、確かにこいつにとってはどうでもいい話なんだろう。

「ロンド！　その言い方はないだろう。……キッカ、その、なんと言っていいのか……すまない、謝って済むことではないとわかってはいるが」

　第二王子のルッカス様が真しん摯しな口調で謝罪した。貴方あなたに謝られても。貴方だって知らされていなかったんでしょう？　さっき私と同じくらい驚おどろいていたくせに。そう、きっと私と一いつ緒しよに浄化の旅にでたメンツは知らされていなかったんだ。

　宰相の跡あと取とり息むす子こだっていうイヤミなクルクル金髪巻き毛も知らなかったみたいだし、第二王子であるルッカス様すら知らなかった。他ほかの三人だって知らされていた筈がない。

「まあいいじゃない。考えてもみなよ、ここにはこの国で最高の男たちが揃そろってるんだ、そう悪い話じゃないんじゃない？」

　クルクル金髪巻き毛が指し示すのは、浄化の旅を共にした仲間たち。

　騎士団一の実力者だという寡か黙もくな騎士グレオスさん、高名な魔術師だけどまだ幼さの残る可愛かわいいリーン、そしてトップクラスの冒ぼう険けん者だったアルバ。

「君は世界を救った聖女だからね、誰も嫌いやだなんて言わないし大事にするさ。安心して選ぶといいよ」

　王の御前で顔を上げることをまだ許されていない三人の表情を窺うかがい知ることはできないけれど、彼らをこんな茶番に巻き込むだなんて考えたくもない。望んでもいない結婚を強しいるなんて、そんな趣しゆ味みないわよ。

「さすがにルッカス様と結婚するには君は品が無さすぎるからね。なんなら僕が結婚してやったっていいけど」

「ロンド！　なんという……もういい、お前は下がっていろ」

　ルッカス様が慌あわててクルクル金髪巻き毛を窘たしなめるけれど、もう遅おそい。

　プチン！　と私の中の何かが切れる音がした。

「ふざけんな……」

「え？　なんか言った？」

　きょとんとした顔でクルクル金髪巻き毛が問う。その顔が、さらに私の神経を逆さか撫なでした。

「ふざけんなって言ったのよ！　あんたたちの中の誰かと結婚するくらいなら、ドラゴンの口に身投げした方が万倍いいわ！」

　怒いかりで沸ふつ騰とうした体は、急にシャキンと元気になった。素す早ばやく立ち上がった私は、腹立ちまぎれにサークレットをクルクル金髪巻き毛に思いっきり投げつける。

　いつだったか「僕らと一緒にいるくせにみすぼらしい格好、やめてよね」なんていうイヤミと共につけさせられた屈くつ辱じよくの一品だ。こんなもの、もう一瞬たりとも身につけていたくない。

「痛たっ！　何するんだ！」

　声を荒あらげたクルクル金髪巻き毛が、飛んできた物体を目にして僅わずかに息をのんだ。

「これは」

「返すわ。これも、これも。もう要いらない」

　ルッカス様に貰もらった髪かみ飾かざりも、騎士のグレオスさんに貰ったチョーカーも、この謁えつ見けんのために飾り付けられた似合わない飾りも全部、全部投げ捨てる。

　王の御前だとか、そんなのもう関係ない。私は完全にキレていた。

「待て、キッカ！　話を聞いてくれ！」

「キッカさん、違ちがうんです！　僕は」

「おい、俺も……！」

　一緒に旅した男たちが口々に何か言うけど。うるさい、もう誰の声も聞きたくない。

　さすがにドレスと靴くつは脱ぬげないけど、不要な物を取り払はらったら随ずい分ぶんと私らしくなったじゃない。ふん、せいせいしたわよ。

「さよなら。もう用はないでしょう？」

　その一言だけを残し、私は転移魔法でその場を瞬時に立ち去った。
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　そう、あれはまだ浄化の旅にでて一ひと月つきも経たっていない頃ころのことだったと思う。

　疲つかれ切っている筈なのに、なんだか目が冴さえてしまって眠ねむれなくなった私は、急に寂さびしくなってしまってそっと馬車を降りたのだ。

　時々急にこんな風に寂しくなることがある。

　会社に入って三年目、大学から合わせて六年も一人暮らししてきて、ホームシックになったことなんか無い。なのにこんなに寂しくなるのは、やっぱり異世界なんて不確かな……理解不能なところに来てしまったせいだろうか。

　帰ろうと思えばいつでも帰れる、そんな安心感がすべてはぎとられてしまったからなのかも知れない。自分でも不思議に思いながら、薄うす暗ぐらい足元を確かめつつ一歩一歩進んでいく。

　王家が用意してくれたにしては小ぶりな馬車は、全員が眠れるほど広くない。ルッカス様の判断で、夜は私が寝しん台だいとして使わせて貰って、男性陣じんは野宿をするのが常だった。ただ、その日はなぜか急に誰もいない馬車の中がとても寂しく思えて、皆みんなが野営している場所に足をむけて……でも、それが失敗だったんだよね。

　あの時彼らの会話を聞いてしまわなければ、これほど日本に帰りたいという思いも高まってはいなかったのかも知れない。

　もちろん野営地は馬車からそう離はなれてはいなくて、馬車から降りたらすぐに、焚たき火びだろう明るい光が樹き々ぎに映っていた。明るい方へ歩けばすぐに話し声が聞こえてきて、人ひと恋こいしくなっていた私は少しホッとしながら近づいたんだ。

　その時聞こえたあのクルクル金髪巻き毛の第一声、多分一生忘れないと思う。

「あーあ、今回の聖女はハズレだな」

　心臓がとまるかと思った。

　動けなくて、私は少し離れた木こ陰かげで立ち尽つくしたまま彼らの言葉を聞いていた。樹にさえぎられて姿すら見えないというのに、なぜか静せい寂じやくの中、焚火の木がはぜる音と彼らの声だけが、嫌になるほど耳に響ひびく。

「そうですか？　能力のバランスはいいのでは？」

「だが際きわ立だった能力がない、すべてが平均値だ」

　騎士グレオスさんの評価を、この国の第二王子ルッカス様が両断した。クルクル金髪巻き毛が、ルッカス様の言葉にかぶせるように、私を『ハズレ』と評した理由を告げる。

「聖女の伝承はあきるくらい読んだけどさあ、歴代の聖女は何らかの特とく徴ちよう的な能力を持っていたよ。キッカはなーんの特徴もないじゃないか」

「まだ旅は始まったばかりです。彼女はよく努力している、断じるのは早計でしょう」

「ま、そうだけどね」

　不満そうな声。それは、グレオスさんの言に相あい槌づちを打ってはいるけれど、納なつ得とくしたわけではないことを如によ実じつに表していた。

「そうだねえ。あれでもう少し美人なら、まだ妻にしたって見み栄ばえがいいのにさ」

　クルクル金髪巻き毛が急にくだけた様子でそう言って、笑い声をあげる。揶や揄ゆするように。

　彼はルッカス様の幼おさな馴な染じみで親友らしく、いつだって歯に衣きぬ着せぬ物言いだ。でもさ、もうちょっとなんか、言い方あるんじゃない!?

　第一急になんなのよ、聖女に顔が要るのかよ！　と怒ど鳴なってやりたい。

「確かに顔もプロポーションも、非常に平へい坦たんではあるな」

「平坦って」

　ルッカス様がおどけたように言って、クルクル金髪巻き毛が笑い転げる。

　てめえこの野や郎ろう、第二王子！　いつもはめっちゃ慇いん懃ぎんに接してきてたくせに本心はそれか！

　普ふ段だんからなにかと失礼なクルクル金髪巻き毛は常々見下してくるから、嫌きらわれてるんだろうなぁとは思っていた。でもルッカス様は普段はとても優やさしい。柔にゆう和わな笑え顔がおを絶やさないし、いつだって礼れい儀ぎ正しくいたわってくれていた。その分衝しよう撃げきが大きい。

　なるほど、あれは社交辞令だったのか……。さすが第二王子、相手に本心を悟さとらせない完かん璧ぺきなる処世術だ。

「マナーも教養もなくては話にならん」

「だよねー」

「違う世界から来ているのです、そこは仕方ないでしょう」

　吐はき捨てるように言ったルッカス様に、果か敢かんにもグレオスさんが反論してくれたのは、きっと異世界から召しよう喚かんされた私を不ふ憫びんに思ってくれたんだろう。あまりにも剣けんの指導が厳しいから、ちょっと怖こわいと思ってたけど、あんた漢おとこ気ぎのある人だったんだね……。

「じゃあグレオスが貰ってやりなよ、どうせ僕らの誰だれかが彼女を娶めとる事になるんでしょ？」

　ちょっとジーンとしていたのに、いきなり発せられたクルクル金きん髪ぱつ巻き毛の言葉にぎょっとする。な、なにそれ。なんでいきなり、そんな話になるわけ？

　そう思ったのはグレオスさんも同じだったようで、目を見開いた後、きゅっと眉まゆを顰ひそめた。

「何を馬ば鹿かなことを。彼女は自分の世界に戻もどりたいと願っていたではないですか」

「聖女は誰だって最初はそう言うらしいよ？　伝承に残ってる。でもさ、結局は旅に同行した誰かと結婚してこの地で一生を終えたって記述になるじゃん」

「それは、そうですが」

「聖女だから邪じや険けんにもできないし、優しくしてやりゃあコロっといっちゃうんだろ。聖女に望まれたら断れる筈はずがないじゃないか、ゾッとするね」

　クルクル金髪巻き毛が発した、その心底嫌そうな言葉に、私の心は完全に冷えた。

　そうか、皆が優しいのは本意じゃなかったんだ……。聖女だから、親切にしただけ。勘かん違ちがいされるのも迷めい惑わくな話だと、そう笑っている奴やつと私は旅をしていたのか。

　思えばこれが転機だった。

　この瞬しゆん間かん、私から甘えの感情は完全に消えた。話しかけられれば笑顔で答えるし、やるべき仕事はしっかりやるわよ。こちとらしっかり社会人だ、営業スマイルなんかデフォルトなんだよ。さっさと旅を終わらせて、さっさと日本に帰ってやる！

　私は心中で不満を吐き出しながら、そっとその場を後にした。

　しかしまあ。勝手に召喚して、無理やりわけもわからないまま『浄じよう化かの旅』なんてものに出しておいて、陰でこうして笑っているなんて。この国の中ちゆう枢すうの奴らのあきれるほどの身勝手さにこっちの方が反吐へどが出る思いだよ。

　焚火の焰ほのおの灯あかりを受けてゆらゆらと揺ゆらめく木の葉の影かげを眺ながめながら、馬車までのわずかな道のりをゆっくりと歩く。うっかりこぼれそうになる涙なみだを鎮しずめるために空を仰あおげば、明るい月がこうこうと辺りを照らしていた。

　ちくしょう、泣いたりなんか、しないんだから。

　今日はちょっと、人恋しくて元々心が弱ってたから泣きたくなっただけだ、多分。

　そうそう、だって私だけが辛つらいんじゃないし。

　騎き士しであるグレオスさんや魔ま術じゆつ師しのリーン、そして冒ぼう険けん者であるアルバなんかは、どっちかというと私と同じ立場なんだろう。きっと巻き込まれたんだ。

　王族が、聖女と共にこの国の危機を救った。その実績を作るために集められた実働部隊。

　思えばルッカス様やクルクル金髪巻き毛が戦いに参加するのなんてよっぽどヤバい時だけだ。魔物が出たって大たい抵ていの場合はアルバが一瞬で片付ける。数が多ければグレオスさんが参戦し、剣が効きにくい相手ならリーンが魔法で一いつ掃そうする。

　戦せん闘とう中、ルッカス様やクルクル金髪巻き毛は私を守るように立っていたけれど、よくよく思い返せば剣を振ふるうことすら三回あったかなかったか。

　いや待てよ？　その時剣を振るったのってルッカス様じゃなかったっけ？　クルクル金髪巻き毛なんか何が武器かも知らなくない!?　うわあー……ヒクわぁ……。

　なんて、考えてた時だった。

「泣かねえのか」

　いきなり、声をかけられた。振り返ると二人の人影。

　何よ、おっきいのとちっこいのと二人揃そろって、何の御ご用ようかしら。さっきのクルクル金髪巻き毛と腹黒王子の暴言で、こちとら被ひ害がい妄もう想そう気味になってるんだから、ちょっと放ほうっといてくれないかな。

「なんで私が泣かなきゃならないのよ。涙がもったいないじゃない」

　ツンとすましてそう言ったら、なぜかおっきいのが噴ふき出した。

　おっきいの……冒険者のアルバは背が高くってひょろりとして見えるけど、戦うための筋肉はしっかりついている、いわゆる細マッチョというやつだ。グレオスさんはバッキバキのマッチョだから、それと比べると随ずい分ぶん目に優しい。

　彼の黒の短髪に切れ長の黒い目は少し日本を思い出させるけれど、浅黒い肌はだと身に馴染んだ軽けい鎧よろいからは、熟練の冒険者ならではの精せい悍かんさが感じられる。

「それくらい元気がありゃ、まあ大だい丈じよう夫ぶか。いや、散々な言われようだったからな」

「聞いてたの？」

「悪いな、ちょうど張り番の交代時間で、聞こえちまった」

　ニヤリと笑ったまま、アルバが何かを投げて寄よ越こした。

　手の中に納まったのは、柑かん橘きつ系の香かおりがとても爽さわやかなサンシュの実。ちょっとだけ酸味があるけど、さっぱりした甘さの果物くだものだ。

「ま、気にすんな。あいつら貴族は苦労知らずだからな、自分のことは棚たな上あげで人のことをあげつらう口だけは達者なんだ」

　好物だと言っていたサンシュの実をくれたってことは、慰なぐさめてくれてるんだろうか。

　まあ、確かにひどい言われようだったもんね。ていうか。

「ロンド様はともかく、ルッカス様からの言われようはちょっとヒいたわ」

「いやぁ、アイツの方が腹黒で怖いけどな。国と王室が一番大事なヤツだから、それ以外はどうでもいいんじゃないか？　話し方も内容も、結構必要に応じてコロコロ変えてるぜ」

「なにそれ、怖い」

　アルバから衝撃の事実を聞かされて、さらなるショックを受けている間にも、アルバの横ではちっこいの……魔術師リーンがおっきな目に涙を溜ためて、ウルウルとこちらを見ている。

　小動物か。やだなあ、癒いやされるんですけど。

「リーンが泣くことないじゃない」

「泣いてません」

　いやいや、でっかい目から涙が零こぼれ落ちそうだよ。

　あれだね、他ほかの人が先に泣いちゃうと、こっちの涙が引っ込んじゃうってホントなんだね。なんか慰めないといけない気になるから不思議だわ。

「いやいや客観的に見て泣きそうだからね。ハンカチ要いる？」

「要りません！　僕は悔くやしくて情けないんです！」

　あちゃー、涙こぼれちゃったよ。

　どうやらお師様に大切に大切に育ててもらったらしいリーンは、もうちょっとで十八歳という男子にしてはとっても純じゆん粋すいで正義感も強い。ちょいちょいクルクル金髪巻き毛が私にムカつく態度をとるたびに、こうして一いつ緒しよに怒おこってくれるのだ。

「なんなんですか、あの態度！　こっちが勝手に召喚したんですよ!?　しかも十分な準備期間もなくこんな過か酷こくな旅に出して……それなのに、あんな！　あんな……！」

「だよねー、あいつらサイテーだよねー。さすがの私もキレたわー」

　おざなりに相槌を打ちながらせっせと零れ落ちる涙を拭ぬぐってあげる。気分はすっかりお母さ……お姉さんだ。

　魔術師の割にサッカー少年みたいなやんちゃな風ふう貌ぼうと小麦色の肌を持つリーンは、髪かみと装備だけ魔術師っぽくて少しアンバランスだ。髪に魔力がこもるらしくて若草色の髪の毛をゆったりした三つ編みにして垂らしている。戦闘時にうっかり切れたりしたら魔力が落ちるから、きっちり纏まとめるわけだけど、致ち命めい的てきに手先が不器用な彼の髪を毎朝三つ編みにしてあげるのはこのところの私の日課だった。

　手のかかる弟の世話をしてあげているみたいで、私にとってはこの殺さつ伐ばつとした異世界で、なんとなく心癒されるひと時だったりする。

「お師様はこんなつもりで、貴女あなたを召喚したんじゃない……！」

　出た、決め台詞ぜりふ。当代一の魔力を持っているという彼のお師様が、王家に請こわれて私を召喚したらしく、彼はとてもとても責任を感じているのだ。
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「僕が、絶対に守りますから！」

「うんうん、頼たよりにしてるよ。でもとりあえず涙なみだ拭ふこうね」

　まだまだ出てくるらしい涙を腕うででぐっと拭き取って、いつもみたいに誓ちかってくれるけど、正直あまり期待していない。物理的にはアルバやグレオスさんのほうが強いしね。でもまあ、一緒に怒ってくれる人がいるだけで、結構心は救われるもんだ。

　リーン君、きみには癒し要員としての活かつ躍やくを心から期待している。

　若草色の頭をポフポフ撫なでたいところだけど、そこは我が慢まんしておいた。反はん抗こう期は過ぎているにしても、プライドが刺し激げきされるといけないからね。

「アホか。お前が慰めてもらってどうする」

　ごもっともなセリフと共に、アルバの拳こぶしがゴスッと音を立ててリーンの頭にめり込んだ。

　うわあ、痛そう。

「お前も甘やかすな。こいつはもうほぼ成人だからな」

　いやあ、つい。

「まあいいのよ、リーン。今の時点でどう思われてるのかわかってむしろ良かったわ」

「え……」

「こっちもそのつもりで付き合えばいいだけ。これだけ大きな仕事だもの、気が合わない人もいれば嫌いやな奴やつだっているもんよ」

「は……え？」

　ぽかんとしているリーンの横で、アルバは爆ばく笑しようしている。

「見てて。にっこり笑って、あいつらともうまくやって見せるわよ。そんで、とっとと浄じよう化かして、スパッと日本に帰ってやるんだから！」

　　　　[image: ]

　あの時、そう啖たん呵か切ったのになあ。

　日本にもはや帰れないとわかって、怒いかりのあまり王城から転移魔法で逃にげてきたけど、一体これからどうすればいいのか。

　だって、日本に帰れるって思ってたんだもん、これからのことなんか何ひとつ考えちゃいなかった。ぶっちゃけ勢いだけで転移しちゃったから、何処どこに飛んだのかすらわからない。

　フラフラと歩いていけば、なんか見覚えのある町並み、潮の香り、市場の喧けん騒そうが私の五感を刺激する。ここってきっと、旅の途と中ちゆうで立ち寄った町だよね。そもそも私の転移って行ったことがある場所限定だし。

　ドレスなんか着ちゃってるから、色んな人が振り返って私を見る。「もしかして聖女様？」「まさか」なんて、ざわざわしてくる周囲に、顔を覆おおい隠かくしてしまいたい衝しよう動どうに駆かられた。

　……ああもう、泣きたい。

　今、聖女だのなんだの拝まれても、笑え顔がおでいられる自信とかないからね？

「あっらぁ、キッカじゃない!?　どうしたの、こんな所で！」

　なんの前まえ触ぶれもなく、いきなりドカーン！　と肩かたを小こ突づかれて、私は勢い良くすっ転んだ。

「やだー！　か弱いフリしちゃって、そんなタマじゃないでしょうよ！　大体なんなのその取って付けたようなドレスは！　仮装大会？」

　アッハッハ、と盛大に笑いながら私をえいやっと持ち上げて、乱暴にドレスを叩たたくもんだから、今度は土ぼこりでむせるむせる。人を張り倒たおしといてこの言い草。このガサツさ。

「ヴィオレッタ……！　言いたいことはそれだけか……！」

「やだー、フルネームで呼ばないでって言ったじゃん、乙おと女めっぽくて恥はずかしいんだってば」

　頰ほおを赤くして、バンバンと私の肩を容よう赦しやなく叩きながら照れるヴィオ。知ってるよ、この仕打ちに対するちょっとした意い趣しゆ返がえしだよ。

「ま、冗じよう談だんはおいといてさ、とりあえずウチに来なよ。シケた顔しちゃってさ、なんかあったんでしょ」

「……ヴィオ……」

　ちくしょう。ガサツなくせに、なんでいつもそんなに優やさしいの。

「はいはい、泣くのは家に着いてから！　今のあんた、悪いけど目立ってしょうがない。さっさと行くよ！」

　思わずウルッと来たけど、凄すごい勢いで手を引かれて涙なみだも少し引っ込んだ。今はこのガサツであけすけな友人の、飾かざらない陽気さが胸に滲しみる。何にも考えないで転移したらここに来ちゃったってことは、私、もしかしてヴィオに会いたかったのかな。

　ヴィオが住んでいるのは、王都から歩けば半年ほどもかかる古い古い港町。浄化の旅の中ちゆう盤ばんに、大きな浄化ポイントへ向かう中ちゆう継けい地点として立ち寄った町だった。

　ヴィオは、その町の一番大きな宿屋の看板娘むすめ。ガサツだけど、困った人は放ほうって置けない姉あね御ご肌はだの彼女は、太陽みたいなオレンジ色の髪をポニーテールに結ゆい上げた、元気で明るいオネーサンだ。私にとって、この世界でできた数少ない友人だったりする。
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　意外にも、宿屋ではなくその裏手に造られた彼女とご両親の御自宅に招かれた。

　ご両親は宿屋の仕事で忙いそがしいらしくご不在だったけれど、まるでヴィオみたいにあたたかい雰ふん囲い気きの、木の香かおり漂ただようカントリー風のお家うち。むきだしのでっかい梁はりもまだ真新しくて、おそらく建ってからまださほどの時が経たっていないのだろう。

　キッチンからはふんわりと湯気があがっていて、鼻はな唄うたを歌いながらなにやらお鍋なべの中身をかきまぜているヴィオの後ろ姿に、とてつもなく安心する。

　言ったら怒られること間ま違ちがいなしだから口が裂さけても言えないけど、なんか、お母さん思い出しちゃうなぁ。元気かな、もし私がこのまま帰れなくなっちゃったら、家族は、友達は、同どう僚りようたちはいったいどう思うんだろう。次々と、懐なつかしい顔が浮うかんでは消える。

　これまでは旅の中でどれだけ時間が経っても、浄化さえ終わらせてしまえば召しよう喚かんされたあの日あの瞬しゆん間かんに戻もどれるって思ってたから、こんな不安はなかった。

　二度と、会えなくなるかも知れないなんて。

　もっとちょいちょい、里帰りすれば良かった。弟のカズだって、就職の相談に乗って欲しいって言ってたのに、プロジェクトで忙しくって、次に家に帰った時にねって待たせてた。

　ユウや明日あす香かとも、もっとたくさんくだらない話をすれば良かった。あんな風になんの気き兼がねもなく話せる友達なんて、年々少なくなっていってたのに。涙がジワジワと湧わいてきたから、目から溢あふれちゃわないようにヴィオの背中をジッと見つめた。

　……ああもう、ずるいよ。ヴィオのエプロンの結び目、縦になってる。

　お母さんもそうだった。ぶきっちょだね、って笑ってさ、時々結び直してあげたんだ。

　もうダメだ、涙を堪こらえるのも限界なんだけど。

　臨界点をついにこえて、ボロッと涙が溢れた瞬間、ヴィオが勢いよく振ふり返った。

「できたよー！　って、うわ、もう泣いちゃってるし！」

　トレイを片手に走り寄ってきたヴィオは、乱暴にエプロンの端はじっこでグイグイと私の顔をこする。ちょっと痛いくらいなのに、なぜかふっと心が温かくなった。

「あーもう、何があったのさ。ゆっくりでいいからさ、アタシで良けりゃ話してよ」

　とりあえず飲みな、と温かいミルクティーをくれる。ジャスミンみたいな落ち着く香りがする、不思議なミルクティーだった。

　トレイの上には以前私がヴィオの家の宿にお世話になった時に「好きだ」と言った、この港町のお菓か子しや果物くだもの、温かいスープが用意されていて、ヴィオが私を元気づけようとしてくれていることが感じられる。

　そういえば、前にこの町の領主様のお館やかたでお世話になった時も、こんな風にヴィオに慰なぐさめてもらったっけ。クルクル金きん髪ぱつ巻き毛の暴言に耐たえ兼かねて、悔くやしくって廊ろう下かでひとり涙をこらえてた私を見つけ、こっそり宿屋に連れて来て、愚ぐ痴ちを聞いてくれたのがヴィオだった。

「アタシは手伝いに来ただけでさぁ、領主様んトコのメイドじゃないから。嫌なことあるならここで思いっきり吐はいていっちゃいな！」

　なんて言って、あの時もあったかいスープ出してくれたんだよ。荒あれてる私にエールも出してくれて、二人で軽く酒盛りしてさ。

　その心づかいが嬉うれしくて。

　ああ、あの時と一いつ緒しよ。お腹なかも心も、ふんわりとあったかくなっていくみたい……。

　少しだけ落ち着いた私は、ミルクティーをちびりちびり飲みながら、訥とつ々とつと事の経緯いきさつを話す。私の今ひとつ纏まとまらない話を、ヴィオは遮さえぎるでもなく聞き返すでもなく、ただ頷うなずきながら聞いてくれていた。
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「なんてこった」

　話を聞き終えたヴィオは、頭を抱かかえ込んで深い深いため息を漏もらした。額を押さえた手の、指の間から私を見ては何度も嘆たん息そくする。フーッと長い息をついたヴィオは、両手をテーブルにドンとつき、深々と頭を下げた。

「ゴメン！　事情も知らずに聖女様、聖女様って……アタシたち、あんたにすべてを押し付けてたんだね。この世界の人間ですらないのにさ」

「ヴィオたちのせいじゃないわよ、元々聖女についてなんて民衆には深くは知らされていないって聞いたことあるし」

「そりゃ言えないだろうね、義ぎ憤ふんにかられる輩やからが出そうだ」

　異世界から召喚された、なんて普ふ通つうに聞いても信じられないだろうから。王の決断により教会が然しかるべき手段で聖女を選出し、選ばれた聖女は特別な力を持つものだと、民衆にはそう語り伝えられてるんだってさ。

　第二王子だかクルクル金髪巻き毛だかが、そんなことを言ってた気がするもの。

　今思えば、卑怯きわまりない王家らしく都合の悪いことは隠したまま、自分たちの権けん威い付けになるように上手うまく情報を流していたのだろう。

「それにしても、本当にその……帰れないのかい？」

「今のところ帰れる見込みはゼロね」

　ヴィオに話して少しスッキリした私は、現実的にそう答えた。

「よっしゃ、わかった！　あんたの面めん倒どうはアタシが見る！」

「は？　何言ってんのよ」

「だってこの世界に身よりなんか居ないってこったろ？　しかも一緒に行動してた奴やつらからも、逃にげてきたんだろ？」

「まあね」

「うちは宿屋だ、あんた一人くらい養える。聖女様に相応ふさわしいもてなしとか言われると困っちゃうけどさ、毎日美味うまい飯食わせられるってトコだけは保証できるからね！」

　腕うでまくりで頼たのもしく言ってくれちゃうけど、そんなつもりで来たわけじゃない。

「ありがと、ヴィオ。じゃあさ、今日だけタダで泊とめて。私よく考えたら無一文なの」

「任せときな！　気がすむまで居てくれていいんだよ。落ち込んでる時に無理するとロクなことないんだから」

　食いな食いなって、目の前にドンドンお皿を並べてくれるけど、そんなに入んないから。

「世界を救うなんて大仕事したんだ。ゆっくり休んでさ、元気が出たらあんたをこの世界に拉ら致ちった奴ら、ぶっ飛ばしてやりゃいいんだ」

　ぷりぷり怒おこってるヴィオが可笑おかしくって、私はようやく笑いが出た。

「バカねえ、そんな暇ひまないわよ！　ついでに落ち込んでる暇もないの！」

「まだ何かやることがあるのかい？」

「あったり前じゃない！」

　そう、ヴィオと話して元気も出たし、ホント落ち込んでる暇なんかなかったよ。

「私、日本に帰る方法探さないと！　召喚できたんだから、絶対、帰る方法だってあるわ！」

　キッパリとそう言い切ったら、ヴィオは一瞬目をまんまるに見開いて、その後景気よく大笑いしてくれた。

「あっはっは！　アタシ、あんたのそーいうトコ好きだよ。なんかこう、挫くじけないよね！」

　そりゃそうよ、よく考えたら誰だれも日本に帰る方法なんて教えてくれるわけでも考えてくれるわけでもないんだから、自分で探す他ほかないじゃない。きっとあいつらにとって不都合だから伝わってないだけで、帰る方法はきっとある。

「でもさ、さっき帰れる見込みはゼロだって言ってただろう？　無一文でどうするつもりさ」

　ヴィオが頭を捻ひねる部分は、実際そのとおりだ。

「うん、まずは情報収集だよね。今のとこ手がかりなんかないんだもん。ってわけで、しばらくはギルドに登録してお金を稼かせぎながら……何か手がかりを探そうと思うんだ」

　この世界には、基本的にいつだって魔ま物ものが跋ばつ扈こしている。魔が増大し、膨ふくれ上がり、土地が病やめば魔物の数は劇的に増大していき、やがては魔を統すべる王が誕生するのだと、伝承に詳くわしいクルクル金髪巻き毛が得意げに語ってくれたことがある。

　魔王が誕生しないよう、その前に魔を浄じよう化かし勢力を削そぐのが聖女の大きな役目なんだって。

　もしかして、魔王が誕生しちゃったら、勇者が召喚されるんだろうか。そっちの方がよっぽど痛そうで大変そうだから、無事に魔を浄化できてよかったとは思うけれど、それでも一定の魔物は今もしっかりと存在するのだ。それを根絶やしにするのは、なかなかに難しい。

　この大きさの港町だ、確実にギルドが存在するだろう。この二年間の旅の中で、それなりの戦せん闘とう力は培つちかってある。ギルドでもそこそこの働きはできるに違いない。

「ば、ばか言ってんじゃないよ！　あんた自分がどれだけ有名人かわかってんだろ!?　ギルドなんかに行ったら、一発で王家に早馬が飛ぶよ！」

「あー、それね」

　慌あわてるヴィオに向かって、私はへへ、と照れ笑いした。

「さっきは混乱しててすっかり忘れてたんだけど、実は私、認にん識しき阻そ害がいの魔法が使えるの」

「へ？」

「私だって認識できなくなる魔法、使えるから大だい丈じよう夫ぶ」

　ついでに言うと、転移が使えるのも私だけだ。そして足りない身体能力を補うための「身体強化」、この三つの魔法は、旅の中で獲かく得とくした聖女専用の特とく殊しゆ魔法だったりする。

「はぁ……聖女ってやっぱ、すごいんだねえ」

「褒ほめられた」

「冗じよう談だん言ってるわけじゃないんだよ、まったく。でも、そんなら大丈夫なのかねえ」

「大丈夫でしょ」

　あえて軽い調子で言う私を横目で見ながら、ホントかねぇ、なんてヴィオは心配そうに顔を顰しかめている。正直言うと認識阻害の魔法ってこれまであんまり使う必要性なかったから、使い慣れてなくて私もちょっと心配だけど、そんなこと言ってられる場合じゃないもんね。

　できると信じて頑がん張ばるしかないと思う。

「それにしたって当てもなく情報収集って言ってもねぇ」

「うーん、本当は王城とかに色々資料があるんじゃないかと思うんだけど、さすがに忍しのび込んでバレるとマズイし」

「その、認識なんたらっていう魔法じゃダメなのかい？」

「うーん、王城って魔術師とか神官とかいっぱいいるからさ、もしかしてってこともあるじゃない。危険はあんまり冒おかしたくないかな」

　そうだねぇ、と同意したっきりヴィオも考え込んでしまった。そしてしばらく腕組みした後、おもむろにこう切り出す。

「魔術師って言えばさ、あんた、賢けん者じやのことを調べてみちゃどうだい？」

「賢者？」

「違う世界に帰るだなんて、普通にできることじゃない。どうせ魔法の話だろう？　古い言い伝えだけどさ、この町、最後に賢者が立ち寄った町だって言われてるからさ」

「それ、聞いたことあるかも」

　ヴィオが『古い言い伝え』と言う賢者の話は、本当に古い古い話で『おとぎ話』と言ってもいいくらい昔の話だ。

　昔々、この大陸はもっともっとたくさんの魔物やドラゴン、手が付けられない程ほどの凶きよう獣じゆうで溢あふれかえっていたのだという。ここは『魔王』が統べる『魔国』を擁ようする大陸だったのだと。

　それを、別の大陸からやってきた『勇者』たちが魔王を倒たおし、長い長い年月をかけて魔族を駆く逐ちくしたんですって。

　荒あれきったこの魔の地を拓ひらき、浄化し、人々が暮らせる地にしたのは、勇者と行動を共にしていた賢者。その後に入植した人々と、荒れ果てた王国にひっそりと生き残っていた人々が協力し合って今の都を作り、繁はん栄えいを極きわめた時、賢者はふらりと姿を消した。何百年にもわたり老いることすらなかった賢者は、人々の安あん寧ねいを見て安心し、姿を隠かくしたに違ちがいない。

　今でも世界のどこかで我われ々われを見守ってくれているだろう……そう、言い伝えは締しめくくられていた筈はずだ。

　最初に聞いた時は「うわ、ここ魔王の土地だったわけ？　ヘヴィな設定だな」と思ったし、「それなら魔に侵おかされやすいとかいうのもわかるわー」と思っただけだった。

　賢者に関しては在り得ない長ちよう寿じゆだとは思ったけど、よくある国の興おこりを神秘的に見せるための誇こ張ちようした伝承なんだろうな、と軽く考えていたんだけど。

　でも、今となってはその伝承が真実であると信じたい。だってそれくらいには、ヤバい状じよう況きようなんだもの。もしかして、聖女の私が特別な能力を貰もらったように、賢者にも長寿をもたらすような能力があったのかも知れない。今は伝わっていない『送そう還かん』も、古いにしえの時代の賢者なら、知っていたりはしないだろうか。

　もちろん今もなお賢者が生きているだなんて思わないけど。でも、彼が残した文ぶん献けんや子孫などの話が、慎しん重ちように探さぐれば出てくるかも知れない。そんな希望が私の中に密ひそかに灯ともった。

　最後に賢者が立ち寄ったのがこの港町なら、ヴィオの言う通り、ここでなんらかの手がかりが得られる可能性は高いと思う。あと……そうね。あの古い伝承を信じる前提で行けば、魔王城跡あと地ちでも何か参考になるものが見つかるかも知れない。

　そういえば、私たちが最後の最後に浄化した場所は、崩くずれてボロボロになった遺い跡せきのような場所だった。苔こけむして、陰いん気きで、魔がこもった、気持ちの悪い遺跡。他のところに比べて、浄化しても浄化しても、地中から魔があふれ出すように思えて、浄化しきるのが大変だった。

　あの場所……もしかして、魔王城跡地だったんじゃないのかしら。







[image: 第二章　追いかけて来たの!?]




　そんな仮説を立ててから、早三か月……いや、もっと経たったのかな。

　認識阻害の魔法を駆く使しし、聖女だとバレることもなく私はこの港町ルディで、名の知れた冒ぼう険けん者『キー・セイバル』として活かつ躍やくしていた。

　依い頼らいを片っ端ぱしからこなしてランクアップと賞金稼ぎに勤いそしみつつ、空いた時間でこの町のご老人たちのよもやま話にお邪じや魔まする。今ではあっちこっちのお爺じいちゃん、お婆ばあちゃんに『きーちゃん』の愛あい称しようで呼ばれ、通りかかるだけでおやつを貰えるくらいの人気だ。

　超ちよう、楽しい。

　もちろんただお話を聞くだけではない。ご年配の皆みなさんはなんせ言い伝えや伝承にお詳しい。私が知りたい賢者の伝承や、この国の成り立ちや魔王城のことなど、民間に伝わる話を知るには町の人々のお話を直じかに聞くのが一番なのだ。おかげでこの町が、賢者が最後に立ち寄った場所だというだけでなく、魔王を守る三魔将の一人、龍りゆう王おうの居城があった場所にほど近いという貴重な情報までゲットできた。どうりで大きな浄化ポイントが近くにあった筈だよね。

　そうやって地道な情報収集を行う一方で、冒険者としてとにかくたくさんの依頼をこなしたのには、いくつかの理由がある。

　まずひとつめは、冒険者としてのランクがＢ以上になれば、より高位の魔術師に師事できること。上位の魔術師のお師様、そのお師様とたどれば、王家のお抱かかえではない、かなり高位の魔術師に師事できる可能性がある。

　ふたつめに、ギルドの信しん頼らいを得ることで、ギルドが秘蔵しているかも知れない文献を、閲えつ覧らんさせてもらえる可能性があること。

　そしてみっつめに、領主様からの依頼を何度もこなすことで懇こん意いになれば、書庫を見せてもらえる可能性があることだった。

　この三か月あまり、領主様もしくはそれに連なる方々の依頼案件は率そつ先せんして受けまくってきた。病弱な娘むすめさんがおいでになるというのに懐ふところ具ぐ合あいがかなり厳しいらしい没ぼつ落らく気味の領主様からの依頼は、難易度の割に礼金が少なくてぶっちゃけギルドでも不人気だったのだ。

　おかげさまで私はさほどの苦労もなく領主様の依頼を入れ食い状態で受けることができている。近ちか頃ごろでは『キー・セイバル』の名前で指名依頼を頻ひん繁ぱんにくれるレベルになった。

　今日はその伝つ手てで、ようやく領主様の館やかたの書庫を見せていただく運びとなり、私はもう、朝からウキウキがとまらない。礼金の代わりに本が読みたいと申し出たら、逆にものすごく喜ばれてしまった。

　病気の娘さんの痛みの緩かん和わに効くという薬草の中でも、品質が良く新しん鮮せんなものを厳選し、お土産みやげに用意して、私は弾はずむような足取りで領主様の館に向かう。なにか賢者様や送還に関する文献が出てくるといいな。

「君がキー・セイバル君かね？」

　領主様の館に到とう着ちやくしたら、なんと領主様と奥様が、直々に出で迎むかえてくださった。

　一年以上前、まだ聖女として浄じよう化かの旅を続けていた頃に、一夜この館にお世話になったことがある。その時、私たちを手厚くもてなしてくれたのは、もちろんこの領主様たちだった。

　素そ朴ぼくだけどとても美味おいしくて温かい料理と、心のこもったおもてなしをしてくれたのを覚えている。あの頃は、こんなに領主様が財政的に困こん窮きゆうしているなんて、思ってもみなかったんだよね……。なんだか申し訳ない。

　複雑な気持ちでいたら、領主様も驚おどろいたような顔で私を見ている。

　認にん識しき阻そ害がいの魔法はしっかりと発動中だから、まさか聖女だと気付かれる筈もないと思うけど。それともこの三か月以上も誰だれにもバレなかったからって、油断して魔法が甘くなってたりした？　少し心配になっておずおずと顔を上げたら、領主様は人のよさそうな笑えみを浮うかべた。

「いや、驚いた。まさか君のような華きや奢しやな女性が『キー・セイバル』君だとは。いつも依頼を受けてくれて感謝する」

　脱だつ力りよくした。なんだよもう、ちょっと心配しちゃったじゃん。

　心の中で文句を言ったけれど、もちろん口に出せる筈もない。社会人標準装備の営業スマイルをここでもしっかりと発揮し、私は無事に領主様の館に入ることができた。

　いやホント、なにしろここの領主様ときたらびっくりするくらい根が優やさしいんだよ。

　報ほう奨しよう金が少ないことを詫わびてくれたし、いつも即そつ決けつで受けてくれて薬草の品質もとてもいいと褒ほめてくださった。なによりジーンときたのは、娘さんへの愛情の深さ。基き礎そ体力が異常に低くてちょっとしたことでもすぐに熱を出してしまうんだそうで、食も細くて十歳を越こえた今でもベッドから起きられる日の方が少ないんだとか。

　なのに病因がわからない。酷ひどく苦しんで暴れる夜もあるらしく、領主様も奥様もとても心を痛めているご様子だった。少しでも痛みを和やわらげられるように常に鎮ちん痛つう作用がある薬草をギルドに依頼するのは、彼女のためにできる治ち療りようがそれしかないからなんですって。

　こんなに大きなお屋や敷しきなのに人ひと気けも少なくて、調度品なんか数えるほどだ。私たちが旅の途と中ちゆうで立ち寄った時よりもすごく閑かん散さんとしている。

　あの時も本職のメイドさんは少なくて、応おう援えんで来ていたヴィオともそれで知り合えたんだけど、確実にあの時より減ってるよね……娘さんのお薬代を払はらうために、あの時よりもさらに切り詰つめていらっしゃるんだと思って間違いないだろう。

　娘さんは今日も熱が出てしまったそうで会うことはできなかったけれど、私はなんだか同情してしまった。だって、ずっとずっとその子のために薬草を納入し続けてきたんだもの。

　なんとか、してあげられないかなぁ……。

　もしかしたら、私の浄化の力や回復魔法で、彼女を少しでも快方に向かわせてあげることができるかも知れない。案内された書庫の中でひたすら本をあさりながらも、私はそんなことを考えていた。そうやって淹いれてくださった紅茶をゆっくりと口に含ふくみながら、この町に伝わる伝承を纏まとめた本を読んでいた時だった。

「……？」

　何か、外が騒さわがしい。

　馬のいななき、複数人の乱れた足音。必死で止めるような声。

　私は本を閉じて、腰こしに佩はいた剣けんに静かに手をかけた。賊ぞくならば、今この館で最も戦えるのは私だろう。私が、なんとかしなければ。

　ここまで案内してくれた品のいいお爺ちゃん執しつ事じさんの、うわずったような声が聞こえる。私は手て遅おくれにならないよう、この広い書庫中央に置いてある机を飛び越え、扉とびらへ向かって走った。扉に手をかけようとした時だ、向こうから扉が勢いよく開かれた。

「すみません、キッカさん！　風よ、かの者の奇き跡せきを封ふうじよ！」

　聞き覚えのある声がしたと思った瞬しゆん間かん、封ふう呪じゆの呪文で一瞬にして魔法が縛しばられた。

　は？　え!?　なんで!?　何が起こったの!?

「え……あ、封じられました！　封呪、成功です！」

「よくやった、あとで褒賞をとらせよう」

　扉から続々と入ってくる姿を見て瞬時に転移を試みたけれど、案の定、封じられて跳とぶことはできなかった。応戦しようとこっちも扉に寄っていたばかりに、すぐに退路を断たたれたのは手痛い誤算だ。

「すみません、キッカさん……」

　消え入りそうな声でリーンが赦ゆるしを請こうけれど、私はあえて視線を合わせない。第二王子の指示だろうことなんて会話の流れでわかるけど、だからムカつかないかと言ったら、悪いけど普ふ通つうにムカつくんだよ！

　今は涙なみだ目めで謝られたって腹立たしいだけだと断言できる！

　なんなんだ、はっきり別れを告げて来たって言うのに、一体何の用があるんだよ。どうやって居場所を知ったかわからないけど、用があるなら伝令でも飛ばせばいいじゃない。

　何も第二王子自らが、クルクル宰さい相しよう子息だの筆頭騎き士しだの凄すご腕うで冒険者だの童顔魔術師だの引き連れて、わざわざ来る事ないじゃない！

　言っとくけど私、全然赦してないんだからね！

　言いたいことがたくさんあるのに、悔くやしくって言葉にならない。顔を見たせいであの時の怒いかりが再燃する。ついでにもりもりと盛り上がってきた涙を見せたくなくてうつむいたら、私の目の前の床ゆかにゆっくりと影かげが過よぎった。

「恐おそれながら」

　え……？　領主様？

「連れん絡らくもなく突とつ然ぜん押し入ってのこのありさま。如何いか様ような理由かは存じませんが……彼女は善良で腕も立つ一いつ介かいの冒ぼう険けん者です。賊のような扱あつかいを受ける者には思えませんが」

　驚きで思わず見上げたら、領主様は若じやつ干かん青ざめて額にもじんわりと汗あせが浮かんでいる。

　ハッとした。

　彼のような立場の人が、王族に真っ向から意見することがどれだけ難しいか。ただでさえ財政的に困窮しているのに、私のせいで立場まで悪くするわけにはいかないよ。

　だって、奥様も病弱な娘さんも、そしてヴィオたちこの地に住む人たちも、領主様の肩かたにかかっているんだから。

「ありがとうございます、領主様。ご迷めい惑わくをかけてしまって、ごめんなさい」

　一言詫びて、私は認識阻害の魔法を解いた。

「………！　貴女あなたは」

「そういうことだ。悪いが彼女と話がしたい、部屋を用意しては貰もらえぬか」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべる領主様にすかさず指示を出す王子は、さすがに抜ぬかりない。

　私たちに応接室を開放し、心配そうな表情のまま退席する領主様を見送る。申し訳なくて頭を下げたら、さらに後ろ髪がみをひかれるような顔をしてくれるから余計に申し訳なかった。

　ついに観念した私は、何度も何度もまばたきして涙を引っ込めると、悔し紛まぎれに声をだす。

「今さら何の用があるか知らないけど、揃そろいも揃ってご苦労なことね。さっさと用事を済ませてさっさと帰ってくれない？」

　ツン、と澄すまして言ってしまってから、私の脳のう裏りにあることがひらめいた。

「も、もしかして、日本に帰る方法が見つかったの!?」

　そうか！　それならわざわざ来てくれたのもわかる！　生意気言ってごめんなさい！！！

　心の高こう揚ようが身体からだにも伝わって、私は知らず第二王子の方に一歩足を踏ふみ出していた。胸はドキドキ、体温も一気に高まった。多分目もキラキラだと思う、今ならば！

「そんな期待に満ち溢あふれた顔をしないでくれ……」

　心底気まずそうに目を逸そらされる。……そっか、そうだよね。期待した私が馬ば鹿かだった。

「じゃあ何なのよ、もう用はないでしょ。ちゃんと浄化は終わったんだし」

「何言ってんのさ……」

　不ふ機き嫌げんまるだしでフン！　と鼻をならせば、どこからか私よりもさらに不機嫌な声が小さく響ひびく。声の出どころを探して振ふり向けば、クルクル金きん髪ぱつ巻き毛のつむじが見えた。

　なぜか一心に床を見つめている様子で、顔は見えない。特とく徴ちよう的なクルクル金髪巻き毛だけが神々しく光っている。こいつの本体、もうこの光り輝かがやくクルックルな金髪巻き毛なんじゃないだろうか。なんだか知らないけどヤツは両の拳こぶしを固く握にぎり締しめてプルプルプルプル震ふるえている。つついたら面めん倒どうが起こる予感がしたから、私はさりげなくスルーすることにした。

「早く用件言ってよ、私こう見えて忙いそがしいの」

「何？　優ゆう秀しゆうな冒険者だから、とでも言いたいわけ？」

　せっかくスルーしたのに、クルクル金髪巻き毛が床を見つめたまま会話に参戦してきた。あんたが話すとイラつくから、ちょっと黙だまってて欲しいんですけど。

「別にいいでしょ」

「バカじゃないの!?」

　キッ！　と顔を上げて私を睨にらみつけるその目には何故なぜか涙が盛り上がっている。

　なによ、何泣いてんのよ、私が逃にげたからおとーさんから怒おこられでもしたのか？？？

　初めて見る泣き顔に若干動どう揺ようしてしまったが、落ち着け、私。考えてもみてよ、私が申し訳なく思う必要なんか小指の爪つめの先ほどもないよね？　そう、これは放ほうっておいていい案件だ。

　私が自分を落ち着かせようと努力しているというのに、敵は攻こう撃げきの手を緩ゆるめない。

「バカじゃないの？　何でこんなに傷だらけになってんだよ！」

　あっと言う間に間合いを詰めてきたかと思うと、私の腕をグイッと摑つかんであっちこっちにあるかすり傷だのささいな切り傷だのをあげつらった。

「ちょっと！　触さわらないでよ！」

「ここも！　ここにもある！」

「別にこれくらいの傷、かすり傷じゃない！」
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「僕が側そばにいれば傷ひとつつけてない！」

　怒り心頭、といった風ふ情ぜいで鼻息荒あらくそう言い切ったクルクル金髪巻き毛に、私はもう驚おどろいて寸の間声を失ってしまった。

「……守って貰った覚え、ないんですけど……」

「はあ!?」

　口からポロッと本音が転がり落ちた途と端たん、クルクル金髪巻き毛の顔が鬼おにの形相になった。

　ちょ、怖こわい。

　性格はどうあれ、顔だけは天使みたいなんだから、そんな表情はしたらイカンと思うよ？

　勿もち論ろん口には出せないので、心の中で助言しておく。私の心が通じたのか、クルクル金髪巻き毛は吊つり上がっていた眉まゆ毛げを急にションボリと下げた。

　な、なによ。なんでまた泣きそうなのよ。ちょっと情じよう緒ちよ不安定過ぎない？

「……これだから、無学な女は嫌いやなんだ……」

　水をかけられた猫ねこみたいに背中を丸めて、トボトボと部屋を出て行ってしまった。

　だからさ、なんなのよ！

　クルクル金髪巻き毛が出て行った後の応接室は、なんとなく沈ちん黙もくが重い。その沈黙を破るように、第二王子が小さくコホン、と咳せきをした。

「ロンドの名めい誉よのために言わせて貰うと、彼はちゃんと浄じよう化かの旅の間中、君をしっかりと守っていたぞ」

「はぁ……そうですか」

「ロンドは結界師なんだ」

「結界師？」

　そんなの、聞いたことないけど。

「命に関かかわる危機的な状じよう況きようは山ほどあったが、それでも君は旅の間、ほとんどケガをしていないだろう。それはロンドが君に、牙きばも魔ま法ほうも届かぬように結界を張っていたからだ」

「えっ……」

「あまり離はなれ過ぎると効果を発揮できない、だからロンドはいつだって君の側にいた筈はずだ」

　居た。

　確かにいつも側にいた。

　アンタもたまには戦いなさいよってメッチャ思ってた。

「一度結界を張ると解除するまで結界師はその場を動けない。ゆえに、一番危険なのは身を守ることもできない結界師だ。まあ、だから私が常に側で防ぼう御ぎよにあたっていたわけだが……不測の事態があれば、私はロンドを見捨てて君を守っただろう。なによりも優先されるのは聖女の命だからね。結界師とは、そういうものだ」

　なるほど。聖女が死んだらはい次、って異世界からまたすぐに召しよう喚かんするのは難しいものね。それは必然的にそうなるだろう。そんな役割をあのクルクル金髪巻き毛が担になっていたなんて、考えたこともなかった。まさか、ヤツに守られていたなんて。

　でもさ。

「そんなの、今初めて聞いたわよ……！」

「そうだ、キッカに説明していなかったのはこちらの落ち度だ。だが、ロンドとてそれだけの覚かく悟ごで君を守ってきたんだ。あれでは……さすがにロンドが不ふ憫びんだ、あそこまで落ち込む姿は私でもそうは見ない」

　そう言われて、私は逆に、急に腹が立ってきた。

「何よそれ、私が悪いって言いたいの？　謝れとでも？」

　冗じよう談だんじゃないわよ！　そんな説明、一度たりとも受けたことはない。結界師、なんて仕事があることすら今知ったというのに、責めるような顔をされる謂いわれなんかないわよ。

　勝手に召喚して、勝手に命をかけて守ってるんだから、もっと感謝しろって？

　ホント、最低。

「いや、そうは言っていないが」

「じゃあ何？　もうさぁ、いいから早く用件言ってよ。私だって我が慢まんの限界なんだけど！」

　苛いら立だちを隠かくさずに単刀直入に切り込んだら、第二王子はあからさまにウッ……と唸うなった。

「そのように怒いかり心頭な状態の君に話すのは、その、非常に気がひけるんだが」

「時間が経たつほど怒りが倍増しなんだけど」

　もはや敬語すら使う気になれないしね。王城から転移で逃げたあの日から、怒りが増すことはあっても減ることはない。はっきり言って、あんたたち権力者のどこまでも身勝手なやり方、本当にもううんざりなのよ。

「わかった、用件はひとつだ」

　大きく息を吸って、覚悟を決めたように、ダメダメ第二王子は切り出した。

「私たちの中の誰だれかと結けつ婚こんして欲しい」

「ふざけんな」

　スゴイ、頭がダメダメ第二王子のアホ発言を理解する前に、口が勝手に答えてたわ。

「私、はっきり言ったと思うけど。あんたたちと結婚する気ないって」

「すまないが君の気持ちがどうあれ、聖女である君が私たちの中の誰かと結婚し子をなすのは、古いにしえからの決定事じ項こうなのだ」

「…………」

　乙おと女めにあるまじき、白目を剝むくかと思ったわ。

　なにその古式ゆかしい、人を人とも思わぬ決定事項。ドッキリじゃないよね、いやまさか、本気でそれ言ってんの？　見なさいよ他ほかの三人、あちゃーって顔してるじゃない。誰がどう聞いたってその言い分、おかしいからね？

「君の中の浄化の力が子に引き継つがれ、この地が魔まに吞のまれることを緩かん和わする。聖女である君が、この地で子をなすことが重要なのだ」

「うわぁ……脱だつ力りよくするレベルで最低だな」

　多分、私。

　今、魚が死んだような目をしてると思うわ。はからずも心の声もストレートに出ちゃったし。酷ひどい酷いと思ってはいたが、この国、ここまで狂くるってんのか。

「君がそう思うのも無理はない。しかしこの世界にとって、これは絶対に必要なことなのだ」

「……聖女は旅が終わったら結婚して子供を産んで、この世界で幸せに暮らしましたって伝説の真相がそれ？　うわー、ないわー」

「大切にする。君の望みは極力叶かなえるし、もうこんな風に傷だらけになって働いたり戦ったりする必要もない」

　言葉が通じるのに、話って通じないもんだねえ。真しん剣けんな表情でなにやら言い募つのってくるダメダメ第二王子の話は、もはや半分も頭に入ってこなかった。

　なんかお腹なかの中が熱くてグネグネ渦うず巻まいてる気がするけど、これって怒りだろうか。こいつのズレまくった主張を聞いているとものすごく体に悪い気がする。血管が切れそうな気がしたから、私は努めて冷静に、言葉を発した。

「なるほどね、帰る手段の伝承がない筈よね、帰られたら困るんだもの。でも今の話で帰る手段はきっとあるってなんか自信持てたわ」

　にっこり笑えば、ダメダメ第二王子は寸の間ぽかんとした顔をして、すぐに「キッカ！」と必死な形相になった。

「今の話でいくと、私の子供がいればいいわけでしょう？　自分の相手くらい自分で見つけるわ。こんなところまでご苦労様、私に好いい人ができるのを遠い空の下で祈いのってて」

　っていうのは方便で、なんかもう恋れん愛あいする気にもなれないけど。旦だん那なや子供までこんなアホらしいことで苦労させるのなんか絶対に嫌だわ。

　とにかく何でもいいからもう放ほうっておいて欲しい。こいつらの考えること、ことごとく理解できないんだもの。

「……それは、だめだ。この五人の中でないと」

「へ？」

「ロンドが言っただろう。この五人はこの国で最も優すぐれた資質を持つものだ。聖女の聖なる力と優れた資質を併あわせ持つ子供が」

「トップブリーダーか」

　なにその発想。なんか、すごいな。徹てつ底ていしてるっていうかなんていうか。

「言ってて最低だなって思わないの？　周りで聞いてるあんたたちもさぁ、バカバカしいなって思ってるでしょうよ！」

　言ってるうちにヒートアップしてきた。だってさ、ダメダメ第二王子の言い分はそりゃもう腸はらわた煮にえくり返るけどさ。黙だまって聞いてる他の三人だって、自分の結婚、勝手に決められようとしてるんだよ？　なにノホホンと聞いてるのさ！

「なんで黙って聞いてんのよ！　そんなに王家が怖こわいのか！　それとも世界のためなら仕方ないとでも思ってんの!?　なんとか言いなさいよ！」

　キレた私に、グレオスさんが思いもかけない言葉を口にした。

「俺は……」

　嚙かみしめるようにゆっくりと。

「俺は、キッカが俺を選べばいいと思っている」

「え」

「キッカはずっと日本に帰りたがっていた。だから何も言わずに見守ってきたが、本当はずっと、キッカがこの世界に残ればいいと思っていた」

「なにそれ」

「キッカを妻にするチャンスが自分にもあるのなら。そう思ってこの旅に同行した」

　旅の間、そんな風ふ情ぜいなんて微み塵じんも見せなかった無骨な男が、つっかえつっかえ言う言葉は、演技なのか本心なのか経験値の低い私には見分けられない。

「すぐに決めてくれとは言わない、真剣に、考えてみてはくれないだろうか」

　私がどう返せばいいのかわからずに戸と惑まどっているところに、別の声が畳たたみかける。

「キッカ、ここに来てるやつらは皆みんなそうだ」

「アルバ」

「グレオスに先こされちまったが、俺やリーンだってお前と運命を共にする覚悟でここに来てるんだぜ？」

「い、いやいや、あんたたちホント、もうちょっと自分の人生ちゃんと考えた方がいいよ？　言われるとおりに結婚したって絶対後こう悔かいするって」

　アルバがいつもみたいに軽い調子で割って入ってくれて、私はやっと声が出た。いやあ、びっくりすると喉のどって詰つまるんだね。

「そこまでだ」

　肩かたにポンと感かん触しよくがあって、思わず振ふり返るとダメダメ第二王子がいつもの腹黒スマイルで微笑ほほえみかけてくる。

「君の転移魔法の祝福はリーンにずっと封ふうじて貰もらう。王都まで帰るのにまた数か月はかかるだろう。道中たっぷり考えて、誰にするか結論を出してくれ」

　その言葉に、私もやっと自分を取り戻もどした。

　悪いわね、ダメダメ第二王子。答えはもう出てるの。私は王都には帰らない、絶対に日本に帰るんだって。
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　そしてその夜、私は領主様の館やかたの二階にある一室に閉じ込められていた。

　お風ふ呂ろもトイレも完備の部屋にぽいっと押し込められて、窓の外にはグレオスさん、扉とびらの前にはアルバが構えているという軟なん禁きん状態。今夜はここで一いつ泊ぱくして、明日の朝王都に向けて旅立つんだってさ。ホント領主様にはいい迷めい惑わくだ。本当に申し訳ない。

「リーンの封ふう呪じゆで転移はできない筈はずだし、キッカが部屋から一歩でも出たら僕わかるから。諦あきらめてゆっくり寝ねるんだね」

　クルクル金きん髪ぱつ巻き毛に拗すねた目で見られたけど、もちろん黙って朝を待つ気なんてない。

　確かに転移は何度試みても不発だけど、この部屋から隙すきをついて逃げることなら、できなくはない筈だ。私は、じっとチャンスを狙ねらっていた。下手に動けば警けい戒かいを強められる。ここぞという一いつ瞬しゆん以外に相手に不ふ審しんを抱いだかせないようにしないと。

　外からは見えない角度で窓に近づき、カーテンの陰かげを利用しながら窓の下を見下ろす。月明かりの中でグレオスさんが一心に私がいる部屋を見上げているのがはっきりと見えた。

　逃げるなら窓からだろうけど、グレオスさんの目を盗ぬすんで、ってのは骨が折れそう。もう見つかるの前提で、それでも逃げ切る方法を考えた方がいいだろう。足の速さや体力はこっちが下でも、この三か月あまりで町の地理には自信がある。逃げ切れる可能性はなくはない。

　窓の外で一心にこっちを見上げている無骨な姿を見ながら、私は昼にグレオスさんから言われた言葉を思い出していた。

　妻にしたいって、そう言ってた。無骨で、そんなこととても言いそうにない人が。本心だろうか。アルバも、真剣な目、してたな……。

　そんなことをぼんやりと思い出していた私の耳に、控ひかえめに扉を叩たたく音が聞こえた。こんな軟禁状態の私の部屋を訪ねてくる人が思い当たらなくて、私は少し体を硬かたくする。だって扉の外には、アルバだっている筈なのに。

「すみません、時間がないから入りますね、キッカさん」

　囁ささやくような声とともに扉から滑すべり込んできたのは、魔ま術じゆつ師しのリーンだった。

「何の用よ」

　優ゆう秀しゆうなあなたの封呪のせいで、私逃げられずにいるんですけど。……という気持ちをしっかり込めて、私は恨うらめしげに下から睨にらみあげた。

　旅の間も、クルクル金髪巻き毛の暴言に一いつ緒しよに怒おこり、時には私よりも先に涙なみだしてくれた彼は、もうすぐ二十歳はたちという年ねん齢れいの割にまだ少年のような外見も相あい俟まって、私にとっては可愛かわいい弟分。癒いやしの存在だったんだ。

　心折れそうになるといつだって励はげましてくれた。「絶対に日本に帰るんだ」って呪文みたいに唱える私を常に応おう援えんしてくれていた。それだけに、彼に縛しばられているのが無む性しように悲しい。

　でも、本当はわかってるんだ。彼にだって立場があるってことくらい。でも、睨むくらいは許されるだろう。そんな私に、リーンはなぜか困ったように微笑んだ。

「そんなに警戒しないで。大だい丈じよう夫ぶ、僕、キッカさんを逃がしに来たんです」

「えっ」

　思いもかけぬ申し出に、私は目を大きく見開いた。そう言い切ったリーンの顔は真しん剣けんそのもので、とても冗じよう談だんを言っているようには見えない。

「キッカさん、よく聞いて。この石が青く瞬またたいたら、それが封呪が解かれた合図です。アルバを連れて転移で遠くに逃げてください」

「え……ちょっと待って、どういうこと」

「ゆっくり説明してる時間がないんです、今は逃げることだけ考えて。あとでアルバがちゃんと説明してくれますから」

「でも、それじゃリーンはどうするの？」

「僕はまだ調べることがあるから。キッカさんを日本に帰す手段を探さなくちゃ」

　寂さびしそうに笑って、リーンは私の手の中に無理やり小さな石がついたペンダントを握にぎりこませると、ローブを翻ひるがえして扉から出て行こうとする。

「石が光ったら、すぐに転移ですよ。絶対に躊ちゆう躇ちよしないで」

「待って！　そんなことしたらリーンの立場が悪くなるんじゃないの？」

「封呪が破られた、聖女の力は偉い大だいだとでも言っておきます」

　そう言って笑ったリーンは、また急に真剣な顔をした。

「キッカさん、今はとにかく逃げて。絶対に僕が、キッカさんを日本に帰すから」

「ちょ……」

「ばか、部屋から出るな。バレたら厄やつ介かいだ」

　あっという間に部屋を出て行ったリーンに思わず伸のばそうとした手を、入れ替かわりで部屋に入って来たアルバが摑つかみ取った。

「どうやってんだか知らねえが、王子とボンボンはお前の居場所がわかるらしい。部屋から出たら、すっ飛んでくるぞ」

　ひえっ……なんだそれ。

「リーンが部屋に戻ったらすぐに連れん絡らくがある。それまで待機だ」

「ちょっと待って、なんか状じよう況きようが全然摑めないんだけど」

「騒さわぐなって、グレオスやボンボンたちに気付かれたくない」

　私は慌あわてて口をおさえた。何が何だかよくわからないけど、クルクル金髪巻き毛たちを呼び寄せたくはないもんね。とりあえず声量は抑おさえるべきだわ、うん。

「よし、落ち着いたな」

「うん、でも頼たのむからちょっと詳くわしく説明してよ」

「石が光った！　説明はあとだ、どこでもいい、ここからできるだけ遠くに転移しろ！」

　確かに石が青く光ってる。でも。

「リーンは」

「あいつには一緒に来れねえ事情がある！　早く！」

「ま、待って、ここの領主様の子供、病気なの。私、治せるんじゃないかって」

「今にも死にそうか」

「そこまでじゃないみたいだけど、でも」

「なら後にしろ。逆に迷惑がかかる。いったん逃げちまえばどうにかなる、いいから跳とべ！」

　逆に迷惑がかかると言われてしまえば、確かにそうかも知れない。早く早くと急せかされて、もうなんだかよくわからないけど、とにかく転移しようと試みた。正直、ダメダメ第二王子＆クルクル金髪巻き毛ＶＳリーン＆アルバだったら、千倍くらい後者を信しん頼らいしてるから、私の中では比べる余地もないほど当たり前の選せん択たくだ。

　一瞬考えただけで、私は割とあっさりと、ここから遠い遠い砂さ漠ばくの街『ユレイ』を思い描えがいて転移した。

「あ……本当に転移できた」

　リーンが言ったとおり、本当に封呪を解いてくれたみたい。あまりにも難なく転移できてしまって、私はちょっと拍ひよう子し抜ぬけした。

　逆にアルバは緊きん張ちよう感かんをみなぎらせたまま。私のすぐ側そばで油断なく辺りを見回して、本当に違ちがう町に立っている事が確かく認にんできると、初めてフウッと大きく息を吐はく。

「なんとか逃げおおせたみてぇだな」

「うん……あの、ありがとう」

　なんとなく照れくさいけれど、本当に嬉うれしくて、素す直なおに「ありがとう」の言葉がこぼれた。ついさっきまで、本当に四し面めん楚そ歌かだと思っていたから。

「ハ、なんか笑った顔、久しぶりに見たな。リーンにも見せてやりたかったぜ。ついでにグレオスにもな」

　眉まゆ毛げを困った形に下げたまま笑うアルバを見て、なんだか私もいたたまれない気持ちになった。それでも、これだけは聞いておかないと気が休まらない。

「ねえ、ひとつ聞くけど。私の居場所はわかっても、あいつら転移みたいな何かで追いかけて来ることはできないんだよね？」

「ああ、馬をとっかえながら、かっとばして来るだけだ。あとは風魔法でちょいとスピードアップくらいだな」

「そっか。じゃあ、随ずい分ぶん遠くに跳んだから、追いかけてきたって数か月はかかるでしょ」

　私はとりあえずホッとした。それならまだ常識の範はん囲い内だし、全然余よ裕ゆうがある。

　そして、落ち着いた瞬しゆん間かん、はたと気が付いた。なんか急展開すぎて思わずアルバも連れてきちゃったけど、これ、マズイんじゃない？

「ヤバい。うっかりしてた」

「どうした」

「ごめん、連れてくるつもりじゃなかったの。これじゃアルバがお尋たずね者になっちゃう」

　そうだよ、何してんだ私。結けつ婚こんだのの茶番にも、私の逃とう亡ぼうにも、誰だれかを巻き込む気なんかさらさら無かったのに。

「そんなことだろうと思ったよ。俺は親兄弟、魔物に殺されたっつったろ。完全なる天てん涯がい孤こ独どくだから、俺がお尋ね者になったところで誰に迷めい惑わくかけるわけでもねえ、安心していい」

「違う、アルバ本人の事よ。だって、この国にいる限りお尋ね者じゃない」

　真剣に言っているのに、アルバは笑って取り合ってくれなかった。

「そんなことよりお前さ、いったいどこに跳んだんだよ……空気がジャリジャリする」

　真夜中で月明かりも薄うすいだけに、町並みが判別できなかったらしいアルバは、不快そうに口元を覆おおった。砂漠の只ただ中なかにある、オアシスを起源としたこの町は、いつだって乾かん燥そうしていて空気に砂のにおいを感じるんだ。

「ユレイの町よ。浄じよう化かの旅の終しゆう盤ばんで砂漠の町にいったでしょ？」

「どうりで。しかしまた遠くまで跳んだな」

「ちょうどこの町に用があったし。それより、とにかく色々話が聞きたいの。まずは宿をとりましょう？」

「そうだな、お互たがい話さなきゃなんねえことが山ほどある」

　意見が一いつ致ちした私たちは、すぐさまその夜の宿の確保に取り掛かかった。

　深夜も深夜、日付が変わってたんじゃないかってくらいの時間に宿を探したせいで、やっと落ち着ける宿の部屋についた頃ころには二人ともかなりぐったりしてしまっていた。




　なんせ砂漠で空気はカラッカラに乾燥してるし、深夜を過ぎて通りを照らす灯あかりすらほとんどない。こういうとこがやっぱり日本とは如によ実じつに違うよね。どうしたって闇やみが濃こい。追手を撒まいて逃にげてきた身でその中を歩くのは、精神的にとても疲つかれることだった。

　部屋につくなり、二人して置かれた水差しがカラになる勢いで水を飲む。部屋に備え付けの洗面所で砂っぽくなった顔や腕うでを洗っていたら、その僅わずかな合間にアルバはぐったりとベッドで長くなっていた。

「げ、寝ねちゃった？」

　小さく呟つぶやくと、腕で目を押さえたまま、アルバが小さく呻うめく。

「……いや、大だい丈じよう夫ぶだ。すまん、ずっと強行軍でルディまで連日馬を飛ばして来たからな。安心した瞬間、ちょっと寝落ちた」

「なんとなく察するわ」

　その間の寝ずの番も、リーンとグレオスさんと、このアルバの三人で八割がた回したに違いない。なんせダメダメ第二王子とクルクル金きん髪ぱつ巻き毛は押しも押されもせぬおぼっちゃまなのだから。それにしてもアルバったら、一瞬寝落ちても瞬時に覚かく醒せいできるのは、さすがに冒ぼう険けん者ならではといったところだろうか。

「悪かったな、その……急かして無理やり転移させちまって」

「あそこで気付かれてルッカス様たちに止められたらアウトだったから、むしろ助かったよ。ありがとう……ただ、心残りはいくつかあったかな」

「領主の子供か」

「うん、それもある。治せるかわからないけど、可能性はあると思うの」

「そうか……」

　そう呟いて、少しだけアルバは考え込んだ。

「王子たちも俺たちを追ってまたすぐに旅にでる筈はずだ。二週間も経たちゃあそう簡単にはあの町に戻もどれないだろうから、ほとぼりが冷めてから行った方がいい」

「随分と用心深いのね」

「お前の思い入れが深い人物だと認識されると厄やつ介かいだ。そこまでするとは考えたくないが、人ひと質じちにとられたりすると手が出せなくなるだろう、お前」

「人質!?」

　あまりの語感の凶きよう暴ぼうさに、ちょっとうろたえる。

「ちょっと待って。なんでそんな、人質とってまで？　聖女の子孫ってそこまで重要なの？」

「少なくとも王とその側近はそこまで重要だと思ってるな、間違いなく。お前が転移で王城から逃げた時の剣けん幕まくなんか、魔ま王おう降臨したのかと思ったぞ。じゃなきゃ王子や宰さい相しよう子息やらが、自らわざわざお前を追いかけては来ないだろ」

「うわー……」

　つくづく王たちの思おも惑わくに従った結婚なんて、絶対にしたくない。聖女の人権はどこに捨てられちゃってるんだろう、この国ときたら。

「だとしたら、リーンが心配だな。やっぱり一いつ緒しよに連れてくればよかった」

「おい。お前さっき俺のこと、連れてくる気なかった的なこと、言ってなかったか？　リーンはいいのかよ」

「アルバもグレオスさんも、本当はリーンも、巻き込む気なんかなかったよ。でもリーンは封ふう呪じゆを破られたってことになるなら、立場が悪くなっちゃうじゃん」

　酷ひどく責められるんじゃないかと心配する私に、アルバは苦い顔でこう嘯うそぶいた。

「ののしられようと懲ちよう罰ばつをうけようと、今はこうするしかない。あいつこそ、人質をとられてるようなもんだから」

「……どういう、こと？」

　初めて聞く話に、私は動どう揺ようを隠かくせない。聞き返さずにはいられなかった。

　聞き返された途と端たんに、アルバの顔が微び妙みようにゆがむ。

「何よ」

「いや、うわ。聞かなかったことにできねえか？」

「できるわけないでしょうが」

「あー、しまった。眠ねむたすぎて判断力が鈍にぶった。余計なこと言った、すまん」

　珍めずらしく本当に弱った表情で、しきりにしまった、しまったと呟くけれど、ことがことだけに「言いたくないならいいよ」とも言えない。状じよう況きようを正しく知っていた方が、今後何かが起こった時に判断だってしやすいし。

「悪いけど、素直に吐いて」

　真剣にそう言えば、アルバはついに観念したらしい。それでも言いにくいらしく、あー、うー、と呻きながら言葉を紡つむぐ。

「リーンの師し匠しよう、な」

「ああ、私をこの世界に召しよう喚かんしたっていう？」

「そう、その師匠。昏こん睡すい状態で王城の一室で神官達の治ち療りようを受けてるんだとさ」

「ええっ!?」

　確かに、それは逃げられないわ。だってリーン、お師様大好きじゃない。超ちよう尊敬してるのがビリビリ伝わってくるもの。

「昏睡状態って、何があったの？　なんで神官が治療してるの？　リーンは？」

　リーンの専門は攻こう撃げき魔法だけど、そのお師様の次に豊富だという魔力と天性の勘かんの良さで回復系の魔法も一通り習得済みだと聞いていた。

　それこそ、神しん殿でんに仕え、神の奇き跡せきとして回復魔法を用いるという神官よりも、リーンの魔法の方がよほど高い効果を発揮するのだから、その彼が治せない病だなんて寿じゆ命みようか呪のろいか……そう、そんな特とく殊しゆな例だけの筈だ。

「リーンにも神官にも治せない。生命力が極限まで枯こ渇かつしたことによる昏睡状態なんだと」

「生命力が、枯渇……？　え、ちょっと待って。お師様、いつから昏睡状態なの？」

　生命力が枯渇する、なんてこの世界に来てからも聞いたことがない表現だ。嫌いやな予感がして、私は思わずつめよった。すると、アルバの顔がますます途と方ほうに暮れる。

「あーもう、なんでお前そんなに察しがいいわけ？」

「やっぱり」

「そうだよ。お前を召喚した時からずっと、もう二年以上も目を覚まさない」

　そこで私は、いくつかのことがすとんと腑ふに落ちた気がした。

　前にリーンに聞いてみたことがある。神官がいるのに、どうして魔術師であるリーンのお師様が私を召喚したの？　って。だって『聖女召喚』って聞いたらなんとなく、神様に祈いのるものっぽい気がするじゃない。

　そう言ってみたら、リーンも鼻息荒あらく「そうです、本来は神官がやるべき神事です」と頷うなずいた。それでもリーンのお師様にお鉢はちが回ってきたのは、魔力量の問題が大きい。

　異世界から聖女を召喚する。

　莫ばく大だいな魔力を要するこの儀ぎ式しきを実行できる程ほどの魔力量を持つ人材が、神官の中にはいなかったのだ。神官の中でもトップクラスの人を三人集めてもリーンのお師様には及およばなかったらしいから、これはある意味あきらめもつく。

　遠い過去には膨ぼう大だいな魔力量を誇ほこる人材が豊富にいたけれど、今や年々力は弱まって、まったく魔力を持たずに生まれてくる子供も増えている程に、この国の魔力の質は下がっていた。

　そう、多分きっと。

　この国で最も高い魔力量を誇るリーンのお師様の力をもってしても、聖女を召喚するには足りなかったんだ。だから、足りない分を『生命力』で補完した。聖女を召喚するってことは、それくらいリスクが高いことなんだろう。

　だって、リーンが前に言ってたの。

「お師様が聖女召喚の任についたのは魔力量の問題から言えば必然でした。でも……そうでなくとも僕か、お師様に白羽の矢が立っただろうとは思います。なんせ貧民の出ですから」

　珍しく暗い目をして。あの時は意味が良くわからなかったけれど、今ならわかる。

　昔ほど潤じゆん沢たくな魔力量を持たなくなった今、聖女召喚は術者にも相当な負担がかかる。特権階級の人間や神官といった一定の権力を有した者たちは、よしんば能力があったとしても、もはや自ら危険を冒おかす事はない。

　きっとリーンはそう言いたかったんだ。

　役目を押し付けられる誰だれかを探して、自分たちは高みの見物。まったくいいご身分だこと。

　今思えば、リーンは最初から私に同情的だった。クルクル金髪巻き毛の暴言に怒おこり、ダメダメ第二王子の時に冷れい徹てつな判断に憤いきどおっていた。あれはきっと、お師様が無茶むちやな召喚をさせられて、結果昏睡状態のまま王城に臥ふしているからこその、割り切れない思いがあったんだろう。

「そんな顔すんなって。リーンは大丈夫だ、お前を日本に帰す方法も、お師匠さんを助ける方法も絶対に探し出すって息巻いてたから」

「……そうね、期待してる」

　本当に、少なくともお師様を助ける方法が見つかるといい。それにリーンがその方法を探すために、心折れずに頑がん張ばれることだってとても大切だ。でも、正直私を日本に帰す方法についてはあまり期待できないと感じていた。たとえ方法を探し出せたとしても、それは実行するのが難しいんじゃないだろうか。

　聖女を召喚する。

　それだけでも、この国で一番の魔力量を誇る魔術師が命を落としかけている。そんなリスクのある方法しか伝承されていないわけだ。あの日、あの時、あの場所に私を戻すなんて、召喚するよりも絶対に難しいだろうこと……絶対に死人が出るでしょ、それ。

「お前なあ、期待してるって顔じゃねえぜ」

「正直言うと、日本に戻してくれる方法については期待できない」

　はっきりと口にしたら、アルバは逆に言葉に詰つまってしまった。右手で顔を覆おおって天を仰あおいでから、「頼たのむから、もうちょっとリーンを信じてやってくれ」と苦い顔。

「あいつ、本当に責任を感じてるんだ。お師様が召喚したんだから、自分が責任をもって送り返すんだ、ってさ。自分が方法を見つけるまで、傍そばでお前を守ってくれって懇願された」

「リーンが？」

「ああ、まあそれがなくても、俺はもともとお前を逃にがすつもりだったけどな。どうせ日本に帰る方法探してるんだろ？　お前、無茶しそうだし」

「よく分かっていらっしゃる」

　褒ほめたのに、アルバは腕うで組ぐみして私を胡う乱ろん気げに見ている。

「別にリーンを信じてないわけじゃないの。ただ、術者の命を粗そ末まつにしそうな方法しか残されてなさそうだなって思っただけ」

「それは……」

「だから私は私で、ほかに帰る方法がないか探そうと思ってるの。アルバが協力してくれるなら好都合だわ」

　私は、にっこりと微笑ほほえんだ。

「実はひとつ、当てがないこともないの」

　この三か月あまり、私はこつこつと情報を集めてきた。ついさっきまでいた港町ルディで私が探していたのは、賢けん者じやの情報と、その昔この大陸を『魔国』として統すべていた『魔王』に関する情報。それも最初に力を入れて調べていたのは、主に賢者に関する情報だった。

　なんせ『魔王』は敗者だ。私が日本で読んできた神話や史実を見る限り、古いにしえから勝者は敗者のすべてを基本的に壊こわすものだ。文明や宗教、言葉や習慣、技術や生せい活かつ基き盤ばん、勝者はすべてを奪うばってしまう。

　この国では『魔王』は倒たおされ、『魔族』は勇者や賢者の手によって長い長い年月をかけて駆く逐ちくされた、と伝承されている。そんな扱あつかいの人たちが持っていた技術や文ぶん献けんが、無事な気がしない。

　事実、魔王城跡あとかも知れない遺い跡せきはボロボロに崩くずれ去っていて、破は壊かいされ蹂じゆう躙りんされたもの悲しさが漂ただよっていたわけだし。

　一方、賢者ならまだ望みがある。

　少なくとも賢者は人間だったみたいだし、知識を明文化する可能性は高いと思う。特に賢者と呼ばれる程の人物ならば、自分の知識の集大成を後世に残したいんじゃないだろうか。それになんてったって彼は勝者だ。それも今なおこの地を興おこし守った偉い人じんとして伝承されているわけだから、大事にされることはあれど、文献が遺い棄きされたり焚ふん書しよされることはないだろう。

　何百年にもわたり老いることすらなかったという賢者。彼ならば、その膨大な知識の中に『送そう還かん』という術があったかも知れない。

　もしかしたら私のように、異世界から召喚され、なにかしらの特殊能力を持つ人物だったかも知れない。そうでなくとも、別の大陸から来たんだとしたら、その大陸にいけば『送還』のヒントが得られるかも知れない。私は、それを期待していた。

　ところが、有用な情報はこれっぽっちも得られない。様々な地方を回る冒ぼう険けん者や町のお爺じいちゃん、お婆ばあちゃんから話を聞きまくったけれど、聞けるのはなんともありきたりな英えい雄ゆう譚たんで。

　賢者がいかにしてこの大陸を浄じよう化かしたのか、何の見返りも求めず人々を助け守ったのか。その高潔さだけが美しく語られ、最後には判で押したように、人々の繁はん栄えいを見届けてふらりといなくなる。総じて賢者への賞賛のみで話が完結していた。

　彼が残した文献や、当時の住まい、子孫などの個人としての生きざまなんか、これっぽっちも触ふれられない。彼の容姿や使える魔法、なぜルディに来たのかさえ伝承されてはいなかった。大切な情報は秘ひ匿とくされ、あたりさわりのない情報だけが耳に入ってくる、その違い和わ感かん。

　まるで、賢者の痕こん跡せきを隠かくすように。

　それが賢者本人の思おも惑わくによるものなのか、それとも後にこの大陸を統べた者たちの仕し業わざなのかは、私には判断がつかない。けれど、賢者の痕跡を追うのが難しいことだけは理解した。

　仕方なく、私は『魔王』と『三魔将』の伝承を追うことにした。

　だってさ、話を聞いていく中で『魔王』と、それを守る『三魔将』については、ポロリポロリと新情報が出てくるんだもの。

『三魔将』は各自の城を持ち、魔王城を守る布ふ陣じんを敷しいていたって言うし、なにより面おも白しろいことに、彼らの城があったとされる場所は、ことごとく私たちが浄化の旅でキーポイントとして大おお掛がかりな浄化を行った場所の周辺だったりするのだ。

　さっきまでいた港町のルディもそういう伝承が残る場所のひとつで、その程近くにある小さな島に浄化のキーポイントがあった。町の傍にはずっとなだらかな草原が続いているのに、削けずり取られるように切り立った崖がけがあって、その下は即そく海という不思議な地形。

　その崖から見える先にある、小さな島は、海からでている部分なんかほんの僅わずか。アパートの一室分くらいしかないその小さな島が浄化のキーポイントだなんて不思議だと当時は思ったけれど、領主様の館やかたの書庫の書物によると、そこは三魔将のひとり龍りゆう王おうアレヒアルの治める城だったらしい。

　勇者との壮そう絶ぜつな戦いで大地が削り取られ、彼の治める城ごと海中に沈しずんでしまったのだと、書物には綴つづられていた。城が海中に沈んでいるとなると、いきなりアタックするのは難しい。ルディの探たん索さくは後回しにして、私は他の三つの城の情報を調べた。

　正直、最後の浄化の地、魔王城跡地だと思われる場所は周辺に生息する魔物も強くて、今の私の実力じゃひとりで探索するのは無む謀ぼうだ。三魔将の城跡で探索しながら腕をあげていこう、私はそう考えていた。

　その最初の場所として私が選んだのが、この砂さ漠ばくの町『ユレイ』。正確には、そこからさらに南西の荒あれ果てた荒こう野やが浄化ポイントだ。

「そんで？」

　うながすようなアルバの声にハッとする。つい考え込んでしまっていたみたい。

「なんか当てがあるんだろ？　俺は何をすればいい」

　その聞き方に、あれ？　と違和感を覚えた。

「何するつもりだとか何処どこに行くのかとか、聞かないのね」

「あー、必要があれば言えばいい。つーか、大事なことは頭の中にしまっとけよ。もし俺が捕つかまって尋じん問もんでもされたら厄やつ介かいだろ」

　物ぶつ騒そうな言い方にドキリとする。さっきからアルバの警けい戒かいっぷりは私の想像をはるかにこえている。私は自分の認にん識しきの甘さを思い知らされるような思いだった。私は王家を、甘く見過ぎていたのかも知れない。

「そうだお前、金持ってるか？」

　いきなり、アルバが軽い調子で聞いて来る。少し緊きん張ちようしていた私は、一気に脱だつ力りよくした。

「まあ、冒険者として結構稼かせいだから、それなりに」

「押しかけだからあれだけどよ、こういうのは立場をはっきりさせといた方がいい。ってことで、俺を雇やとわないか？　護衛任務だ、安くしとくぜ」

　思わず目を丸くしたけれど、確かに考えれば私はもう聖女の任務は終わったわけで、アルバは国から雇われてるわけじゃない。むしろ逃とう亡ぼう中なわけだから、リスクしかない。

　断ることもできるけど、正直これから行く三魔将の城と魔王城跡地は私一人で探索するには荷が重い。アルバがいれば無理がきく。そう考えていたら、アルバが再び口を開いた。

「俺は冒険者だから依い頼らいがあれば基本、命張って完かん遂すいするのが信条だ。でも、依頼人を選ぶ権利は俺にだってあるからな。使い捨ての駒こまとしか思ってねえ王家の依頼より、俺は一いつ緒しよに命張ったお前を助けたいわけ」

「アルバ……」

「あんなに頑張ったんだ、これ以上あいつらの好きにされるいわれもねえだろ。お前は日本に帰る。そのために俺を雇え」

　アルバに重ねて言われる頃ころには、私の気持ちはもう固まっていた。

「お願いするわ。これ、手付金」

「まいど。確かに請うけ負った」

　リスクの高さの割にはあまりにも少ない手付金だけど、アルバは嬉うれしそうに笑って受け取ってくれた。次いで、差し出された手をしっかりと握にぎって固い握あく手しゆを交かわす。

　なぜかその瞬しゆん間かん、アルバの目が優やさし気に細められた。

「なに？」

「いや、雇ってくれて安心したよ。雇ったって思えば、お前も変な遠えん慮りよしなくて済むだろ」

　そう言って笑うアルバに、急に恥はずかしい気持ちが湧わいて来る。さすがに二年も一緒に旅していれば、私が気き兼がねするだろうことも完全にバレていたらしい。

「これで俺も堂々とお前の傍そばにいられるしな。安心してくれよ、まあ色々あるだろうが、絶対にお前を守るから」

　そんなアルバの言葉に、これまで我が慢まんしてきた涙なみだが急に込み上げてきて、鼻の奥がツーンとする。涙をこらえるのに必死な私を、アルバはただ笑って見守ってくれていた。
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　また、キッカに悪態をついてしまった……。




　僕は自己嫌けん悪おにかられながら、そっとため息をつく。ベッドの中に入ってもなかなか睡すい魔まは訪おとずれなくて、ただゴロゴロと無む駄だに寝ね返がえりをうっていた。

　王都からずっと馬を替かえながら走り続けてきたんだから、体は当然疲ひ弊へいしている。眠ねむれない筈はずはないのに、キッカの怒おこった顔とあきれ果てたような顔が交こう互ごに瞼まぶたに浮うかんで眠れない。

　あんなに傷だらけになって……勝手に僕の傍を離はなれるからだ。僕が傍にいさえすれば、あんな傷、絶対に負わせないのに。悔くやしくて、もどかしくて、また寝返りをうつ。その途と端たんに、キッカの言葉が脳のう裏りによみがえった。

「守って貰もらった覚え、ないんですけど」

　思わず自じ嘲ちようの笑いがこぼれる。守って貰った覚えがない、だってさ。

　二年もずっと、いつだって一番キッカの近くで、命を張って結界を維い持じしてきたっていうのに、随ずい分ぶんだと思わない？

　ムカつくんだよ、あの女。アルバやリーンには楽しそうに話しかける癖くせにさ。グレオスの指示なら、随分と厳しい訓練にだって文句ひとつ言わない癖にさ。どうして僕にだけいつも半目で、興味なさそうな態度ばっかりとるんだよ……！

　忌いま々いましいと思っているのに、僕の目はなぜかキッカの居場所を指し示す魔具を見つめてしまう。そして、思わず息を吞のんだ。

　魔具が。

　魔具の光が明めい滅めつしている。

　これは、キッカが居場所を瞬時に変えた……転移魔法を使った時だけに現れる、特とく殊しゆな反応じゃないか！

「何で……！　キッカの転移は封ふうじたんじゃなかったのか!?」

　僕は走った。ルッカス様を問答無用で叩たたき起こし、連れ立ってキッカの部屋へと急ぐ。

「アルバがいない……！」

　扉とびらの前で監かん視しをしていた筈のアルバの姿がない。扉を開ければ、中はもぬけの殻からだった。

「逃にげられた！　アルバも一緒なら、まだそう遠くへは行っていない筈だ。一刻も早く、探し出さなければ」

　焦あせった様子のルッカス様の横で、僕は深くため息をついた。

「無駄だよ」

　だって、さっきまでは転移中で居場所が特定できずに明滅していた光が、ある場所を明確に指している。

「キッカはユレイの町にいる。どうあがいたって、すぐには追い付けない」

「ユレイ……あの、砂漠の町か？」

「そう、転移したんだ」

「転移は封じた筈だろう」

　そう口にしつつ、ハッとした様子でルッカス様が窓に駆かけ寄る。それは多分、一いち抹まつの不安がよぎったからだろう。グレオスも、アルバも、リーンも、キッカに同情的だった。彼らが結けつ託たくしてキッカを守護し、逃がしたのであれば納なつ得とくがいく。

「グレオスは、居る」

　窓の下を見下ろして、ルッカス様はあきらかにホッとした息をついた。

　アルバは多分キッカと一緒だ。そしてグレオスはキッカの逃亡とは無関係なんだろう、こちらを怪け訝げんな顔で見上げてるみたいだし。……残る一人は。

　ルッカス様と二人、頷うなずきあって向かった先は当然リーンの部屋だった。

　キッカが転移で逃げた以上、リーンが封ふう呪じゆを解いたとしか思えないじゃないか。でも、返事も待たずに部屋に飛び込んだ僕たちの目に映ったのは、床ゆかに倒たおれ臥ふすリーンの姿だった。

「リーン!?」

　ルッカス様が駆け寄り、乱暴に頰ほおを叩く。痛そうな音が数回響ひびいて、ようやくリーンからくぐもったうめき声が聞こえてきた。

「う……」

「気が付いたか！」

「痛……あ、れ？　ルッカス様……？」

　さすがにあれだけ叩かれれば痛いよね。無意識に頰を押さえたリーンが、目をパチパチと瞬しばたたいている。でもさぁ、寝ね呆ぼけている暇ひまなんかないんだよ。ルッカス様も同じ思いだったのか、焦じれたみたいに口を開いた。

「キッカが逃げた。リーン、お前は何か知っているのではないか？」

「え、あ……」

　ルッカス様の問いに、リーンがサッと青ざめる。そして、あからさまに慌あわて始めた。

「す、すみません！　僕、封呪を破られてしまったみたいで」

　すみません、すみません、とひたすら頭を下げるリーン。どうやら封呪を破られた衝しよう撃げきで気絶していたらしい。

　必死な様子に見えるけど、どこまで本当なんだか……僕はルッカス様と顔を見合わせたけれど、それでもリーンを信じるしかない。リーンの封呪がないと、一瞬だってキッカの転移を封じる事なんてできないんだから。まったく、聖女の奇き跡せきなんて、やっかいなものだよ。

「キッカが転移で逃げた。今は砂さ漠ばくの町、ユレイにいるらしい。どうやらアルバも一緒に逃げたようだ」

「すみません」

　殊しゆ勝しような顔をしているけれど、意外と驚おどろいてないようにも見えるけどね。

　ルッカス様も疑念はあるみたいだけれど、それ以上追つい及きゆうはしなかった。そりゃそうだろう、だって彼の師し匠しようが王城で臥せっている限り、どうせリーンは本当の意味で僕らを裏切ることなんてできないんだから。

「ルッカス様、それよりも今はキッカを追いかけないと」

「そうだな、彼女を手中に収めることの方が重要だ」

　リーンとグレオスにも声をかけ、今のうちに体を休めるように言い渡わたし、僕はルッカス様と部屋に戻もどる。それはもちろん、今後の対策を練るためだった。

　アルバがキッカと逃げた以上、リーンやグレオスだって考えをすべて話せるほど信用するわけにはいかない。僕が簡易的に淹いれた紅茶を飲みながら、ルッカス様と二人、頭を悩なやませる。

「さて、どうしたものか。これからすぐにユレイに向かったところで、こちらが到とう着ちやくする前に逃げられる可能性が高いだろうな」

「うん、キッカたちだって警けい戒かいしてるだろうしね。でも、ユレイにどれくらい滞たい在ざいするかもわからないじゃない？　この町には三か月以上いたんだし」

「ああ、だがそれは追手がないと思っていたからかも知れない。キッカがアルバと共にいるのならば、私たちが彼女の居場所を見つけられることくらいは理解しただろう」

　それは、そうだろうね。どうやって見つけているのかはわからなくても。

「……キッカは、書庫に居たな」

　ルッカス様の小さな呟つぶやきに、僕は思わず顔をあげた。

「私たちがこの屋や敷しきに踏ふみ込んだ時、確か彼女は書庫に居ただろう」

　確かに。……キッカは何を調べていた？

　この町では聖女であることを隠かくし、普ふ通つうの冒ぼう険けん者として活動していた筈だ。そんな彼女が領主の屋敷にまで入り込み調べていたものって、いったいなんだろう。

　この港町ルディの領主の屋敷で調べられること。そして、次にキッカが向かったのは、砂漠の町ユレイ。考えれば、おのずと答えは見えてくる。

「三魔将……！」

　僕も、ルッカス様も、ほとんど同時にその言葉を口にしていた。

　千年の昔。このカールロッカ大陸がまだ魔王の覇は権けん下にあった頃ころ、この港町ルディの近海は龍りゆう王おうアレヒアルが、ユレイを取り巻く砂漠地帯は獣じゆう王おうハクエンが、そして広大な樹海は不死王グレンが治めていたという。魔王を武で支えた、信しん頼らい篤あつい三魔将たちだ。何をするつもりか知らないけど、多分キッカは、この三魔将の城があったとされる場所を巡めぐっているに違ちがいない。

「キッカは転移の奇跡をもっている。足そく跡せきを必死で追ってもたどり着く前に逃げられてしまう可能性が高い」

「そうだよね、目的地がわかってるなら待ち伏ぶせする方が確実だもんね」

「ああ、目指すべきはあの広大な樹海、不死王グレンの城跡だ」

「了りよう解かい！」

　そこまで決まれば話は早い。僕たちはまず、樹海の只ただ中なかにあるエイリスと言う街に行くことに決めた。リーンとグレオスにも翌朝早くに次の町に向かうことを言い置いて、再びベッドに入る。明日からはまた、馬を駆ってろくに休みもしないで走らなきゃならないんだ、取れるときに休息をとっておかないと体がまいっちゃうからね。

　まったく、僕やルッカス様にこんな思いまでさせて、いったいキッカはなにがしたいんだ。大人しく結けつ婚こんさえしてくれれば幸せにするって言ってるのにさ。

　よりによって、アルバと逃げるなんて。

　あんな奴やつ、僕たち五人の中で、一番身分だって下じゃないか。悔くやしくって情けなくって、せっかくベッドに入ったっていうのに、その日はなかなか寝付けなかった。
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　その日遅おそくまで話し込んでしまった私たちは、ぐっすりと眠ねむってから翌日昼過ぎにゆっくりと起きだした。たっぷりの水と携けい行こう食、アルバのための幾いくばくかの薬草類、そしてスコップ。必要な物を買い出したら、さっそく荒あれ地の浄じよう化かポイントに出発だ。

「なんでまたスコップなんか」

「そりゃあ土を掘ほるのよ」

　首を捻ひねるアルバに二本のスコップを持ってもらって、私は有う無むを言わさず浄化ポイントに転移した。




　そこは、見渡す限りの茶色い世界。荒れ果てた荒こう野やには立ち枯がれた木と乾かわききった僅わずかな草、ひび割れた大地がどこまでも続いている。私たちの降り立った浄化ポイントだけに、ほんの少しの岩いわ影かげがあるばかりだ。

「いつ見ても、この世の終わりみてーな風景だ。生きてる感じがしねえ」

　孤こ児じだったというアルバはもともとこの近辺の出身らしく、この荒れ地の浄化ポイントが苦手だった。子供の頃の、乾きと飢うえでいつ命を落とすかわからない恐きよう怖ふを否いや応おうなく思い出すかららしい。さっさと終わらせて、さっさと次に行きたいところだ。

　アルバの気を逸そらすため、周囲を軽く見回した私は、岩いわ陰かげの小さな生き物を指さした。

「そうでも無いわよ？　ほら、浄化の旅に来た時にさ、飛びかかって来たニャンコいたじゃない？　あのニャンコがいた岩陰に、可愛かわいい子こ猫ねこちゃんがいる」

　岩陰を住処すみかにしているのだろう、大きな耳と長くて先がくるんと巻いたシッポを持った、愛らしい子猫が地面に長く伸のびたまま、こっちをつぶらな瞳ひとみで見ている。

　浄化の旅で訪おとずれた時に飛びかかって来た、攻こう撃げき的な大きなニャンコは見当たらない。この子猫ちゃんのために食料でも探しに行っているのだろう。命が繫つながれている感じがして、それはそれで嬉うれしいよね。

「ママはどこにいったの？　狩かりかな？」

　子猫ちゃんに手を伸ばしたら、毛を逆立てて威い嚇かくされてしまった。なりは小さくても、立派に魔ま物ものなんだなあ、とちょっと感心。まあ、それでも可愛いんだけどね。

「あの凶きよう暴ぼうな砂さ幻げん豹ひようがママなわけねーだろ。あいつオスだったし、これよりゃ確かにデカかったが、それでもまだ成体にもなってなかったぞ。成体になるにゃあと数年はかかる」

「へえ、大きくなるのに時間がかかる種なのね」

「一頭を時間をかけて大事に育てる子こ煩ぼん悩のうな魔物だって聞いたことがある。しかし妙みようだな、そう頻ひん繁ぱんに子供なんか生まれない種なんだが」

　訝いぶかしむように目を細めたけれど、襲おそって来ようとしない魔物には興味がないらしいアルバは、すぐに私の方に向き直った。

「で？　俺はここで何すりゃいいんだ？」

「あ、そのスコップひとつちょうだい。さっそくだけど気合入れて掘りましょ」

「へ？　え？　まさか、この荒れ地を掘るのか？」

「うん。ここね、昔々まだ魔王がいた時代に、獣王ハクエンが守ってた城跡じゃないかと思うの。それっぽい瓦が礫れきがでるまで、とりあえず頑がん張ばって掘りましょ！」
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Ｓｉｄｅ．？？？




　くくく…………人間たちの愚おろかなことと言ったら！




　オレは込み上げてくる笑いを抑おさえるのに苦労していた。

　目の前では聖女とその従者が、何を考えているのかはわからんが、オレの城の痕こん跡せきを探そうと躍やつ起きになってスコップを振ふるっている。

「獣王ハクエンの城を捜さがす」などと息巻いているが、まさか目の前にその獣王ハクエンがいるなどとは、夢にも思わないのであろう、まったくもって愚かなことだ。まあ、こんなラブリーな仔豹が獣王だとは、あやつらも想像がつかないのであろうが。

　しかもスコップ。

　そう、スコップなどで、オレの城を掘り当てようというのだ。なんという短たん慮りよ。きっと百年たっても掘り当てることなど叶かなわないだろう。

　なんせオレの城はこの荒野の真下に広く広がるダンジョンだ。しかもその入り口は幻げん影えいの呪しゆで人の目には見えないように工夫してある。オレを倒たおすか、もしくは前後不覚にでもしなければ、到とう底てい解けない幻影だ。どれだけスコップで掘ろうとも、入り口すら見つけられまい。

　あまりに愉ゆ快かいで、オレの長いシッポも、ごきげんにピタン、ピタンと緩ゆるやかに地を打つ。

　やっと魔力が溜たまって体が大きくなってきたと思うと、どこからともなく現れて「浄化する」だのなんだのほざいては魔力を散らす聖女のせいで、いつだってまたこの幼獣の姿からやり直しだ。魔力の溜まり具合によって、体のデカさまで左右されるこの身が本当に忌いま々いましい。

　これまでもいろんな聖女がやってきたが、全盛期の体に戻もどる前に来るせいで一矢も報むくいることができないのが非常に腹立たしかった。

　それがどうだ。

　つい半年ほど前に浄化されてから、さほど時も経ぬうちにまた聖女が現れるから不ふ審しんに思って様子を見にきてみれば、見つかる筈はずもない城への入り口を探し、必死に汗あせ水みず垂らしているではないか。

　ああ、愉快、愉快。

　アホな聖女とその従者が、照り付ける太陽の下での不毛な作業にどんどん疲ひ弊へいしていくのを楽しく見物していたら、聖女の荷物からなにやら魅み惑わく的な匂においが流れてくるのに気が付いた。

　なんだかこう、甘やかな……久しく嗅かいでいない匂いだ。

　思わずフラフラと、聖女の荷物が放置されている場所に近づいてしまった。浄化されて体が小さくなると、どうしても衝しよう動どうも仔豹に戻ってしまうらしい。好こう奇き心しんが抑えられない。

　本来なら冷静に判断すべき事じ項こうだが、体が勝手に聖女のリュックに吸い寄せられていく。近づけば近づく程ほど甘やかな香かおりが増してきて、足取りもどんどん軽くなった。リュックの中に手を突つっ込んで、中をちょいちょいと探さぐったオレは、思わぬ匂いに鼻をすんすんと鳴らす。

　ん？　これは。

　他ほかにもいい匂いが……食しよく欲よくをそそる、肉の香りもしてないか？　おのれリュックめ、早くその口を開けて中身をぶちまけるがいい！　素す直なおに中身を渡わたさぬリュックに鉄てつ拳けん制裁を加えようと爪つめを振り上げたが、その途と端たんに目の前からリュックが消えた。

「こーらー、いたずらしちゃダメでしょ！」

　見上げれば、リュックを片手にほっぺたを膨ふくらませた聖女がいた。なんだその、「怒おこっていますよ」と主張するかのようなポーズは。リュックを右手で肩かたに担かつぎあげ、左手は腰こしに当ててこっちを見ている。聖女のくせに。

　ああしかし、そのリュックから今もダダ漏もれてくる匂いのなんと罪深いことか。知らず前まえ脚あしが伸びてしまうこの体が憎にくい。

「あ、もしかして」

　聖女がなにやら小さく呟つぶやいたかと思うと、リュックをオレの目の前で右に、左にとゆっくりと動かし始めた。

　あああ……。

　あああああ～～～じらすでない！

「やだ可愛い。リュックに踊おどらされてる」

　なんと！　リュックに視線くぎ付けのオレの隙すきをついて、聖女のヤツめ、オレの頭をナデナデと撫なでさすりおった！　思わずフーッと唸うなり声をあげて後ろに跳とびすさり、喉のどからグルルルル……という、敵対音が低く漏れる。

「あはは、かーわいー！　あ、そうかこの中って」

「おいおい、親や兄弟が帰ってきたら厄やつ介かいだ。ちょっかい出すんじゃねえよ」

「うん、でもお腹なかすいてるみたいだからちょっとだけ」

　違ちがう！　腹などすいてはおらぬ。

　魔を極きわめたオレにとっては、この小さな体であれば僅わずかな魔力で生き延びることなど造作もないのだ。食するは単に娯ご楽らくである。ただ、そのリュックからはえも言われぬ香りがただよってくるからだな、致いたし方なく……ああ、リュックの封ふう印いんがついに解かれた！

　その芳ほう香こうがリュックの開け放たれた口から放出され、オレの思考を奪うばっていく。

「あ、これこれ。ま、ないとは思うけど獣じゆう王おうハクエンが城の深部とかで封印されてたりしたらヤバいじゃない？」

「怖こわいこと言うなよ。何百年前の話だと思ってんだ。そんならとっくに復活してるだろ」

「だから念のためだって。で、獣王はネコ科の魔物みたいだったから、バザールのおっちゃんからマタタビみたいな植物教えて貰もらったの」

「マタタビ？」

「猫ねこちゃんがメロメロになっちゃう魔法の植物。たぶんこれか、猫ちゃんが好むお肉が気になってるんだと思うの」

「そんなチャチな手で獣王に対たい抗こうしようとすんなよ!?」

「あはは、さすがに本気じゃないわよ。気休め気休め。第一私だって獣王が復活するなんて思ってないし」

　なんと恐おそろしい物を持ち込みおったのか、この聖女め。オレは戦せん慄りつした。

　スコップで城を掘ほり当てようだの、香りで獣王を懐かい柔じゆうしようだの、ふざけているとしか思えぬが……しっかりと反応してしまっているこの体が憎い。

　ああ、出すでない。リュックから取り出しては、匂いが鼻び腔こうに直ちよく撃げきするではないか。

　あああ～～～なんたる芳ほう醇じゆんな魔ま性しようの香り……。

「あ、やっぱりこっちか。ほら猫ちゃーん、マタタビっぽいのだよ～」

　聖女がオレの鼻先で謎なぞの植物を揺ゆらす。鉄の意志でオレは数秒、耐たえ忍しのんだ。
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　まさかこんな荒こう涼りようとした荒あれ地で、これほどの癒いやしに出会うなんて。

　可愛かわいい。ひたすら可愛い。

　さっきまで威い嚇かくしたり毛を逆立てたりと忙いそがしかった猫ちゃんは、もはやマタタビっぽい植物にメロメロだ。一本だけ分けてあげたら、茎くきに体をすりつけたり葉っぱをチロリと舐なめて見たり。夢中なその姿が可愛くて、我が慢まんできずにナデナデする。うちの家猫、スズちゃんもこうだったなあ。普ふ段だんはクールであんまり撫でさせてくれないのに、おもちゃで遊び倒してあげると隙だらけになってモフらせてくれるの。

　耳の後ろからほっぺた、首まわりをぐりぐり撫でていると「うにゃあ～……」と抑えたような鳴き声をあげる。やめてよう、と言いたげに前脚で私の手をどけようとするけれど、マタタビ効果か全然力が入ってない。うりうり、とさらに撫でれば、ついにお腹をみせてしまった。

「あはは、野生の猫ちゃんのくせに、だめだなあ」

「おい、戯たわむれるのもいい加減にしろよ」

「だって可愛くて。ああもう、持って帰っちゃいたい！」

　喉のあたりからお腹にかけてをするりと撫でた時だった。

「ぐ……おのれ……」

　どこからか、押し殺したような声が聞こえてきた。

「今、なんか、声聞こえなかった？」

「聞こえねぇよ、いいからお前もそろそろスコップを持て」

「はーい。じゃあ猫ちゃん、またね」

　両手両足をどーんと広げて大の字になっちゃっている猫ちゃんのお腹に「あげる」とマタタビをおいて、最後のひと撫でとばかりに喉のあたりをするすると撫でれば、猫ちゃん定番のゴロゴロゴロ……と喉が鳴る。

　目を細めてトロンとした目になった猫ちゃんが「もう……ダメだ……」と呟いた。

「!?」

　今、今、猫ちゃんったらなんか、しゃべらなかった!?

　驚おどろきのあまり、私はぺたんと座り込む。

「うわあっ！？？？」

　なぜか後ろからも、アルバの叫さけび声が聞こえた。切せつ羽ぱ詰つまったその声に、思わず振ふり返る。もしかして、猫ちゃんのご家族がご帰き還かんあそばされたのかも知れない。

「大だい丈じよう夫ぶ？　アルバ……」

「ななななな、な、な、なんだコレ……！」

　アルバらしくない慌あわてふためいた声。

　アルバが指さす足元を見て、さすがの私もしばし声を失った。なんだろう、コレ。なんか足元に、突とつ如じよ巨きよ大だいな空間が広がっていた。

「え……なにこの洞どう窟くつっぽいの。ダンジョン感が半はん端ぱないんだけど」

「し、知らねえ。突然ぽっかり穴が空いたんだ」

　尻しりもちをついた体勢のまま顔を青くしているアルバは、いつもの落ち着いた様子なんか微み塵じんもない。かなりレアな図だ。

「ついさっきまで、掘っても掘っても土と砂ばっかりだったんだ。絶対こんな穴、急に出てくるのおかしいだろ！」

　アルバの言う通り、穴の入り口はとても巨大で、人が三人ほどは横並びで入って行けそうなほど。とてもじゃないけどスコップで掘ったら出てきましたと言える雰ふん囲い気きじゃない。

「うわーすごい。もしかしてこれ、獣王のお城に続く道だったりして。アルバったら何かスイッチでも押したんじゃないの？」

「俺じゃねえ。少なくとも、何か押したりトラップ踏ふんだ感じはねえよ」

　うーん、なぜに急にこのダンジョンが現れたのか。さっぱり意味がわからないけど、とりあえずはラッキーだよね。いつ出てくるかわからない城しろ跡あとをスコップで掘り当てるよりもずっといい。でも穴の中か、それは予想外だった。……入っていくの、ちょっと怖いかも。

「バカ！　不用意に近づくな！」

　穴の入り口をこわごわ覗のぞき込もうとした私の腕うでを、いつの間にか立ち上がっていたらしいアルバが思いっきり引っ張った。そのままアルバの背中に庇かばわれたけれど、どうしても穴が気になって、ついつい顔をだしたくなる。

　その時、足がなにかモフッとしたものに突然撫でられて、私はびっくりして振り返った。

「おの……れ……！　入らせて……なるものか……！」

　見れば猫ちゃんが、力が入らない前脚で私の足をぺしぺしと叩たたいてる。やだもう、可愛い。

「ていうか、やっぱり猫ちゃん、しゃべってる！」

「ひええ!?　怖こえーよ！　なんだソイツ、おかしい！　絶対おかしいって！　フツウ砂幻豹はしゃべらねえから！」

　ダンジョンは急に出現するわ、足元の猫ちゃんはしゃべるわで、珍めずらしく完全にアルバがパニックに陥おちいってしまった。不思議な事に先に慌てられると妙みように落ち着くものよね。まだマタタビが効いているらしくて腰こしがぬけた状態の猫ちゃんを、私はヒョイと抱だき上げた。

「あなた、何者？」

「こら、触さわるなよ！　そいつ絶対やべえって」

　鬼おにの形相で私から猫ちゃんを取り上げようとするけれど、私は反射的に猫ちゃんをぎゅっと抱だきしめた。なによもう、そんなに警けい戒かいしなくても。だってこんなに可愛いのに。

「貴様に……名乗るような名など……！」

「ふーん、まあいいけど。猫ちゃんも一いつ緒しよに来る？」

「おまっ……そんな気味悪いの連れてくとか有り得ねえだろ、いいからこっちに寄こせって！しゃべるとか、絶対に普通の魔物じゃねえから！」

　自分が言った言葉なのに、アルバは雷かみなりに打たれたように立ち竦すくんだ。

　赤くなったり青くなったり忙しかった顔色は、急激に色を失ってなんだか白くなっている。そして、錆さびた機械みたいにぎこちなく猫ちゃんを指さした。

「まさかソイツ、獣王じゃ……ねえよな？」

「まさか！　こんなチビちゃんが獣王ってどんだけ可愛い魔王軍なのよ。だいたい復活してるならとっくにしてるって言ったの、アルバじゃない。もー、何百年前の話だと思ってるの」

「はは、そっか、そうだよな。いや、焦あせった」

　ふう、と息を吐はいてアルバが額の汗あせを拭ふき取る。真ま面じ目めに獣じゆう王おうじゃないかと疑ったらしい。




「ところがどっこい、そのマサカなんだなー」




　いきなり、誰だれのものかもわからない、トボケた声が参戦してきた。

「誰だ！」

　アルバが颯さつ爽そうと、私とその男との間に立ちはだかる。突然現れた得体の知れない穴は怖くても、突然現れたのが人間ならば、別に怖くないらしい。

「さっきまで、この荒こう野やには人ひと影かげすら一いつ切さいなかったんですけど。どうやってここに来たの？」

　私の問いに、そのとぼけた声は「え？　転移」と事も無げに答えた。

「転移!?　そんなばかな！」

　驚きよう愕がくの声をあげるアルバ。

　無理もない。だって私が転移魔法の祝福を得た時、リーンから「魔術師にも神官にも、転移魔法を使える人なんていません。聖女ならではの神からの賜たまわりものだと思います」と、聞かされていたのだ。そんな、転移だよ、当たり前でしょ、みたいに言われても。

　ただ、この男がどこまでもどこまでもだだっ広い荒野に突とつ如じよ現れたのも確かな事だ。アルバの背中から顔だけだしてその男を凝ぎよう視しした私は、一いつ瞬しゆん言葉を失った。
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　私よりも少し年下に見えるその青年は、うすっぺらくてヒョロヒョロの体に青白い肌はだ、たぶん良くて手ぐしってレベルのくしゃくしゃにはねまくった黒くろ髪かみ、そしてこの世界では見たことがない、黒くろ縁ぶちのメガネをかけている。身長は百七十センチをちょっと出るくらいかなあ。いかにも魔ま術じゆつ師し系の人に見えた。

「あなた、何者？」

「むかーし昔は、賢けん者じやって呼ばれてたかな」

　息を吞のんだ。今の時代に、賢者なんて呼ばれている人はいない。もしかして、私が痕こん跡せきを探していた、古いにしえの賢者サマ……？

　いやいや、そんなわけはない。

　海の向こうの大陸の人に違ちがいない。向こうは魔法が発達していて転移も普ふ通つうに使えるのかも知れないし、賢者だっているんだろう。文化レベルが高ければ、黒縁メガネも作れるだろうしね。そう結論付けて、私は少し冷静になる。……ていうか、むしろそれくらいすごいんだったら、この国の浄じよう化かを助けてやって、聖女召しよう喚かんを防いで欲しかった。

　他ほかの世界の人にまで迷めい惑わくかかってるんですよ？　あなたの国のせいじゃないけど。

　やつあたりだってわかってるから当然口にはできなくて、複雑な気持ちで自じ称しよう賢者サマを見上げる。自称賢者サマは、私の腕の中の猫ねこちゃんとダンジョンの入り口を交こう互ごに見ながら、なぜか呆あきれたような顔をしていた。

「もー、せっかく千年も封ふう印いんされてきたのに、何ダンジョン復活させてるのさ」

「えっ!?」

「え、じゃないよ。このダンジョン出現させたの君たちだろ？　困るなあ、もう」

「いやいや、急に勝手にでてきたのよ、このダンジョン」

　そう正直に申告したら、さらに呆れた顔をされた。

「君たちが獣王をその状態にしちゃったからダンジョンが出現しちゃったんでしょ」

　サラッと、とんでもないことを言われた。

「獣王？　獣王なんていなかったけど」

「何言ってんの、さっきから。それだよ、それ。その君の手の中の」

　彼に指さされた先には、私に抱き上げられて、足をだらしなくブラーンとさせたままの猫ちゃんがいる。……いやいや。無いでしょ。

「またまたぁ！　だからこんなに可愛かわいい子が獣王なワケないでしょ？」

「うん、千年前はそりゃあもう視線で殺されそうなくらい殺気立ったヤツだったよ？」

　自称賢者サマは相変わらずとぼけた声で、事も無げにそうのたまった。

「千年って。見てきたみたいに」

「見てきたからねえ。いやほんと、獣の姿は美しい砂幻豹、人の形を取れば女が一瞬で魅み了りようされるレベルのしゅっとしたイケメンでさあ。戦う時はどうやってんだか急激にムッキムキになんの。設定盛り過ぎじゃない？」

「設定」

　何言っちゃってるの？　この人。真面目にワケがわからない。

　呆れてしまってぽかんとしていたら、両手でブランとぶら下げた猫ちゃんが、急にジタバタともがき始めた。

「貴様……貴様、あの時の……！」

「そうそう、あの時の賢者」

「忌いま々いましい……！　よくも、よくもオレをこんな姿に……！」

「やだなあ、それは歴代の聖女の功績でしょー？　今回だってこの聖女ちゃんが浄化したから、またそんな可愛い姿になっちゃってるんでしょ、逆さか恨うらみ反対！」

「貴様が、そのような呪しゆをかけたんだろうが……っ」

「うん、ハクエンったら可愛くなっちゃってまあ、何言っても迫はく力りよくゼロ。あの凜り々りしい姿からは想像もつかないなー」

「くっ……撫なでるなっ！　怖おぞ気けが走る」

　一人と一いつ匹ぴきの間で交かわされる会話に、さすがの私も心配になった。

「え、ちょっと待って。この子が、本当に獣王だってこと……？」

「そうそう」

　自称賢者サマは、ノホホンと答える。

「ほら言ったじゃねえか！　今すぐ下ろせって、獣王とかヤベエから！」

　アルバが慌あわてたみたいにそう言うけれど、でも、ちょっと待って。

　手を放しちゃった方がヤバいんじゃないの？　だってこの子が本当に獣王なのなら、確保しておいた方がむしろ安全な気がする。

「いや、それよりアルバ、さっきのマタタビもどき持ってきて」

「は？」

「くっ……聖女め、なんという卑ひ怯きような……！」

　一瞬、何言ってんだ頭沸わいてんのかテメエ的な顔をしたアルバだったけれど、猫ちゃんの悔くやしげな声を聞いて理解できたらしい。

「なるほど」

　一言発して身を翻ひるがえすと、マタタビもどきを両手にかざしながらダッシュで戻もどってきた。猫ちゃんの鼻先にマタタビもどきを差し出して、ちょいちょいと鼻先で枝を揺ゆらす。

「おのれ、おのれ！　貴様、キサマ覚えて……おれ……ああ……もう、む、り……」

　マタタビを求めて空を搔かく短いお手々の可愛いこと。シッポも嬉うれしげにひらひらと揺らめいて、顔には恍こう惚こつの表情が浮うかんでいる。

　うん、可愛い。

　やっぱり獣じゆう王おうの威い厳げんとか、そういうものは皆かい無むだった。




「あはは、ハクエンったらダメダメだな～超ちよう可愛い」

　賢者らしき人は、それはもう嬉しげにハクエンちゃんを撫で回している。それでもハクエンちゃんは短いお手々でマタタビを抱だきしめ、顔を擦こすり付けてはうっとり。ふにゃ～ん……ゴロゴロゴロゴロ……と、終始だらしない鳴き声を漏もらしていた。

　マタタビの威い力りよく、恐るべし。

　感心してる場合じゃなかった。この、ノホホンとした人が本当に賢者なのならば、これほど有り難がたいことはない。だって私、もともと賢者サマを探そうと思ってたんだもの。

「あの、私、あなたを探してたんです！」

「んー？」

「賢者サマなんですよね!?」

「そうそう」

　賢者サマらしき人は興味なさそうに、こちらを振ふり返りもせずにハクエンちゃんをモフモフモフモフと撫で回している。もうちょっとだけ、こっちにも興味持って欲しい……。

　若じやつ干かん切ないんですけど。でもそれくらいで落ちこんではいられない。なにせこっちだって日本に帰れるか否いなかがかかってるんだもの。

「昔々、勇者と一いつ緒しよに魔王を倒たおして、しかもこの大陸を浄化したっていう、すごい賢者サマなんでしょう？　私、どうしても聞きたいことがあるの！」

「ふーん。まあ暇ひまだし、いいけど。でもこのダンジョン、ほっとく訳にもいかないしねえ」

　ジト目で睨にらまれた。封印したのがこの賢者サマなんだとしたら、申し訳ないけどもう一回封印してくれないものだろうか。正直私も日本に帰れさえすればダンジョンに用はない。

「このダンジョン封印するの面めん倒どうなんだよ。魔物だってわんさかいるのにさあ、ダンジョンの奥まで行って封印の陣じんの上で相当魔力を注ぎ込まないといけないんだから」

「ええと、転移で行くわけには」

「さすがにダンジョンの中はそういうの無効なの」

　パンパン、と裾すその埃ほこりを払はらいながら賢者サマがゆっくりと立ち上がる。うーんっと伸のびをして、にっこりと私とアルバに笑いかけた笑え顔がおが黒い気がするのは私の考え過ぎだろうか。

「もちろん一緒に行ってくれるよね。なんせ君たちが封印解いたんだから」

「はい……」

　ここで断れる人っているんだろうか。

「話はダンジョンを進みながら聞いてあげるよ。そこの君、察するに聖女の護衛だろう？　腕うでがたつんだろうから、君先頭ね」

「はあ」

「じゃ、行こうか。聖女ちゃんはそこのダメ獣王をちゃんと確保しといてね」

　あれよあれよという間にパーティー編成させられて、気が付いたらダンジョンの中に入っていた。自然にできたようなゴツゴツした土つち壁かべが続く洞どう窟くつは、どこか乾かん燥そうしていて入り口からたかだか五メートルほども進むと足元が見えなくなるほど暗い。

「うーん、さすがに灯あかりが要いりそうだねえ」

　小さく呟つぶやいて、辺りを照らす魔ま法ほうをさりげなく無む詠えい唱しようでやってのけるこの人は、本当に大だい賢けん者じやその人なんだろう。だとしたら、賢者サマに聞きたいことなんかひとつだけだ。

　さっそく私は、賢者サマに送そう還かんの話を切り出すことにした。




「えっ、日本に帰りたいの？　なんで？」

　賢者サマは、狐きつねにつままれたような顔をした。

「いやいやいや、普ふ通つうに帰りたいでしょ、勝手に召しよう喚かんされたんだもの。あっちには家族だって友達だっているし、仕事だってあるんだから！」

「あー、僕の会社ブラックだったからねえ。ここ、働かなくても生きていけて超サイコー」

　どうやら賢者サマは、私とほぼ同年代の日本から召喚されてきた人らしい。千年前に召喚されたって言う話らしいのに、時間軸じくがどうなってんだかわからない。しかも、賢者サマときたら、日本に未練がないみたいなのもびっくりだ。友達は？　家族は？　と聞きたいところだけど、賢者サマの事情など私が躍やつ起きになって聞くべきものでもない。

　私は腕の中のハクエンちゃんをナデナデしながら早々に話を切り替かえた。

「あの、それより日本に帰る方法を知りませんか？」

「うーん帰る方法は無くもないけど、大変だよー。だって僕が王家に教えてあげた召喚魔法って、基本現状から逃にげ出したいって人をピンポイントで召喚する術式が入ってた筈はずだからさあ、帰ることは前提に入ってないんだよね」

「え、そんな！　私、別に逃げ出したいなんて考えてなかった！」

「みたいだねえ。何百年も前の話だから、語り継つがれるうちに形を変えちゃったのかなあ」

　それは問題だなあ、なんて吞のん気きな声を出したまま、ブツブツとなにか考えている様子の賢者サマ。でも私は、自分にとって最も有用な言葉を聞き逃のがさなかった。

「今、帰る方法、無くもないって言いましたよね!?」

「言った言った。でもマジで大変よ？」

「大変でもいい！　私は日本に帰りたいの！」

「てめえら！　吞気に話してねえでちょっとは手伝え！」

　ようやく核かく心しんに迫せまろうというところで、アルバの怒ど声せいにさえぎられる。

「あー、さすがにあれは一人じゃ無理かあ」

　賢者サマがふわりと杖つえを振ると、えげつない轟ごう音おんが響ひびいた。

「う……そ」

　空間が一気に氷で埋うめ尽つくされて、アルバに襲おそいかかろうとしていた数体のハイエナのような魔物が氷の中に閉じ込められる。

「オーバーキルだろコレ……」

　目の前の氷の壁の中で氷こおり漬づけになっているハイエナたちを凝ぎよう視ししながら、アルバが呆あきれたような声をあげた。

「あちゃあ、久しぶりで出力間ま違ちがっちゃった。これじゃ先に行けないね」

　しまったなあ、という顔で賢者サマがまたも杖を振る。今度はボシュッという音がして、大きな火球が氷の壁に穴を空けた。人が通れるほどの穴が瞬しゆん時じにできて、私たちはさすがに声を失ってしまった。国で一、二を争う魔術師のリーンでさえ、こんなに息をするように簡単には魔法を操あやつってはいなかった。古いにしえの賢者の凄すごさを見せつけられたようで、私はただただ、賢者サマの顔をまじまじと眺ながめてしまう。

　アルバはやっと衝しよう撃げきから立ち直ったみたいで、氷に空いた丸い穴のふちを触さわってみて「うわっ、冷てえ。マジで氷か」なんて呟いている。

「すげえ。あんた本当に賢者だったんだな」

「そりゃね。久しぶりに魔法使って結構気持ちいいわ」

　すっかり打ち解けた様子のアルバと賢者サマを横目に、私は期待に胸を膨ふくらませていた。だって、こんなに凄い賢者サマが教えてくれる日本に帰る方法なら、めちゃめちゃ信用できそうじゃない？　ああもう、わくわくが止まらない！

「賢者サマ！　どうか、どうか日本に帰る方法を教えてください！」







[image: 第五章　賢者サマの言うことには]




　バッと頭を下げたのに、賢者サマからは何の返事も無かった。しばらく頭を下げたまま待ってみたけれど、反応がなさ過ぎて不安になる。

　チラリと見上げてみたら、なんだか辟へき易えきしたような顔で見下ろされていた。

「うわー、急に丁てい寧ねいになった」

「それだけ切実なの！　どれだけ大変なことでもやるわ。お願い、教えて！」

「土下座でもしそうな勢いだねえ。うーん仕方ないか、正直オススメできないんだけどねえ」

　必死で頼たのみ込んだら、口をへの字に曲げていた賢者サマがしぶしぶ帰る方法を口にする。その内容に、私は思わずまぬけな声を上げてしまった。

「……………は？」

　だって、そんな声もでるよ。

「魔王を、復活、させるの？」

「そうそう」

　いやいや、そうそう、じゃないから。

「え、魔王ってそもそも、生きてるの？」

「うん、封ふう印いんしてるだけだもん。倒せるわけないっしょ」

「賢者サマでも……」

「ムリムリ。倒したと思ってもさ、大気中の魔力が凝ぎよう縮しゆくして魔王は瞬時に復活するんだよ」

「なに、それ……」

「だろ？　しょうがないからさあ、倒した直後に、このハクエンみたいに時の流れを極限まで遅おそくして、封印してるのさ」

　パチリとウインクをした賢者サマは「ねー♪」とハクエンちゃんに話しかけてはモフモフと撫なでまくっている。ハクエンちゃんには超ちよう嫌いやがられてるっぽいのにそんなのどこ吹ふく風。どうやら思いのほか猫ねこ好きらしい。

「僕じゃね、もう無理なんだよ。魔王は倒たおせない。ていうか、この世界のどんなスゴイ魔術師でも無理」

「どういう事？」

「魔力がね、この世界に馴な染じんじゃったんだ。この世界の魔力は魔王や上位の魔族にとってはエサにしかならない。だから本当の意味で僕に倒せるのはそこらへんのちんけな魔物だけ」

　そう聞いて、私の心は急にドキドキと鼓こ動どうが速まっていく。

　だって。こんな凄い魔法が使える賢者サマでも倒せないってわかってる魔王を復活させるだなんて、自殺行こう為いじゃないの。

「何青い顔してんの」

「だって。そんな凄い魔ま王おう、復活させたら」

「それが大だい丈じよう夫ぶなのさ。僕がその昔長い年月かけて浄じよう化かした上に、君たち聖女がそれこそ気の遠くなる期間をかけて浄化し続けたこの大陸に、今や魔力はほんの僅わずかだ」

　そう言って笑った賢けん者じやサマは、マタタビでふにゃふにゃのハクエンちゃんのおでこをツンツンとつつく。

「三魔将もこのありさまだし、魔王だって体は命を繫つなぐのが精いっぱいなタイミングで時を止められてるしねえ。しかも回復するための魔力はもうこの地にはごく僅か。さすがの魔王でも、復活してすぐ世界を脅おびやかすような真似まねはできないっしょ」

　確かにそれなら、とりあえず魔王を復活させた途と端たんにこの世界の危機、なんて目にはあわなくて済みそうだけど。でも。

　そんな私の気持ちを、アルバが簡潔に代弁してくれた。

「ギリギリ生きてる状態の魔王が、キッカを元の世界に戻もどすほどの力を発揮できるのか？」

「僕や三魔将の魔力を分けてあげれば可能だね」

「ちょっと！　そんなことしたら結局危ないじゃない」

　思わず口からその言葉が飛び出たけれど、本当にそう思う。魔王に魔力なんか補ほ充じゆうしちゃったら、結果、危ないことになるんじゃないの？

　素す直なおに話にのっていいものか、私は迷った。

　だって、苦労してやっと守った世界にまた危機を呼び寄せるなんて、そんなことできる筈はずがない。そりゃ王家やクルクル金きん髪ぱつ巻き毛たちはクズだと思ってるし心底腹を立ててるし、なんなら地じ獄ごくに落ちろって思ってるけど……でもこの世界には、港町のヴィオや領主様みたいに優やさしい人たちだっていっぱい生きてる。あの人達が辛つらい思いをするのは、嫌だなあ。

「ま、普ふ通つうに考えて、魔王を復活させるなんて不安しかないでしょ？　だから僕、最初にオススメできないって言ったと思うけど？」

　う、と言葉に詰つまる。確かに言われた。

「まあでもさ。君は日本に帰りたい、そしてそれは魔王にしかできない。君としては迷う必要はないんじゃない？」

「そうだけど。でもそのせいでこの世界が恐おそろしいことになるのは、やっぱり後味悪いよ」

　私の答えに、賢者サマはくすっと笑って黒くろ縁ぶちメガネを押し上げた。

「いいねえ。さすが聖女、そこで結局他人のこと、考えちゃうんだね」

「悪い？」

「まさか。本当に魔王を復活させてもいいって思えてきた」

　なぜか賢者サマは嬉うれしそうに破顔する。

「大丈夫だよ。魔王に世界を滅ほろぼしたり、誰だれかを攻こう撃げきしようなんて意志は微み塵じんもない」

　賢者サマの黒縁メガネの奥の瞳ひとみは、確信に満ちた輝かがやきを持っていて、私は言葉を失ってしまう。封印したなんて口にする一方で、賢者サマの言いようはまるで魔王を信しん頼らいしているみたいに聞こえて、違い和わ感かんがぬぐえなかった。

「そんな平和主義者は魔王じゃねえだろ。だいたい、それならなんで封印までされるんだよ」

「魔王の存在自体が土地を汚お染せんし魔を呼ぶからさ。あんなに世界が魔に満ちてしまったら、汚染の元を封印するしかない」

「汚染の、元……？」

　私が想像していた魔王とは、あまりにもかけ離はなれている。

「まあとにかくさ、状じよう況きよう的にも性格的にも復活させたところで今や魔王は脅きよう威いにはならないから安心して。あれから随ずい分ぶんと長い長い時が経たってるから、魔王を復活させられるなら、僕も会って伝えたいことがある。だから、君たちにもちゃんと協力するよ」

　　　　[image: ]

　獣じゆう王おうの城だという洞どう窟くつは、それなりに曲がりくねって距きよ離りはけっこうあったけれど、基本的には一本道。意外とサクサクと進んでいける。

　魔物はもちろんわんさか出てくるし、獣王が統すべる場所だからか、ウルフ系からまるでバッファローみたいな重量系、果てはキメラみたいな強そうな魔物まで様々。でもアルバと賢者サマのタッグの前では正直言って敵じゃない。もちろん私の出る幕なんか全然無かった。浄化の旅の間は私が食事を用意することも多かったけれど、今回は携けい行こう食を歩きながらほおばるだけで、寝ねる時も賢者サマのバリアで安全に寝られるものだから、道中になんの不安要素もない。

　結局はハクエンちゃんを抱だっこしたままで一度も戦せん闘とうに参加することなく、私たちは賢者サマが「ここがほぼゴール」と言う場所までたどり着いてしまった。全然活かつ躍やくできなくってちょっと寂さびしい。グレオスさんに鍛きたえられたから、剣けん技ぎにもわりと自信あるんだけどなあ。

「なんか呆あつ気けなかったね」

「千年前はこんなに楽勝じゃなかったよ、ねえハクエン。きっと瘴しよう気きがどんどん浄化されて、君の配下の魔物たちの力も格段に落ちてるんだねえ」

　賢者サマに話を振ふられたハクエンちゃんは、面おも白しろくなさそうに唸うなり声をあげた。

「おや、ご機き嫌げんナナメかな？　無理もないねえ、なんせいよいよ、君の居住スペースの近くまで来たんだものねえ」

　ニンマリと笑って、賢者サマはハクエンちゃんの小さくて黒いお鼻をピンと弾はじく。ハクエンちゃんは煩わずらわしそうにモフモフの前まえ脚あしで鼻をこすると、唸り声を大きくした。

「唸っても無む駄だ。確かこの土つち壁かべの向こうが君の根城だったね」

　行き止まりだと思っていた土壁に賢者サマが手を当てると、なぜかその手がズブズブと壁の中に入っていく。

「ハクエンお得意の幻げん影えいなのさ。根城を隠かくすくらいの幻まぼろしはなんとか発動できたみたいだね。マタタビの効果が薄うすれてきたかな？」

「いつまでも……オレをこのような怪あやしげな草で支配できると思うなよ……！」

　ハクエンちゃんは怒いかりをあらわに耳も、背中も、尻尾しつぽも、ビンビンに毛を逆立てている。それでももちろん賢者サマは気に留めた様子もない。

「ま、幻影だってわかってればこんな壁なんでもないんだよね」と嘯うそぶきながら、体の半分くらいを土壁に埋うめたり出したり。まるで遊んでるみたい。

「く……っ！　おのれ、おのれ……！　人間ごときが……！」

「はいはい、その人間ごときにコテンパンにのされて封印されちゃったのは誰かなー？」

　賢者サマの挑ちよう発はつにハクエンちゃんが猛もう烈れつに暴れだす。その動きが激し過ぎて、もう抱っこしていられないと思った時だった。

「遊んでねえで、行くぞ」

　目の前を大きな手の平が過よぎったかと思うと、私の腕うでからハクエンちゃんがいなくなる。

「アルバ」

　見上げれば、ハクエンちゃんの首根っこをヒョイとつまみあげているアルバがいた。反射的にブランと垂れた後ろ脚を器用に一ひと纏まとめに握にぎり込み、アルバはあっという間にハクエンちゃんの動きを封ふうじたかと思うと一いつ瞬しゆんで土つち影かげの中に消えていく。

「ま、待ってよ！」

　私は慌あわててアルバの後を追った。

　どうしたんだろう、なんかアルバ、機嫌が悪くない？　あんまりしゃべってくれないし、どうしてかさっきから目を合わせてくれない気がする。首を傾かしげつつ土壁に突とつ入にゆうし、壁の向こう側に突つき抜ぬけた私は、突然広がった光景に言葉を失った。

　洞窟の中に突とつ如じよ広がる、大きな、大きな空間。

　これまでだって、洞窟にしては高さも広さも十分に大きなものだった。剣を振り回して戦えるくらいの広さだったんだから、相当なものだと思う。でも、この空間は桁けた違ちがい。巨きよ大だいなドラゴンが巣穴にできそうなくらいに広い広い空間に、柔やわらかい陽ひ射ざしが幾いく筋すじも降り注いでいた。

　その光が照らしだすのは、ゴツゴツとしたいくつもの石柱、荒あらい岩いわ肌はだ。何に反射しているのか、岩肌をキラキラと彩いろどる光の波。そしてそれらに囲まれた空間の中央には、柔らかそうな干し草がまあるく敷しき詰められている。きっと、これはハクエンちゃんの寝ね床どこなんだろう。

　そしてその干し草の寝床を見下ろすような位置に、魔ま法ほう陣じんが三つ、空間にふわりと浮ういていた。あんな荒こう涼りようとした砂さ漠ばくの荒れ地の下に、こんな空間が広がっていたなんて。

　強大な魔物の住処すみかだというのに、なぜか静せい謐ひつで美しい、大聖堂のような美しさがあった。

　砂漠の強きよう烈れつな光が降り注いでいる筈なのに、どうして届く光がこんなにも柔らかいのか。どうしてこんなにもひんやりと心ここ地ちよい空気なのか。奥の方にあるあれは……湖？

　どうして、砂漠の地下に。次々に疑問が生まれて、私はただただ口をぽかんと開けていた。

「あー、ちゃんと機能してるねえ。千年もたつのに、優ゆう秀しゆう、優秀」

　とぼけた声が聞こえてきて、私はやっと、とりとめなく漂ただよっていた思考を取り戻もどす。声の方に意識を向ければ、賢けん者じやサマが空中の魔法陣にゆっくりと手を伸のばしていた。

「近寄るでない！」

　ハクエンちゃんの必死な声が、その魔法陣が彼にとってどれだけ大事なものなのかを感じさせる。どうしても触ふれさせたくないのか、アルバの腕から逃のがれようと、ハクエンちゃんはもがきまくっていた。

「それは貴様ごときが触れて良いものではない！」

「君が触れて欲しくないのはこの紫むらさき色いろの魔法陣でしょ。魔王が君のために設置した、大切な魔法陣だもんね。この魔法陣の組成からするに、砂漠の過か酷こくな環かん境きようでも君が快適に暮らせるようにって設置したのかな」

　賢者サマが一番左の紫色の魔法陣を指して苦く笑しようする。どうやらその推測は当たっていたようで、ハクエンちゃんの唸り声が強くなった。

　それにしても、賢者サマは魔王軍とは敵対していた筈なのに、どうしてこんなにも魔王たちの事について詳くわしいのか……なんだか謎なぞの多い人だよね。

「大だい丈じよう夫ぶ、この魔法陣には触さわらないって。千年前も僕、触らなかったでしょ」

「……貴様はどれだけ時が経っても馴なれ馴れしいな」

　アルバにしっかりと確保されたままのふわふわ頭を軽く撫なでた賢者サマに、ハクエンちゃんはフン、と鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「さて、じゃあやろうか」

　すっかり大人しくなったハクエンちゃんに僅わずかに目を細めてから、賢者サマは魔法陣に再び手をかざす。

「まずは魔王を封印してる魔法陣から」

　中央のひときわ強く光っている魔法陣の前で、賢者サマが良くわからない呪じゆ文もんを唱え始めた。それは、聞いた事も無い不思議な旋せん律りつ。

　まるで歌うように綴つづられるその呪文は、きっと今は失われたか……賢者サマのみが知る呪文なんだろう。だって、リーンが唱えているどの呪文にも、似たところがひとつもないんだもの。

　賢者サマが詠えい唱しようを続けていくと、徐じよ々じよに魔法陣が回り始めた。

　もしかして、賢者サマにとっても大変な作業なのかしら。だって、眉み間けんに深い皺しわが寄ってる。さっきまでのノホホンとした様子とはかけ離れた雰ふん囲い気きに、私も少し緊きん張ちようしてきた。

　魔法陣の光が明めい滅めつし、回転がどんどんと速くなる。光の環わだと言った方がいいくらいに高速で回っていた魔法陣がひときわ強烈な光を放ち、いきなり忽こつ然ぜんと搔かき消えた。

「魔法陣が、消えた……？」

「第一の封印解除、だね。あと三つ封印を解けば、魔王がめでたく復活するよ」

　フウ、とひとつ息をつき、賢者サマが腕を下ろす。その額には小さな汗あせが浮かんでいた。

「意外と簡単なんだな」

「あのさあ、戦士系の人ってすぐにそーいうこと言うけど、僕の魔力めっちゃ目減りしてるからね？　この世界で僕しか使えないレベルの、尋じん常じようじゃない解呪だったんだからね？」

「お、おおそうか、すまん」

　賢者サマに詰つめ寄られて、アルバの腰こしが若じやつ干かん引けてるのが笑える。地味にハクエンちゃんを盾たてにしてるように見えるのは気のせいだろうか。

「冗じよう談だんじゃなく魔力消費しちゃってるから、仕上げを終えたら僕は帰って家で寝る！」

　びしっと宣言して、賢者サマは「ってことで次！」と、残る右の魔法陣を指さした。

「この魔法陣はさ、ハクエンの幻の力と連動してるんだ。その力を使ってこのダンジョンを外界から隠してるってことね」

「外界から隠す？　……封印じゃなくて？」

「そう、正しくは封印じゃない。単に誰だれも入れないように、隠してるだけなのさ。でも千年近くそれで問題はなんら起こってないから、ま、今回も同じ処置で大丈夫でしょ」

　ぎこちなく不自然に動いたり止まったりしている魔法陣に手をかざし、賢者サマは僅かな時間瞑めい目もくすると「なるほど」と小さく呟つぶやく。

「良かった、魔法陣自体にダメージはないみたいだ。手間がなくていい」

　くるりと振り向いた賢者サマは、今度はつかつかとアルバの方に歩み寄っていった。

「問題は君の方だね」

「な、なんだ」

　アルバに確保されているハクエンちゃんの頭に手をおいて、賢者サマは難しい顔をしている。そして、心底呆あきれたようにこう言った。

「情けないねえ、どんだけマタタビにメロメロになってんの。完全に魔法陣との回路が切れちゃってるじゃないか。これもう、改めて回路繫つながないと無理なレベルだよ？」

　その言葉に、ハクエンちゃんは怒おこったように毛を逆立てる。

「オレとて情けないわ！　ええい、その忌いま々いましい植物を向こうへやってくれ」

「しょうがないなあ。君たち……えーと」

「アルバだ。彼女はキッカ」

「アルバ、もうハクエンを下ろしてもいいよ。たぶんもう暴れない」

　ようやくアルバから拘こう束そくを解かれたハクエンちゃんは、よろよろと歩みを進め、寝床らしい干し草の上にまあるくなって顔をうずめた。

「くそう、力が入らん。なんたる醜しゆう態たい……」

　耳も尻尾しつぽもへにゃりと垂れて、なんとも可愛かわいい。寝床に丸まったハクエンちゃんは随ずい分ぶんと落ち込んでいるようだった。

「やれやれ。じゃあ状態異常を解除してあげようかな。このままじゃ魔法陣との回路を繫ぐのもままならないし。キッカ、マタタビをちょっと離はなれた場所に置いてきてくれるかな」

「俺が行こう」

　アルバがさっとマタタビもどきを集めて土つち壁かべの向こうまで捨てに行ってくれる。冗談半分で買ったマタタビもどきがこんなに役に立ってくれるとは思わなかったなあ。お世話になりました。マタタビもどきに心の中で別れを告げている間にも、賢者サマはハクエンちゃんの状態異常を解除し、魔法陣に手をかざして黙もく々もくと修復を図はかっている。

　アルバが戻って来たころには、すでに修復が終わって、動作確かく認にんをしているところだった。

「けっこう遠くに捨ててきた。ここまでは匂においも流れてこないと思うぞ」

　アルバは確保している間に慣れてきたのか、ハクエンちゃんにも気軽に声をかけている。もちろんハクエンちゃんは「礼は言わんぞ」なんてつれない素そ振ぶりではあるけれど。

「よし、修復完かん了りよう。今回みたいなことがない限り、また千年は大丈夫だね」

　千年ってスパンがもう、完全におかしい。ああ疲つかれた、と伸びをする賢者サマはぱっと見ニートみたいに見えるけど、やっぱり凄すごい人なんだなと実感する。

「さ、さっさと地上に帰ろう。久しぶりに頑がん張ばったからめっちゃ疲れた。腹減ったし、布ふ団とんが恋こいしいよ。じゃあね、ハクエン」

「待て」

　踵きびすを返す賢者のローブの裾すそを、ハクエンちゃんの小さな前まえ脚あしが押しとどめた。

「お前たち、魔ま王おうを復活させるんだろう？」

「何？　魔王に会いたいの？」

「……千年ぶりだからな。顔くらい、見たい」

「うんうん、そう言うと思ってた。ハクエンって意外に可愛いとこあるよね」

「ほんっとうに貴様はオレを苛いら立だたせる奴やつだな」

　ハクエンちゃんの猫ねこパンチが賢者サマの脛すねを殴おう打だするけど、もちろん大したダメージには至っていないみたい。なんだかんだで仲良さそうに見えるのが不思議だ。

「別に一いつ緒しよに連れて行ってあげてもいいけど、ひとつだけ約束してくれる？」

「なんだ」

「君は乱暴だからね。……ねえ、ハクエン。暴れない、嚙かみつかない、人間や物にダメージを与あたえない。僕……ミナトと、キッカ、アルバの言うことにはちゃんと従うって約束できる？」

「今のオレが暴れたところで大したことはできん」

　悔くやしそうに、ハクエンちゃんがそっぽを向く。それでも賢者サマは、下から覗のぞき込むようにハクエンちゃんと目を合わせ、答えを要求する。

「そうだとしても、ちゃんと約束してくれなきゃ魔王の元へは連れて行かないよ。どう、ハクエン、約束できる？」

「しつこい……」

「約束、できる？」

　ハクエンちゃんの顔を強ごう引いんに自分の方に向け、賢けん者じやサマはさらに答えを強要した。

「わかった……約束、する」

　ふてくされたようにハクエンちゃんがそう約束した途と端たん、ハクエンちゃんを中心に黄色い光を帯びた魔ま法ほう陣じんが展開し、ギュルギュルと音を立てて高速で回り出し……ついにはハクエンちゃんの体の中に吸い込まれていく。

「ななななな……何？　今の、何!?」

　思わず声を上げてしまったけれど、うろたえたのは私だけじゃなかった。

「き、貴様！　貴様！　また、たばかったな！」

「君は千年たっても学習しないねー」

　賢者サマは笑いながら「ハクエン、おいでー」なんて言って、両手を広げてみせている。

　そうしたらなんと。

「くそう、くそう、貴様……っ」

　悔しそうに唸うなり声を上げながら、ハクエンちゃんが賢者サマの方へじりじりと近づいて行ってるじゃないの。いったい何したの、賢者サマったら。

「おおー、効いてるねー。思ったより効果が強いのは、ハクエンの魔力がガッツリ落ちてるからなのかな？」

　楽しそうな賢者サマに、さすがにアルバが「あんた、えげつないこと平気でするよな……」とツッコミを入れる。嫌いや々いや近づいて来たハクエンちゃんを抱だき上げながら、賢者サマは「しょうがないでしょ」と唇くちびるを尖とがらせた。

「従魔としての契けい約やくをしない以上、さすがに獣じゆう王おうを野放しのまま魔王の元へ連れて行くのは僕も気が引けるからね。とりあえず言葉で呪しゆをかけさせて貰もらったまでだよ」




　すっかり拗すねてしまったハクエンちゃんを宥なだめ宥めの帰路は、率そつ直ちよくに言って辛つらかった。

　当たり前なんだけどさ、行くときと同じだけの距きよ離り、日数かけて歩くんだよ？

　一回行った場所には基本転移できる私にとっては、この『転移が使えない』という状じよう況きようが思っていたよりもストレスで。賢者サマが行くの大変、って嫌そうな顔をしていたのが今ならものすごく共感できる。

　転移なら一いつ瞬しゆんなのに、帰りまでこんなに時間をかけて歩く羽目になるなんて。手持ちの携けい行こう食も尽つきかけてきたころ、ようやく出口が見えてきたときには正直ホッとしてしまった。

　だってさ、もともとは町と浄じよう化かポイントを転移で往復しながら獣王の城を探すつもりだったんだもの。携行食だって念のため、くらいの気持ちでそんなに大量には用意してないじゃない？　このダンジョンったら最深部まで曲がりくねった一本道だったけど、魔物も多いし往復にはそれなりの日数を要した。ご飯足りないかも知れないって内心心配だったんだよね。食い扶ぶ持ちだって二人分増えたし。

　まあ賢者サマが魔法で水は作ってくれるし、さすがに獣王のダンジョンだけあって美味おいしいお肉をお持ちの魔物たちも多いんだけどさ。圧あつ倒とう的に野菜が足りない、お肌はだに悪いと思うわけよ。一刻も早くダンジョンから出たい、ダンジョンから出さえすれば転移が使える、と鈍にぶる足を𠮟しつ咤たしてようやくダンジョンを抜ぬけた時には思わずガッツポーズしたよね。

「あー、ちゃんと隠かくれてるね。さすが僕、優ゆう秀しゆう」

　賢者サマの吞のん気きな自画自賛に振ふり返ったら、あら不思議。

　たった今出てきたばかりのダンジョンが、跡あと形かたもなく消え去っていた。これがあの魔法陣の効果なのかと思うと、本当に凄い。あれだけの規模のダンジョンが、千年もの間この荒こう野やに隠されていて、人の侵しん入にゆうを許さなかったなんて。

　ああ、それにしても久しぶりの外の空気。でも、解放感はあるけど心ここ地ちよくはないな。太陽の光が強きよう烈れつに照りつけて来て、ああ、ここってカラッカラの荒野だったっけと改めて肌で感じる。なんせ陽ひ射ざしのジリジリ感が半はん端ぱない。肌から水分が一気に蒸発するような感覚にげんなりして、思わず足元へ視線を落とすと、もう影かげは随分と長く伸のびていた。

　もう夕暮れも近いようなのに、なかなか温度って落ちないのね。

「被かぶってろ。ここの日差しは、太陽が落ちきるその瞬間まで、容よう赦しやなく厳しいからな」

　バサリと音がして、頭から布がかけられた。アルバが気を利きかせて日よけのために布をかけてくれたみたい。

「ありがとう」

　振り向いてお礼を言った私の目に映ったのは、随分傾かたむいた太陽を厳しい目で睨にらむアルバの姿だった。黒い瞳ひとみに、落ちかけた太陽の光が映って煌きらめいて見える。

　なぜだろう、下手に声をかけるのをためらうくらい、その姿は寂さびしそうにも悲しそうにも見える。……子供の頃ころのこと、思い出しているのかな。

　何も言えなくて、ただその横顔を見つめながらやきもきしていたら、アルバはようやく太陽から目を逸そらして、私を見た。目が合って、フッと微笑ほほえまれる。

「陽が落ちると途端に気温が下がる。長居は無用だ、さっさと町まで戻ろう」

　なんでもない風ふ情ぜいでそう言われれば、あえて問う気にもなれない。

「そうだね、転移でさくっと戻もどろうか」

　私も、何も気付かなかった顔で頷うなずいた。アルバは元々がこの近辺の出身だもの、気候の特性にも詳くわしいし、ここは彼の言うことを素す直なおに聞いた方が無難だろう。
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　久しぶりに屋台のご飯が食べたいという賢者サマのご所しよ望もうで、私たちはユレイの町へ戻って来た。この前第二王子たちから逃にげてきたときは、屋台も閉まってるくらいの深夜だったから辺りは真っ暗だったけど、今はたくさんの屋台が立ち並んで活気に満ち溢あふれている。

「ああ懐なつかしい！　これこれ、このざわざわ賑にぎやかな感じ！　こういうのさぁ、たまにだとホント楽しいよねー」

　砂さ漠ばくの夜の町を満まん喫きつしている賢者サマとは打って変わって、アルバとハクエンちゃんはずっと無口なまま。ハクエンちゃんは仕方ないだろうけど、アルバはいったいどうしちゃったのか。心配でアルバの方をチラチラと盗ぬすみ見ていたら、いきなり、賢者サマがアルバの額を指先で小こ突づいた。

「はいはい、その仏ぶつ頂ちよう面づらやめてねー、もうお店に入るよ」

「つあっ」

　完全に虚きよを衝つかれたらしいアルバは、目が覚めたみたいな顔をして目を瞬しばたたかせると、バツが悪そうにちょっぴり顔を赤らめている。

「すまん」

「素直でよろしい」

　機き嫌げん良く店に入って行く賢者サマを見届けて、アルバは私にもゴメン、と眉まゆを下げた。

　別にいいよ。誰だれだって考え事したい時くらいあるもんね。

　でも、浄化の旅の間は魔物の気配に真っ先に気付くのはいつだってアルバだったから、冒ぼう険けん者って無意識に常に気を張ってるんだなって思ってた。だから、アルバがこんな風に考え事で注意が疎おろそかになっていること自体が割と珍めずらしいんだよね。よっぽど何か思うところがあるんだろうと、私はあえて気にしていない素そ振ぶりで、勢いよく賢者サマの入った店を指さした。

「いいから、いいから。さ、食べよ？　久しぶりに野菜が食べたい！」

「……ああ」

　なぜか寂しそうに笑って、アルバも私の後に続く。そうして入った店では、すでにひと悶もん着ちやくが起こっていた。

「出て行っとくれ！　魔物なんか連れて入られちゃ、おっかなくってしょうがないよ！」

「だから大だい丈じよう夫ぶですって～。躾しつけバッチリだし、この子、超ちようお行ぎよう儀ぎいいから」

　賢者サマがお店の女将おかみさんに、出て行けと詰つめ寄られている。この様子じゃどうやらハクエンちゃんを連れているのが悶着の原因みたいだけど……当のハクエンちゃんなんか、床ゆかに丸まってふてくされてるし。

「どうしたの？」

「あ、キッカからも言ってよー。女将さんがハクエン連れて入っちゃダメだって言うんだ。大人しいから大丈夫って説明してもダメの一点張りで」

「大人しい、ね」

　アルバが若じやつ干かんニヤついてる。うんうん、気持ちはわかる。ハクエンちゃんは大人しくはないよね。まあ、今は女将さんの言葉に地味に傷ついているみたいで、丸まったままそっぽを向いて、イライラとシッポの先だけが床を打ちつつ大人しくはしてるけどね。耳だけはピーンとたってるあたり、話の行方ゆくえはかなり気になっているらしい。

　いつになく大人しく我が慢まんしているのは、ここで言葉を発したらマズイことがわかってるんだろうね。それともお鼻がぴくぴくしてるから、よっぽどここのお料理の匂においが好みなのかな？

「ハクエンちゃん、ダメって言われちゃったの？」

　抱き上げたら不ふ機き嫌げんそうに「グルルルル……」と小さく唸られてしまった。

「ねえ、酷ひどいよねハクエン。ここが美味しそうだってハクエンが気に入ってたから入ったのにさあ。あ、ハクエン、お返事はニャーかワンで言うんだよ」

「ニ、ニャア!?」

　目をまんまるにして、抗こう議ぎするように声を上げたハクエンちゃんは、呪の効果かすでにニャーしか言えてない。多分意訳すると「な、なんだと!?」とかそんなことを言ったんだろう。

「ニャー、ニャニャニャニャ、ワン！」

「うんうん、だよねー、ここのお料理食べたいよねー」

　絶対違ちがうこと言ってると思うんだけど、賢けん者じやサマが強ごう引いんに適当な通訳してる。アルバはこらえきれないように、後ろを向いて肩かたを震ふるわせていた。

「ニャー！！！！　ニャア～～～ニャ、ニャウ～……」

　よっぽど悔くやしいのかめっちゃ抗議してるけど、ついに語ご尾びが小さくなってきた。可愛かわいいけど、ちょっと可か哀わい想そう。お耳がへにゃっと垂れて、シッポからも体からもダランと力が抜けたハクエンちゃんが「ニャー……」と小さく鳴いたところで、店の奥から豪ごう快かいな笑い声が響ひびいた。

「いーじゃねえか、食わせてやろーぜ！」

「あんた！」

「砂さ幻げん豹ひようにまで気に入られたなんざ、ハクがつかあ。ようそこのちまいの、美味うまそうだって思ったんなら食っていきな」

　店の奥からおっきな男の人がのしのしとやってきて、私の腕うでの中のハクエンちゃんの頭を乱暴に撫なでたと思ったら「ありがとよ、こりゃあサービスだ」とお肉がたっぷり入ったお皿を手近なテーブルに置いて行ってくれる。

　その後ろ姿にハクエンちゃんが「……わん」と鳴いたのは、いったいなんと言いたかったのか。それからはやりとりを見守っていたお客さんからも陽気に声をかけられながら、賑やかに美味おいしくご飯をいただいて、私たちは満腹満足でお店をあとにした。

「ああ、満腹だねえ。じゃあ僕はここでおいとまするよ」

「えっ!?」

　賢者サマの突とつ然ぜんの帰る宣言に、思わず驚きよう愕がくの声をあげてしまった。確かに帰って家で寝ねるとは言ってたけど。

「ちょっと！　え、一いつ緒しよに行ってくれるんじゃないの？　私、封ふう印いんの解除なんて」

　あと三つ、魔ま王おうを封印している魔ま法ほう陣じんを解除しないと、魔王って復活しないんじゃないの？

　頼たよりっきりで申し訳ないけどさ、だいたい、魔王を封印した経験がある賢者サマが一緒だから安心感があったのであって、自分たちだけで魔王を復活させろと言われても不安しかないんですけど。私のあからさま過ぎる動どう揺ように、賢者サマは「大丈夫だって」と軽く請うけ負う。

「今回とことん魔力つかっちゃったからねえ。魔力回復のために家で寝てくるからさあ、次の封印解く時になったら連れん絡らくしてよ。はいコレ」

　通信用だというペンダントをヒョイと渡わたして「じゃーね」と去ろうとする賢者サマ。

　いやいや、ホント困るから。

「えっ、ちょっと、ハクエンちゃんどうするのよ」

「あー、ハクエンね。どうする？　キッカたちに呼ばれるまで僕ん家ちで一緒にまったりする？」

「気色悪いことを言うな！」

　賢者サマの言葉に、ハクエンちゃんは盛大に身み震ぶるいしている。体中の毛が逆立って、フグみたいにまんまるになっちゃった。これはこれで可愛い。お店を出たから自由に話せるようになったらしいハクエンちゃんは、ここぞとばかりに言葉を繫つなぐ。

「貴様と二人で時を過ごすなど怖おぞ気けが走るわ！」

「おや残念、猫ねこじゃらし的なもので構い倒たおしてあげようと思ったのに」

「最悪だ……貴様にだけは構い倒されたくない……！」

　仲がいいのか悪いのか、息の合ったやりとりを見せたあと、賢者サマは来た時とおなじくらい軽いノリで「じゃーまたね」と一言告げて一いつ瞬しゆんで去っていった。

「行っちまったな」

「なんかよくわからない人だったね」

「アイツは千年前からあんな感じだ」

　なんだかぽかんとしてしまったけれど、いつまでも屋台通りにいるわけにもいかない。私たちはとりとめもない話をしながら、先だって泊とまった宿屋へと足をむけた。

「潜せん入にゆう成功ー」

　ハクエンちゃんを抱だっこして、ベッドにごろんと横たわる。

　さっきご飯を食べたところでの女将さんの反応で、さすがに魔物を連れているとなると面めん倒どうなことになるのは学習済みだ。受付をすませて部屋に通してもらったあと、私が転移でハクエンちゃんを部屋まで連れてくるという姑こ息そくな手段で、本日は無事になんの問題もなく宿屋に泊まることができている。

「明日すぐに次のポイントに向かうのか？」

　アルバの問いに私は「うー……ん」と声を漏もらしたまま、深い眠ねむりに落ちていった。




「うっわ、いつの間にか寝てた……」

　翌朝。目が覚めてびっくりした。

　よっぽど疲つかれてたのかな、昨日宿に帰ってきてから後の記き憶おくがないんだけど。

　寝ぼけたまま昨夜ゆうべのことを考えていたら、腕の中からするりと茶色いモフモフが滑すべり出て、ベッドの下で長～くなって伸のびをする。どうやら抱っこしたまま寝ちゃったらしい。悪いことしたなあ。

　そして、その向こうに気持ちよさそうに寝ているアルバの顔が見えた。

「うわ……」

　寝顔、こんなにゆっくり見たことってないかも。

　やっぱりアルバって凄すご腕うでの冒険者だけあって、ちょっとした物音でもすぐに起きちゃうんだよね。私が目を覚ました時にはだいたい、アルバも即そく起き上がってきちゃうから。

　こうやって穏おだやかな寝顔を眺ながめていられるなんて、気を許して貰もらったみたいで嬉うれしいけど、たぶんアルバもそれだけ疲れていたってことなんだろうな。

　少しでもゆっくりと睡すい眠みんをとって欲しくて、私はこっそりと部屋を出た。




　お風ふ呂ろに入って、さっぱりしてから部屋に戻もどる。そっとドアを開けて中を覗のぞき込むと、アルバはまだ眠りの中にいた。思わず、口の端はしに笑えみが浮うかぶ。

　物音を立てないように気をつけながら窓辺に座って、タオルで髪かみを乾かわかしながら窓から下を見下ろせば、朝のバザールでたくさんの人々が忙せわし気に動き回っていた。

　わぁ、楽しそう。朝は朝で、夜とはまた違った賑にぎわいがあるよね。アルバが起きたら誘さそってみようかな。そう思って振ふり返ったら、いきなり、ぱちりとアルバの目が開いた。

　うわ、やっぱり寝起きいいな。

　起きた瞬間から真っ黒な瞳ひとみが普ふ通つうに開いて、すっと起こした半身からは寝ぼけたような空気なんて微み塵じんもない。スッキリした顔してるし、きっと昨日はよく眠れたんだろう。良かった。

「おはよう！」

　声をかけたら、こっちを見て眩まぶしそうに目を細める。私、窓まど際ぎわに居たから、朝日が眩しかったかな。さりげなくベッドの方に移動しながら、バザールの話を切り出してみた。

　だってさ、日本に戻れる可能性も出てきたし、そう思ったら急に……少し、この世界での思い出も欲しいなって、そう思えてきたんだもの。港町のルディではたくさんの思い出ができた。この砂さ漠ばくの町でも、せっかくバザールなんて面おも白しろいものがあるんだから、ちょっと楽しんだっていいよね？

「せっかくだから、賑やかなこの町もたくさん覚えておきたいんだよね」

　そう素す直なおに言ってみたら、アルバはなぜか僅わずかに目を見開いた。

「そう……だな、いいんじゃないか？」

　少しの間ぼんやりしているみたいに見えたアルバから了りよう承しようの言葉が出て、私のテンションも自然と上がる。

「じゃ、さっそく行こ。この町の朝のバザールって、十時には閉まっちゃうんだって」

　なんせここは砂漠の町。バザールはまだ温度が上がりきらない午前中と、日が沈しずみ始める夕方からの限られた時間しか開かい催さいされていないらしい。

　浄じよう化かの旅で寄った時も、この前転移で逃にげてきた時も、深夜に到とう着ちやくして翌朝のバザールで必要なものを買い込んでそのまま町を出発したから、実はそんな事も知らなかったんだけれど。お風呂を借りるついでに宿屋の女将おかみさんにバザールに行くつもりだと話したら、注意事じ項こうを色々と教えてくれたんだよね。

「十時……もうあと一時間ちょっとしかないな」

「そう、だから朝ご飯のついでに下見して、夕方からしっかり見たらいいんじゃないかな」

「なるほど。じゃあ、行くか」

　すぐに支度したくを始めてくれたアルバとは真逆なのがハクエンちゃん。ベッドの上でとてつもなくダラ～ンとだらけ切っている。興味なさそうだったし、さては行かないつもりなのかな。

「ハクエンちゃん、どうする？」

「オレは行かぬ」

　あ、やっぱり。

「昨日の町で辟へき易えきした。オレが一緒だとお前たちも行動に制限が出るだろう、オレはこの宿でゆるりと涼すずんでおく。気にせずに行くがいい」

　あらま、昨日お店でひと悶もん着ちやくあったの気にしてたんだ。

「あ、でも宿の人が部屋の掃そう除じとかには来るかもよ？」

「あの忌いま々いましい植物の効果も抜ぬけたからな、もう魔力のコントロールは万ばん全ぜんだ。力は弱くともこの宿の者から姿を隠かくすことくらいはできる」

「わかった。じゃあハクエンちゃん、このお部屋からは出ないでね」

「いいだろう」

　大だい丈じよう夫ぶだろうとは思いつつ、賢けん者じやサマから耳打ちされた「さりげなくハクエンちゃんの行動に制限をかける方法」を実じつ践せんする。

　たぶんこれで、お部屋からは出られなくなった筈はず……なんだけど、あんまりあっさりとハクエンちゃんが応じるから、かえって本当に効力があるのか心配になっちゃうな。

「行こうか」

　そうこうしているうちにアルバの準備も整ったらしい。振り返ったら、鮮あざやかな青いターバンを無造作に纏まとったアルバが立っていた。

　う……わ、かっこいい。さすがに元砂漠の民たみ、尋じん常じようじゃなく似合ってる。

　こう言っちゃなんだけどさ、ターバンって卑ひ怯きようだよね。余計にかっこよく見えるのってなんでなんだろう。鮮やかな青と、浅黒い肌はだ、涼やかな目元が異様にマッチしてる。……思わず、見み惚とれてしまった。

「完全武装だね。どうしたの、そのターバン」

　ちょっと気き恥はずかしくて、素直にかっこいいとは言えなかった。

「ああ、昨日、宿に戻る途と中ちゆうで懐なつかしい色を見つけたから買っといた」

　聞けば砂漠の民は部族によって色が違ちがうターバンを纏うらしい。このあたりではめったに見ない鮮やかな青のターバンを店先で見つけて、つい懐かしくなって買ってしまったんだと、アルバは照れたように笑った。……故郷にはつらい思い出しかないって言ってたけど、やっぱり愛着があるんだね。そう思うと、なぜか私も嬉しくて。

　だって、生まれて育って、たくさんの時間を過ごした場所だもの。僅かでも、意識しなくても、こうして故郷のものを愛いとしいと思える方がいいような気がするから。

「キッカもこれを被かぶるといい。まだ朝だとはいえ、外はもうかなり陽ひ射ざしがきつい筈だ」

　アルバが同じ色のターバンを私にもかけてくれる。

　女性はヴェールのようにふんわりと纏うだけなんだって。柔やわらかいのに肌に触ふれるとサラサラ気持ちよくて、私もすっかりこの衣い装しようが気に入ってしまった。きっとこの町の乾いた風が通ると、ふわりと舞まって綺き麗れいだろう。楽しみだなあ。

「似合ってる」

　私を見て、アルバが嬉しそうに笑ってくれたのが、嬉しいような恥ずかしいような。思わず視線をアルバから外したら、頭上でシャラリと涼やかな音がした。

「？　何？」

「これで固定するんだ」

　どうやら音の出所は繊せん細さいな飾かざりがたくさんついたティアラみたいなものだったみたい。これでターバンを固定するのが彼の部族の習慣なんだって。慣れていないからか、私の髪を触さわる手の動きがぎこちない。見上げたら真しん剣けんな顔でティアラと格かく闘とうしている顔が見えた。

　うわ……こんな、息いき遣づかいまで聞こえるほど近い距きよ離りって、はじめてなんじゃないかな……。

「うん。綺麗だ」

　なんて褒ほめてくれたけど、照れくさくってもう視線すら合わせられなかった。




「さすがに強きよう烈れつだな」

「うん、慣れないよね」

　宿屋の扉とびらから出たとたん、吸い込む空気が既すでに暑い。朝の九時近くでこの暑さなんだもん、そりゃ日中になんか出歩きたくないよねえ。バザールの時間設定も納なつ得とくってもんだわ。

　それでも町の人たちは慣れたもので、このくそ暑い中を颯さつ爽そうと歩いて行く。夜はもっとみんなのんびりと、特に目的もなく食べ歩いているような人も多かったけれど、この時間は買い付けや買い出し目的が大多数のようで、あちらでもこちらでも値切ったり交こう渉しようしたりと忙いそがしい。

　ああ、夜と朝では屋台も違うんだ。夜は食べ物類や衣類、アンティーク、お土産みやげ物なんかも多かったけれど、今は武具や宝石類、お肉、野菜と言った素材ものもたくさんある。果物くだものも色とりどり、砂漠でもこんなにたくさんの食材が揃そろってるんだもの、砂漠地方最大の町っていうのも納得だな。

　ん？　この果物って……。

「見て見てアルバ。これってアルバの好きなサンシュの実じゃない？」

　バザールの屋台の軒のき先さきに鮮やかな緑の果実を見つけて、思わずテンションが上がる。このところちょっと元気がないように見えるアルバも、もしかしたらこの爽さわやかなサンシュの実の香かおりで復活するかも。

「お、珍めずらしいな」

「そうだよね、サンシュって砂漠地方で採れるものじゃないって言ってたものね」
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「……覚えてたのか」

　少し驚おどろいたように目をみはって、アルバが嬉うれしそうに微笑ほほえむ。そりゃあね、だってアルバが自分のこと話すのって結構珍しかったんだもの。たしか冒ぼう険けん者になってから、故郷を遠く離はなれた町で初めて口にした果物だって言ってたのよ。砂さ漠ばくでは見たことがない水分の多さ、その瑞みず々みずしさに感動したって。

「なんだい、サンシュが好きなのかい？　いいのが入ってるぜ、買っていくかい？」

　陽気なおじさんが夏ミカンみたいにおっきなサンシュの実を誇ほこらしそうに掲かかげる。柑かん橘きつ系の香りが漂ただよって、砂っぽい空気に急に爽やかさが加わった気がした。

「買えばいいじゃん、宿屋で食べてもいいし、日持ちするから持っていくにも丁度いいよ」

「……そうだな。じゃあ小さいのを五、六個見み繕つくろってくれないか？」

「お、奥さんのお許しが出たかい？　サービスしとくよ！」

　果物屋のおじさんの何気ない言葉に、アルバの肩かたがピクリと反応する。次いで、急に顔がぱあっと真っ赤になった。おお、レア！

　いつも割と感情表現は薄うすめなのに、思いっきり照れている。アルバでもさすがに夫ふう婦ふ扱あつかいは恥ずかしいのか、とちょっと面おも白しろかった。まあね、年ねん齢れい的にも結けつ婚こんしていてもおかしくない年だし、アルバとは二年も一いつ緒しよに旅をした仲だ。そう見えてもおかしくはないのかも知れない。

　チラリと私を見て、アルバの顔はさらに赤みを増したけれど、大丈夫、私別に怒おこってないよ。行きずりのお店の人に誤解されたくらいで、別に実害はないもの。

「い、いや、俺たちは夫婦というわけではなく」

　それでもアルバは律りち儀ぎに誤解を正そうとしてくれている。真ま面じ目めだなあ。

　果物屋のおじさんは、そんなアルバと私の顔を交こう互ごに見て、不思議そうに首を傾かしげた。

「でもよう、そのターバン……」

　言いかけたおじさんに、アルバが慌あわてた様子でなにやらごにょごにょと耳打ちする。すると、おじさんは突とつ然ぜんアルバの肩をバンバンと叩たたきながら笑い始めた。

「そーか、そーか、頑がん張ばれよ！」

　いきなり上じよう機き嫌げんになったおじさんが、紙かみ袋ぶくろにガンガンとサンシュの実をつめこんで、「サービスだ！」とアルバに押し付ける。真っ赤な顔のままアルバが受け取るのを、私は見守るしかなかった。なんなんだ、いったい。

「ほい、姉ちゃんにはコレだ！　肌がつるつるになるぜー」

　そう言って、私には搾しぼりたてのジュースをサービスしてくれる。この爽やかな香りはサンシュのジュース？　こんなにサービスしちゃって、おじさん今日は大赤字なんじゃないかなあ。

　その小さな事件がよっぽど恥ずかしかったのか、その後のアルバからはバザールをいくら廻めぐろうといつもの歯切れのいい返事がもらえない。

　アルバの意外な繊細さを、私はその日、思いがけず知ることになったのだった。
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　ハクエンの洞どう窟くつを攻こう略りやくして宿に戻もどった、その夜。

「明日すぐに次のポイントに向かうのか？」

　そんな俺の問いに「うー……ん」と呟つぶやいたっきり、キッカはそのまま寝ね落おちしてしまった。

　無理もない、ここ数日はずっと獣じゆう王おうのダンジョンの中で、ゆっくりと落ち着いた睡すい眠みんなどとれなかった。もちろん休む時には賢けん者じやが結界を張ってはくれるが、魔ま物ものが結界の横を通り過ぎていく中で熟睡できるような強心臓の主はそうそういないだろう。

　少しでも安眠できればいいが。

　俺はキッカを起こさないように細心の注意を払はらって、その華きや奢しやな体に毛布をかけた。

　キッカの腕うでの中でハクエンがちょっとばかり恨うらめしげな目をしていたけれど、苦笑いでそのままにする。ダンジョンでもいつもキッカが抱だいて寝ていたし、本当に嫌いやならハクエンの性格上黙だまってはいないだろうから、多分問題ない。

　少々暑いかも知れないが、我が慢まんしてもらうとしよう。

　諦あきらめたように目を閉じてあくびをしたハクエンの頭が、そのままコトンとシーツに落ちた。どうやらハクエンも相当に疲つかれていたらしい。

　平和な二人の寝顔を見ていたら、俺にも猛もう烈れつな睡魔が襲おそってきた。いったん眠ねむ気けに気付いてしまうともうあくびが止まらない。考えるのはもう明日でいいだろう、さっさとひとっ風ぷ呂ろ浴びて、今日だけは俺も気を張らずにゆっくり休むとしよう。




「おはよう！」

　目を開けて起き上がった途と端たん、キッカの嬉しそうな顔が目に飛び込んできた。朝日の爽やかな光と相あい俟まって、なんだか眩まぶしい。朝が弱いらしいキッカは、寝起きはたいてい不機嫌だというのに、今日だけはなぜか笑顔が輝かがやいている。

「ああ、おはよう。よく眠れたみたいだな」

「うん、昨日は寝落ちしちゃってゴメンね。おかげさまでめっちゃ気持ちよく眠れた」

　すでに朝から風呂にも入ったらしく、まだ少し濡ぬれた髪かみを乾かわかしているキッカの横で、ハクエンが大あくびで伸のびをするという、なんとも平和な光景だ。こんな日があるなら、旅をするのも悪くない。

「ふふ、アルバも良く眠れたみたいだね」

「ああ、よく寝たな。久しぶりにキッカよりも寝ね坊ぼうしちまった」

「ひと言多い」

　そう言いながらもキッカは楽しそうに笑っている。本当に機嫌がいい。

「ねえ昨日さ、すぐに次のポイントへ行くのかって聞いたよね」

「ああ」

「まだルッカス様たちが追い付いて来るようなタイミングじゃないでしょう？」

「港町のルディとこのユレイの町は大陸のほぼ端はしと端だからな、追い付くどころかあとひと月は猶ゆう予よがあるだろ」

「だよね。じゃあさ、今日はちょっと屋台とかバザールとか見てもいい？　浄じよう化かの旅の間は、ゆっくりできなかったし……せっかくだから、賑にぎやかなこの町もたくさん覚えておきたいんだよね」

　すぐには言葉が出なかった。

　キッカはもう、彼女の世界へ帰れると確信して、それを前提に話をしている。だからこそ、この世界の思い出を求めているんだろう……まるで、旅行者のように。




　キッカがいなくなる。

　キッカは、いなくなるんだ。

　その言葉だけが、まるで呪じゆ文もんのように頭の中でこだましていた。
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「……前に来た時にも思ったけど、本当に鬱うつ蒼そうとした森ね。これ、樹海っていうのかな」

　辺りを見回せば、そこは昼なお暗く、生き物の気配を感じさせない深い森。賑やかなバザールを堪たん能のうした私たちが、翌朝転移で向かったのはそんな場所だった。

　この樹海は次なる三魔将の一人、不死王グレンの縄なわ張ばりなんですって。

　魔王たちが封ふうじられてから千年が過ぎた今でも、近きん隣りんの村の人たちはこの森を恐おそれ、特に夜は絶対に足を踏ふみ入れないらしい。

　森に入れば呪のろわれる、気がふれる、そう戦せん々せん恐きよう々きようと語られるのも理解できてしまうほど、この森には異様な空気が漂っている。だって、樹の幹は異様にねじ曲がっているし、なぜか森の奥の方へ向かって引っ張られるように枝を伸ばしてる。ぼこぼことした瘤こぶや節が目立つし、葉の色も全体的に暗くて重いし、さらに蔦つたがからまっているからか余計に気味悪い。

　ついさっきまでいた砂漠とは打って変わって湿しめった空気、深く淡あわく霧きりが立ち込めて、気分だっておのずと暗くなる。鳥の声すらしない、風が樹々の葉を揺ゆらす僅わずかな音だけがざわざわと不ふ穏おんに響ひびく中を、私たちは黙もく々もくと歩いていた。魔物どころか普ふ通つうの動物すら出ないから、まあ落ち着いて歩けるんだけど、なんせ刺し激げきがない。

　気味悪い樹海を歩くだけって割と嫌よね。ハクエンちゃんによると、浄化ポイントからしばらく歩いた先に、樹き々ぎに隠かくされるように不死王の城があるらしいんだけど。

「ねえ、ハクエンちゃん。あとどれくらい歩くの？」

「さほどかからん。黙ってついて来い」

　不死王のお城の場所を知っている。そう豪ごう語ごするハクエンちゃんは、よどみない足取りでトコトコと歩を進めている。

「不死王はハクエンちゃんみたいにお城を隠したりはしてないのかな」

「黙って歩けと言うのに。……まあ、あやつはむしろ、嬉き々きとして城に呼び込むタイプだな」

「えっ」

「霧が薄うすい部分をよく見てみるがいい。まるで道のようにひとつの方向だけ霧が薄い……まるで誘さそわれているようだろう」

　慌てて周りを見回すと、確かに霧には強弱がある。今まではハクエンちゃんの可愛かわいいシッポばかりを目印に歩いていたから気が付かなかっただけなんだ。

　アルバも若じやつ干かん眉まゆを顰ひそめながら霧の薄い部分、その指し示す先を睨にらんでいた。

「なるほど、少しでも周囲を把は握あくしたければ霧が薄いところを歩かざるを得ないからな。自動的に城に案内されちまうわけか」

「おおかた人間をからかいすぎて、呪われるだのなんだの噂うわさがたったんだろう。ヒトごとき放ほうっておけばよいものを」

「ちょ……だんだん怖こわくなってきたんだけど、不死王ってどんなヤツなの？」

「もう着く。自らの目で確かめればよかろう」

　面めん倒どうそうにハクエンちゃんが指し示したその先に、まるで樹々に飲み込まれるように、蔦に覆おおわれた古城が現れた。石を積み上げて作られた堅けん牢ろうな城じよう壁へき。黒々とした鉄てつ格ごう子しの門もん扉ぴ。その奥にそびえるのはひび割れ、錆さびつき、蔦がからまり、みるからに荒あれ果てた朽くちた城。

　めっちゃ怖い。

　私、こういうホラーっぽいの苦手なんだよ……！　なんかほら、意味もなく怖いじゃない。

「ねえ、古城だからしょうがないかも知れないけど、廃はい墟きよ感すごすぎない？　ホントにこんなとこに不死王が住んでるの？」

「オレはあの忌いま々いましい賢者と違ちがって軽けい々けいに噓うそはつかん。そもそもこの城は千年前からこうだぞ。あやつの趣しゆ味みでわざわざ意い匠しようを凝こらした造りにしてあるそうだ。……酔すい狂きようなことだ」

「あ、悪趣味……！」

「なんでも……あんてぃーく？　とか言ったか……古くさいものが良いいらしい」

「いやいや、これはアンティークとは言わないから！」

　思わずツッコミを入れたら、「文句は本人に言え」と一いつ蹴しゆうされてしまった。フン、と鼻を鳴らして気だるそうなままハクエンちゃんは門扉に躊ちゆう躇ちよなく近づいていく。

　ああ、そんなにズンズン進まなくても……ハクエンちゃんにとっては不死王は旧知の仲で、この城も単に懐なつかしいくらいのものかも知れないけどさ、普通この外観はためらうよ？

　もう少しこう、心の準備とかしたいんですけど。

「俺が先に行こう」

　私の足が鈍にぶったのを察してか、アルバが先に立ってくれた。これまではしんがりで後方の安全を確保してくれてたんだけど、さすがにここはその広い背中を見ながら進みたい。やっぱりちょっと安心するもんね。ホッとして、脱だつ力りよくしたのがいけなかったのか。

　いきなり。

　重々しい、空気を震ふるわせるような軋きしんだ音が響き渡わたる。

　漂ただよう霧の中で威い容ようを放つ鉄格子の門扉が、ゆっくりと開いた。

「ご苦労」

　ハクエンちゃんが事も無げに言うけれど。

「誰だれもいない！　誰もいないよ!?」

　ハクエンちゃん、いったい誰に言ってるの!?　門が開いたのに、誰もいないじゃん！！！　なんなの、このホラー感！　自動ドアでしたーとかふざけた事言ったらシメてやるんだから！

「キ、キッカ、割と苦しい……」

　押し殺したような声に顔をあげれば、アルバが苦く悶もんの表情を浮うかべていた。

「あ、ごめん」

　恐きよう怖ふのあまり、アルバのマントを思いっきり引っ張っちゃってたみたい。そのせいで首が絞しまっていたらしいアルバは、私がマントを手放した途端、ゴホゴホと咳せき込んでしまった。

　本当に申し訳ない。

　体を丸めて咳き込むアルバの背中を一いつ生しよう懸けん命めいにさする。しばらく背中をさすっていたら、ようやくアルバの息が整ってきた。やっと背筋がシャンと伸びたアルバが、私をまじまじと見つめてニヤリと笑う。

「まさかキッカがこんなに怖がりだとはなあ。普段は気ィ強いのにな」

　くう～……思いっきり笑われたじゃないのよ！　不死王グレン、超ちようムカつく！

「落ち着いたなら行くぞ」

　ハクエンちゃんの容よう赦しやない言葉に、ぷりぷり怒おこっていた心が一いつ瞬しゆんでシュンとしおれる。

　うう～、行きたくないなあ。こんな怖いところだとは思わなかったよ。樹海はまだ薄うす暗ぐらくって霧が濃こいだけでそこまで怖くはなかったんだけど、このお城、めちゃめちゃ圧あつ迫ぱく感かんあるよ。

「ハクエン、この城は魔ま物ものは出るのか」

　なかなか足が前に進んでいかなくて二の足を踏んでいたら、珍めずらしくアルバがハクエンちゃんに話しかけた。

「無論わんさか出る。オレのダンジョンと同程度にはな」

「そうか……」

　呟つぶやくと、なぜかアルバはターバンを頭から外し、ベルトに通して、外れないように固定する。

「ほらキッカ」

　ここを持てとばかりにターバンの端はしを私に見せてくれるってことは。なるほど、賢かしこい。さっきみたいに私がビビるたびに、いきなりマントを引っ張られたら困るってことだろう。

「悪いな、魔物が頻ひん繁ぱんに出るなら安全のために両手は空けておかざるをえない」

「ありがとう。とりあえず何もないよりは安心する」

　不思議なもので、ホントにターバンの端っこを持つだけで、ちょっと心が落ち着いた。この手て触ざわりの良さが安心を生むんだろうか。

「くくく……まるで犬の散歩だな、情けないものだ」

　ハクエンちゃん、酷ひどい！

「ヘナチョコ聖女、準備ができたならば先へ進むぞ」

　憎にくまれ口をたたきながら、ハクエンちゃんはさっさと門扉をくぐる。「じゃあ、行こうか」と声をかけてくれるアルバに、ひとつ大きくうなずいて、私はゆっくりと一歩を踏み出した。

　アルバの背中に隠れつつ、ビクビクキョロキョロと辺りを警けい戒かいしながら進むと、ものの数秒で門扉にたどり着く。……当たり前だけど。

　よどみなく進むアルバに引き摺ずられるように門扉をくぐると、いきなり、ガシャーン！　と派手な音を立てて門扉が閉まった。もちろん門扉の側そばには人ひと影かげすらない。

　最悪だ。絶対にここの主あるじは訪問者の恐怖を煽あおることを楽しんでる。

「……キッカ」

　アルバの苦く笑しようする声に、ハッと我われに返った。

　うう、ごめん。いつのまにかまたマントまで引っ張ってたよ……。

　目をそらし、吹ふき出しつつも「大だい丈じよう夫ぶだ」と背中をポンポンと叩たたいてくれるのが、申し訳ないやら情けないやら。これじゃあダメだと気合を入れなおした私の目に、さらに信じられないものが映る。たった今通り過ぎてきたばかりの門扉の傍そばの松たい明まつに、いきなり灯あかりが灯ともった。

「……え？」

　見間違い？　と思って見直すよりも早く、足元の石いし畳だたみに置かれたライトが、門扉から城までひとつ、またひとつと次々に灯っていく。

「うひゃああ!?」

　なにコレ。なにコレ。灯ったのも、明るいライトじゃないのよ！

　なんか薄ぼんやりした、紫むらさきのライトだし。城へ導くみたいにゆっくりと灯っていくのが殊こと更さらに恐怖を煽る。私は早くも若干涙なみだ目めになってきたというのに、悪趣味な演出はここからが本番！　とでも言いたげだ。アルバ、言っとくけど「おお！　すげえな」って感心してる場合じゃないからね？　多分城に入ったらもっと色々仕し掛かけられてるに決まってるんだから。

　ホントもう、不死王グレン、趣味悪すぎじゃないの!?

　でも、どんなに嫌いやでも怖くても、あの城に入らないと話が進まない。

　だって、この世界に閉じ込められたまま、理り不ふ尽じんに「結けつ婚こんしろ」だの「子供を産め」だの言われる方がどう考えたって千倍嫌だもの。そうよ、逃にげ腰ごしになってる場合じゃない。

「……よし」

　自分のほっぺたをパンパン！　と思いっきり叩いて、気合を入れる。威容を放つおどろおどろしい城を、キッと睨んで息を整えた。

「お、吹っ切れたか。そうこなくちゃ」

　アルバが面おも白しろそうに笑う。

「なによ」

「いや、その方がお前らしい。さ、行こう」

「やれやれ、ようやく腹が据すわったか。面めん倒どうなことだ」

　フンと鼻を鳴らして、トコトコと歩を進めるハクエンちゃん。そして、右手に抜ぬき身の剣けんを握にぎったまま、アルバがその後に続く。そして私は、アルバのターバンを握りしめたまま、慎しん重ちように彼らの背中を追っていた。腹を決めたところで、怖いものは怖いんだから仕方ない。城の扉とびらの前に立った途と端たん、重じゆう厚こうな扉がこれまた嫌な音を立ててゆっくりと開く。

　もちろん扉を開けた人なんかいないけど！　多分そうだろうって思ってたから、そう簡単には驚おどろかないんだからね！

　自分に言い聞かせて、一歩、また一歩と進んでいく。石造りの城に、自分たちの足音だけがやけに響ひびいてそれすらも怖かった。

「あやつの寝しん所じよは、たしか城のてっぺんだ」

「そこまでの最短ルートを案内できるか？」

「無論だ」

「ガイドがいるのはありがてぇな。頼たのむぞ、ハクエン。あとで美味うまい肉、食わしてやるよ」

「……フン」

　無視したつもりかも知れないけど、ハクエンちゃん、シッポが嬉うれしそうに揺ゆれてる……。それを見てニヤニヤ笑ってるアルバも込みで、なんとも平和だ。

　怖い、怖い、と思っていた心がちょっとだけ元気を取り戻もどした。

「お前可愛かわいいなぁ、キッカが気に入るのもわかる」

「ふざけるな、人間ごときに愛めでられるいわれなどないわ」

　いつの間にやらなんとなくアルバとハクエンちゃんって仲良くなってない？　アルバったら、最初はあんなにハクエンちゃんのこと警戒してたのに。

「ちなみに不死王ってどんなヤツなんだ？」

　アルバの問いかけに、トテトテと忙せわしなく動いていたハクエンちゃんの足が、急に歩みをとめた。お耳がぴくぴくと動いて、シッポも先だけがフニ、フニ、と上下に小さく揺れる。

「どうした？」

「いや……ううむ、ひとことでは言い表し難がたいヤツでな。表現に困る」

　相当濃いキャラのハクエンちゃんにそう言われるっていったいどんなヤツなんだろう。

　まあ、こんな悪あく趣しゆ味みな城をつくるくらいだし、嫌なヤツなのは確定だけど。

「……まあ、よく言えば一いち途ず、ではあるか」

　しばらく悩なやんだハクエンちゃんが口にしたのは、なんとも意外な人物評だった。

　それ以上は情報をくれなかったハクエンちゃんの道案内で、私達は少しずつ城の内部を進んでいく。荒あれ果てた城はもちろんまったく人ひと気けはなく、静せい謐ひつな空気が漂ただよっていた。

　城に入った瞬間の感想は「あ、意外に明るい」で、両サイドに広がる廊ろう下かは窓から柔やわらかな光が差し込んでいて、内部まで侵しん入にゆうしてきている蔦つたも恐きよう怖ふを煽ると言うほどでもない。

　せっかくホッとしたのに、ハクエンちゃんが「こっちだ」と指し示したのは、複雑な意い匠しようが凝こらされた重厚な扉だった。

　そして、またも導かれるようにその重厚な扉がゆっくりと開く。

　現れたのは、コンサートホールみたいに大きな空間。きっと大広間だろうこの場所は、豪ごう奢しやなシャンデリア、壁かべや天てん井じようにまで装そう飾しよくが施ほどこされている。暗がりの中、この廊下からの僅わずかな光で映し出されたものを見ただけでも、この城がこだわりを持って作られているのがわかる。

　光が届かない奥の方は当然暗いから見えなくて、正直ここに入っていくのはちょっと怖い。

「これって扉が閉まったら真っ暗だよね。これまでみたいに灯りがつくのかな」

「何とも言えないな。カンテラをつけておいた方がいいかも知れない」

　テキパキとカンテラに火をともし、アルバは先へと進む準備を整えていく。さすが凄すご腕うで冒ぼう険けん者、動きに無む駄だがない。でもさあ、無理して暗いところを進むことなくない？

「ねえ、あの明るい廊下の方からはいけないの？」

「単に遠回りなだけだ。どうせ同程度に暗い場所は通ることになるぞ」

　絶望しかない。

「聞いただろ？　怖い思いをする時間が増えるだけだ、最短で進もう。その方が魔ま物ものとの遭そう遇ぐう率も低い筈はずだ」

「わかってるけど」

　そりゃ正論だよ。それでも嫌だからゴネているというのに。でもアルバの主張が正しいのは百も承知だから反論もできない。私は悲しい気持ちを抑おさえつつ、目の前の茶色に手を伸のばす。

「……なにをする」

「だって怖くて」

　ハクエンちゃんのモフモフを求めて抱だき上げたら、半目で睨にらまれた上、大きなため息をつかれた。よし、これは嫌だけど仕方ないから諦あきらめた時の表情だ。どうやら抱っこで一いつ緒しよに行ってくれるらしい。ありがとう、ハクエンちゃん。ハクエンちゃんのあったかい体を抱っこしてなら、暗くら闇やみもちょっとは怖さが薄うすれるかも知れないね。そう思ったのに。

「だめだ、おろしてやれ」

　なのに、なんとその野望はアルバによって阻はばまれてしまった。

「なんでよー」

「さっきから恐怖にかられた時のお前の馬ば鹿か力ぢから、シャレにならねえ。いくら獣じゆう王おうといえど、こいつは今は子供だ。さすがに可か哀わい想そうだ」

　真ま面じ目めな顔で、言ってることまあまあ酷ひどくない!?　私、そこまで馬鹿力じゃないし！

「き……貴様！　見くびるな、オレは貴様に心配される程ほど、落ちぶれてはおらぬ……！」

　アルバに思わず反論しようとしたけれど、お耳もおヒゲもふさふさシッポもビンビンに立ててフーッと唸うなっているハクエンちゃんを見たら、なんか気持ちがおさまってきた。

　そうだね、なんか可哀想だね。私、自力で頑がん張ばるわ。




　やっと気持ちが落ち着いて、いよいよ大広間へと足を進めた。

　案の定、私たちが部屋へはいると同時に、扉が音を立てて閉まる。今度は「逃がさないぞ」とでも言いたげに、驚くほどの勢いで閉まったのが嫌な感じだ。

　しかも、今度は部屋の灯あかりはつかなかった。闇の中をアルバのカンテラの僅かな灯りだけで進んでいく。この広大な大広間を照らすには、その灯りは小さすぎて、ぶっちゃけ足元が見えるだけ。はなはだ心もとない。あの豪奢なシャンデリアの灯りがあれば、さぞ明るくって華はなやかだろうに。

「カンテラを用意しておいて正解だったな」

「フン、そういえば夜目も利きかぬのだったな。ヒトとはことごとく不便なものよ」

　ハクエンちゃんの嘲あざけりをうけつつ、大広間の中ほどまで進んだ頃ころだった。

　急に、目の前に大量の白い靄もやが立ち込めて、　見る間に人の形をかたどっていく。ボンヤリと不確かな顔に浮うかぶのは、三日月みたいに口角が吊つり上がった、気味の悪い笑えみ。耳みみ障ざわりな、金切り声とも狂きよう笑しようともつかない声がこだまする。

「ゴーストか！」

「ここは亡ぼう霊れいの住処すみかだからなあ」

　二人の会話が、まるで海の中から聞こえるみたい。アルバの剣がゴーストをすり抜けて、アルバが「チッ」と悔くやしそうに舌打ちする。

　空を自在に舞まうゴーストたちが、アルバの身体からだに纏まとわりつくように群がって……。

「くっ……キッカ！　浄じよう化かの加護を……」

　アルバが振ふり返ったところまでは、覚えている。




「あああああああああああ！！！！！！」




　気がついたら、喉のどから、自分のものとは思えない叫さけび声が迸ほとばしっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ！　もう大丈夫だから！」

　アルバの声が聞こえる。

「なんという凶きよう暴ぼうな女だ！」

　ハクエンちゃんの声も、聞こえる。

「もうゴーストはいない、もう浄化しなくてもいいんだ！」

　無意識に浄化の魔法を連発していた腕ごと後ろから抱き竦すくめられて、ふと私は我われに返った。事態が飲み込めなくて呆ぼう然ぜんとしていたら、頭の上でホッとしたようなため息が聞こえてくる。

「私……」

「良かった、正気に戻ったか」

「良かった、じゃないわ！　たかがあれしきのゴーストに浄化を乱発しおって！　流れ弾だまでオレの自じ慢まんの毛皮がちょっぴり焦こげたではないか！」

　激しくご立腹のハクエンちゃんを「まあまあ」と宥なだめて、アルバが私の顔を覗のぞき込む。

「お、ちゃんと目の焦しよう点てんもあってるな。上等、上等」
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　白い歯を見せて破顔すると、アルバは腰こしのポシェットから小ぶりなタオルを取り出して、私に投げてよこした。

「涙なみだも鼻水もすげーぞ、これで拭ふいとけ」

　ええっ!?　マジで？

　アルバがくれたミニタオルでありがたく顔を拭いてみると……なるほど、これは酷い。社会人としてあるまじき醜しゆう態たいだわ。

「もうこやつ、グレンのところに着くまで気絶させておいた方がマシではないか？」

「いや、相手はゴーストだからな、キッカの浄化がないと正直厳しい」

　こっちが顔を整えている横で、ハクエンちゃんとアルバが真しん剣けんな顔でなにやら話しているものだから、ちょっと聞き耳を立ててみれば、ハクエンちゃんの血も涙もない提案にアルバが真顔でそんなことを答えていた。

　待ってよそれ、ゴーストじゃなかったら気絶させといた方がマシって意味だよね。二人とも割と酷くない？

「ううむ、攻こう略りやくするとなると意外に厄やつ介かいだな、グレンの奴やつめ。オレの牙きばも実体のないものにはさほど役に立たぬ」

「ハクエンは浄化の加護を授けてもらうわけにはいかないしな」

「不ふ愉ゆ快かいだが、あのイヤミな賢けん者じやを呼びつけて露つゆ払はらいをさせるというのはどうだ？」

「それは最後の手段だろう、俺は自力でなんとかしたい。頼たよりっきりは信条に反する」

「オ、オレとて彼奴きやつになど頼りたくはないわ！　オレはただ、つ、露払いをだな」

「だろ？　ズルしねえで頑張ろうぜ」

　ハクエンちゃんの頭をモフモフと撫なでて、アルバがよいしょと立ち上がる。完全にハクエンちゃんを押している……アルバ凄すごいな。

　感心して見ていたら、アルバが私の視線に気付いて僅かに目を細めた。

「落ち着いたみたいだな。キッカ、そろそろ行けそうか？」

「行くわよ。浄化がないと正直厳しいんでしょ」

　若干睨みつつそう答えれば、アルバは「悪いな」と悪びれもせず笑い返してきた。

「戦せん闘とう時に剣に浄化の加護さえかけてくれれば、あとは俺が責任持って倒たおすから」

　任せとけ、と微笑ほほえまれればさすがに文句は言えなかった。

　気合を入れなおして、薄うす気き味み悪わるい城を黙もく々もくと進んでいく。行く手を阻むように結構な頻ひん度どで出現するゴーストは、宣言通りにアルバが殲せん滅めつしてくれた。ゴーストに遭そう遇ぐうするたびに、私は悲鳴を上げつつアルバの剣に浄化の加護を与あたえるだけ。

　なんとか大広間を抜ぬけ、蔦つたの生おい茂しげる中庭を抜けたら二階への階段が現れる。

　だだっ広い一階とは打って変わって、二階は迷めい路ろのように入り組んだ狭せまい通路が折れ曲がりながらどこまでも連なっているような……そんな空間だった。そして、魔ま物ものも徐じよ々じよにゴーストに加えてゾンビやグールといった形あるものが増えてきている。

「キッカ、下がってろ！」

「私も戦う！　大丈夫よ、もう慣れた！」

　私を制するように叫ぶアルバに、私も負けじと怒ど鳴なり返した。

　本当は怖こわい。足が震ふるえる。

　でも、もう黙だまってはいられなかった。だってアルバ、顔色がどんどん悪くなってるじゃないの。さっきから、アルバに群がるゴーストのいくつかが、まるでアルバの体に溶とけ込むような妙みような動きをしていた。あれってもしかして、アルバに精神攻こう撃げきを仕し掛かけていたんじゃないの？

　だってそうやってゴーストを体に受け入れるたびに、アルバは苦く悶もんの表情を浮かべている。泣きそうな顔の時もあれば、怒おこったような顔の時も、絶望したようにうなだれることも、何かを叫ぼうとして慌あわてて自分で口を押さえることさえあった。

　感情が抜け落ちたように呆然とたたずんだ後、ハッと我に返ってまた剣を振るうアルバに、申し訳なくて泣きたくなる。私が怖がって役にたたないから、アルバがひとりで頑張る羽目になってるんだ。ゴースト系に一番効果があるのは、私の浄化の魔法だろうって考えなくたってわかるのに。ごめんアルバ。私、甘えてた。

「ゴーストは任せて！」

　こちとらこれでも聖女だ。浄化のための魔力なら無む尽じん蔵ぞうといっていいほどふんだんにある。こうなったら、厄介なゴースト系全部、出るそばから浄じよう化かしてやろうじゃないの。

　憔しよう悴すいした顔のアルバの前に躍おどり出て、私は思いっきり浄化の魔法をぶっ放す。

　ゴーストの群れから、ぞっとするような金切り声が響ひびき渡わたった。

　うわぁお、一気にゴーストが光になって消え去ったし。怖がってないで、最初っからこうしとけば良かったんだな。

「キッカ……！　大丈夫だ、俺がやる……！」

「あほう、下がっておれ、青あお瓜うりのような顔の癖くせに。姿ある亡もう者じやなど、オレの牙でも屠ほふれよう」

　ハクエンちゃんが、アルバに襲おそいかかろうとしていたグールを一撃でしとめた。さすが獣じゆう王おう、小さな体でもなかなかの攻撃力だ。それを見て安心したのか、アルバはよろよろと足元をふらつかせながら、石いし畳だたみの床ゆかに座り込んだ。本当はとっくに限界をこえていたんだろう。

　残りのゴーストとグールをハクエンちゃんと協力して倒した時には、アルバは床に伏ふして肩かたで息いきをしていた。こんなになるまで無理をさせてしまったことに、後こう悔かいの念が浮かぶ。

「ごめん、アルバ。すぐに回復と浄化、するね」

　普ふ通つうだったら回復だけで充じゆう分ぶんな筈はずだけれど、あんなに何体もゴーストが体に入ったり出たりしていたんだもの、もしかしたら見えてないだけで一体くらい体に残っていたりしそうだし。

　めったにないアルバの青ざめた姿に、そんな不安すら湧わいて来る。

　一刻も早く楽にしてやりたくて、私は一心に、浄化の祈いのりをささげた。







[image: 【その城で】俺は今、何を言った……？　Ｓｉｄｅ．アルバ]




　キッカが回復と浄化の魔法をかけてくれている間にも、俺の精神力はゴリゴリと削けずられていた。

　肉体的には大きな傷など負っていない。

　ゴーストたちはどうも魔力を吸収しようとしていたようだが、俺はもともとが剣士だ。魔力など微び々びたるもので吸収されようとされまいと問題などない。ただ。ゴーストたちは俺の体に入ってくるたびに、嫌な記き憶おくをよびさまし、不安をかきたてるような幻まぼろしを見せてくる。




　父が、母が、妹が、魔物に襲われ、命を落としたあの時。

　いきなり孤こ児じになり、路上をさまよった不安な夜。

　生きるために冒ぼう険けん者になり、ひとりで魔物と対たい峙じした恐きよう怖ふ。

　砂さ漠ばくを渡る途と中ちゆうで砂すな嵐あらしに巻かれ、埋うもれて死にかけた旅路。

　そのせいで方向も見失い、ただただ渇かわき、飢うえ、孤独にさいなまれた、生々しい記憶。




　冒険者として腕うでをあげるまで、何度も死にかけた時期の幻げん影えいばかりが何度も脳のう裏りで再生されて、まるで追体験するようにその時の恐怖が俺の心をむしばんでいく。

　不思議と浄化の旅の幻はでてこなかった。俺の人生の中であの二年間は、割と落ち着いた時期だったと言えるんだろう。初めて他人と一いつ緒しよに旅をして、命を助けられたことも何度もある。イヤミな奴らもまざってはいたが、聖女であるキッカを守ると言う目的は一いつ致ちしていたから、俺はなんだかんだでその点ではあいつらを信用していた。

「どう？　歩けそう？」

「ああ、おかげでだいぶマシになった」

　行こう、と声をかけて歩き出す。俺を守ろうとでも思っているのか、キッカは率そつ先せんして俺の前を歩き始めた。

　五階、六階と階数が上がって、スケルトンやリビングデッド、ブラッディハウンド、ウィスプ、リビングアーマーと強力なアンデッドモンスターが増える中、ゴーストだけは必ずと言っていいほど一緒に現れ、地味に俺の精神力を削っていく。敵を倒しては先を急ぐ道中、キッカの細い肩を見下ろしながら、俺はその肩に手を伸のばしたい衝しよう動どうと何度も闘たたかう羽目になった。

　なんせ死にかけた記憶と同じくらい頻ひん繁ぱんに見せられたのは、目の前にいるキッカの幻だ。




　王城で装そう飾しよく品を自ら剝はぎ取って、俺たちの前からいきなり姿を消した瞬しゆん間かん。

　目にいっぱい涙なみだを溜ためて、「私は絶対、日本に帰る」と月に向かって呟つぶやく姿。

「帰る方法が見つかったの!?」と跳はねる程ほど喜んだ笑顔。

　彼女が「さよなら」と微笑む幻影。




　キッカが彼女の世界へ帰るんだと思い知った時の絶望感が、それらの幻とともに胸中をかき乱し、黒い澱おりとなって俺の心を塗ぬりつぶしていく。

　最上階への階段を守るリッチを倒し、体内に入り込んだゴーストを浄化し終えた頃ころには、俺の精神はもはや限界を迎むかえていた。振ふり返ったキッカの顔が、なぜかぼやけて見える。

　行ってしまうのか、キッカ。

　だめだキッカ、帰らないでくれ……。

　そう言い出してしまいそうになる口を、必死で閉じた。

　止めることなどできる筈がない、この二年間キッカがなによりも望んできたことだ。キッカは彼女の世界に親兄弟だって友人だっている、それを捨てることなど彼女は絶対に望まない。

　きっと彼女は帰ってしまう。……そう、帰るのは仕方ない、でも。できることなら。

「キッカ、俺も一緒に、お前の世界に連れて行ってくれ……」

「えっ」

　キッカの驚おどろいた声に、ハッとする。

　ちょっと待て、俺は今、何を言った……？
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「すまん」

　すぐに視線を逸そらして、アルバは青い顔のまま不死王が待つ最上階への階段を上っていく。

　今の……聞き間ま違ちがいじゃないよね。アルバ、一緒に日本に行きたいって……言った？

　あまりにも思いがけない言葉に、私はしばし混乱した。

「どうして……」

　思わず漏もれたつぶやきに、ハクエンちゃんがわざとらしくため息をつく。

「縁えんもゆかりもない世界に一緒に行きたいなんざ、理由はひとつだろう。まぁ、貴様がそれを受け入れねばならんいわれもないがな」

「ハクエンちゃん……」

「あやつにはあやつの思いがある。貴様には貴様の譲ゆずれない物がある。その中で叶かなえてやれる、叶えてやりたいと思うなら、考えてやればよいことだ」

　面めん倒どうそうに前まえ脚あしでお顔をちょいちょいと撫なでてから、ハクエンちゃんは大きく伸びをした。

「そろそろ行かなくて良いいのか？　あの弱り切った状態であやつだけグレンの前に出してみろ。好きなだけ遊ばれてしまうぞ」

「ええ!?」

　危ないじゃない！　私は急いで階段を駆かけ上がる。さすがに最上階へ続く階段はとても長くて、必死でアルバのあとを追ううちにアルバの背中が見えてきた。

　ハクエンちゃんもタタタッと身軽に階段を駆け上がり、あっという間にアルバの足元を追い抜ぬいて行く。なんだかんだ言って、アルバを危ない目にあわせることはないんだろうなぁ。ハクエンちゃんって意外に面倒みがいい。

「おっと」

「待ってアルバ」

　足元を駆け抜けたハクエンちゃんに驚いて、僅わずかに足を止めたアルバに声をかける。

　だってもう階段の終わりはすぐそこだもの。目の前に重じゆう厚こうな扉とびらが迫せまっている。ここからは一緒に行った方が絶対に安全だ。力はそりゃあ削そがれているんだろうけど、不死王グレンってなんか性格悪そうだもの。二人して、また階段を一歩上がった時だった。

「キッカ……？」

　階上から、聞き覚えのある声が降って来る。

「噓うそ……!?」

　足音が聞こえたかと思うと、派手なくるっくるの金きん髪ぱつが揺ゆれながら現れた。

「やっぱり！　なんで居るのよ！」

「っあはははは！　予想通りだな、君は！」

　馬ば鹿かみたいに笑い出すクルクル金髪巻き毛にムカつきつつも、慌あわてて転移を使おうとしたけれど、やっぱりここでは使えない。踵きびすを返して階段を駆け下りようとしたら、胴どうのあたりに太い腕が回されて、いきなり体がふわりと浮ういた。

「悪いが、逃にげるのはあきらめてくれ」

「グレオスさん！　ちょっと、放してよ！」

　ジタバタと足を振り回してもがいても、グレオスさんの腕わん力りよくの前では何の役にも立たない。

「キッカを放せ！」

「ごめん、アルバ……！」

「ふん、今のお前など敵ではない……その顔の青さ、ゴーストにやられたんだろう。ロンドはともかく、お前も意外に精神は脆もろかったということか」

　リーンに魔ま法ほうで縛しばられて、ルッカス様に剣けんを突つき付けられた痛々しい姿で、それでもアルバが叫さけんでいる。アルバを見下ろすルッカス様の冷たい目に、ぞっとした。

　アルバが殺されてしまうんじゃないか、急にそんな不安が胸をよぎる。

　その時だった。

　階段の上にそびえていた重厚な扉が、軋きしむような音をたててゆっくりと開く。

「うるさいなあ」

　この場に似つかわしくないボーイソプラノに、その場にいた全員が動きをとめた。

　視線が集まった先に現れたのは、息を吞のむほど美しい少年だった。透すき通るようなアメジストの瞳ひとみでこちらを見下ろして来るけれど、その美しい顔には何の表情も浮かんではいない。それが、なぜか強きよう烈れつな違い和わ感かんとなって私の心を不安にさせる。

「やっと出て来たか。遅おそいぞ、グレン」

　ハクエンちゃんの言葉に、思わず少年を二度見した。

　この美少年がグレン？　……不死王、グレンだっていうの!?

　あ、でもハクエンちゃんだって仔こ豹ひようになってるんだから、力を奪うばわれて子供になってるのも当たり前なのか。……いやいやでも、『不死王』ってからにはなんかもっとこう……アンデッドっぽい何かだと思うじゃない。もしかしてヴァンパイアとか、そういうオチ？　うん、そうかも。だってびっくりするくらい美少年だもんね。人外、って言われた方がしっくりくるかも。

　不死王が予想外過ぎて、思考が激しく脳内を駆け巡めぐる。

　でも、驚いたのは私だけではなかったらしい。不死王グレンだという少年も、無表情なまま足元の仔豹をまじまじと見つめていた。

「その物言い。もしかしてハクエン？」

「まぁな」

　ふてくされたようにハクエンちゃんがそっぽを向く。途と端たん、少年はけたたましく笑い出した。なのに、なんだろう。顔の表情がなんとも不自然で、それがまた気持ち悪い。顔自体は綺き麗れいな筈はずなのになぁ。違和感の方が勝っちゃうと魅み力りよく的な笑え顔がおからは程遠くなるものなんだって、初めて知ったかも。

　誰だれもが圧あつ倒とうされたみたいにピクリとも動かずに少年を凝ぎよう視しする。気を取られたのかグレオスさんの腕うでの力が緩ゆるんだおかげで、やっと足が地について拘こう束そくを解かれ、私は少しホッとした。できるだけさりげなく、グレオスさんから距きよ離りをとらなくちゃ。

　そんな私の思おも惑わくなど知らない少年は、ハクエンちゃんを指さして楽し気に甲かん高だかい声を上げる。

「あの雄お々おしく美しかった君が、こんなにキュートな姿になっちゃったの!?　まさかそれが封ふう印いんの影えい響きよう!?」

「うるせぇ」

「あははははっ！　人間も随ずい分ぶんと粋いきなことをするねえ。その愛らしい姿なら、きっとあのお方がお喜びになる！」

　ひとしきり壊こわれたように笑ったあと、少年はいきなり真顔でハクエンちゃんを凝視した。

「……ああ、でもそうなったらハクエン、僕は君を排はい除じよしなくてはね。あの人に姿を愛めでられるのは、僕だけであるべきだもの」

　瞳に剣けん吞のんな光が宿った気がして、私は思わずハクエンちゃんを抱だき上げた。

　なんなのコイツ。

　なんなのよコイツ。

　思ってたよりずっとずっとヤバい奴やつじゃないの！

「誰、きみ」

「…………！」

　アメジストの瞳がギョロリとこちらを睨にらむ。その視線が異様で、私は言葉を返せなかった。

　どうしてか、小刻みに手が震ふるえる。それを感じ取ったのか、ハクエンちゃんが私をチラリと見上げて、シッポで腕をやんわりと撫でてくれた。

「そう脅おどすでない。それよりもグレン、今回の器うつわは随分と凝こっておるではないか」

「わかる!?」

　少年はパッと顔を輝かがやかせ、「見て！　見て！　僕、すごく綺麗でしょう!?」と、くるくると踊おどり出す。喜き怒ど哀あい楽らくが激しすぎてついていけない。呆ぼう然ぜんと少年を眺ながめるしかない私の腕の中で、ハクエンちゃんが疲つかれたようにため息をついた。

「ほらぁハクエン、もっとちゃんと見てよ」

「はじまった」

「この銀の髪かみは人毛なんだってさ、生前はさぞ丹たん念ねんに手入れをしていたんだろうねえ。それにこの艶つややかな白磁の肌はだ、指先まで繊せん細さいで美しいだろう？　頰ほおにほんのり紅がさしてあるのも生命感があっていいと思わない？」

「あー、すごいすごい」

「この瞳はね、ガラス玉なんだけどまるで宝石のように透とう明めい度が高いだろう？　人の技術の進歩は素す晴ばらしいよねぇ。このドレスシャツもシルクの滑なめらかな光こう沢たくが美しいし、リボンタイとズボンに黒のベルベットを選せん択たくしたのも好感がもてる。このバックルに使われているのは本物の宝石だそうだよ。人形自体の美しさもさることながら、着ているものの素材まで一級品、作り手の執しゆう念ねんが透けて見えるようだと思わない？」

　少年の言葉にさっきからの違和感がやっと腑ふに落ちる。この子、生身の体じゃないんだ。

　ビスクドールっていうのかな、生きているみたいに美しい、お耽たん美びなお人形がいるじゃない。たぶん、ああいうお人形をどうやってか動かしているんだわ。まさか、ゴーストの親玉だったりするのかな。ならば、あの気味悪さも納なつ得とくだ。完全に自分の世界に入って滔とう々とうと自らを讃たたえまくっている少年を呆然と見ていたら、ハクエンちゃんが私の手をカリ、とひっかいた。

「おい、グレンが正気付くと厄やつ介かいだ。今のうちにあの忌いま々いましい賢けん者じやを呼んでおけ」

「あ、そっか」

「オレがあやつの気を逸そらしておいてやろう」

　確かにルッカス様たちも呆あつ気けに取られている今なら、邪じや魔まが入らない。私はハクエンちゃんを階段にそっと下ろす。皆みんなの視線が不死王に集まっているのをいいことに、アルバのいる方へさりげなく距離をつめながら、賢者サマから貰もらった通信用のペンダントを取り出した。

「ねえ、ハクエン。綺麗でしょう？　あのお方はきっと喜んでくれると思うんだ」

「貴様は千年経たってもかわらぬな。いつも忙いそがしそうで楽しそうだ」

「当たり前じゃないか、人も随分進歩したからね、近ちか頃ごろじゃ人形の方がよほど美しい。あのお方がいつ目覚めてもいいように、もっともっとたくさん綺麗なものを集めておかなくちゃ」

　二人のやりとりを横目で見ながら、密ひそかに賢者サマを呼ぼうとペンダントを口に当てたとき、突とつ然ぜん白い華きや奢しやな手が、私の腕をぐっと摑つかみ上げた。

「いったい何のつもり？」

　クルクル金きん髪ぱつ巻き毛……！　それはこっちのセリフだ、邪魔しないでよ。

「手を放して、今あんたに構ってる場合じゃないのよ」

「不ふ愉ゆ快かいな茶番はこれくらいにしてよ。煙けむに巻こうったって、もう逃がすつもりはないから」

　いつになく真剣な顔のクルクル金髪巻き毛に、不覚にも圧倒されてしまった。摑まれた腕が思いのほか痛い。こいつに、こんな力があったなんて。

　でも、私の腕をきつく摑むクルクル金髪巻き毛の腕を、横から撫なでる手があった。

「ああ……なんて理想的な器だ」

　ぞっとするような声が、美しいビスクドールの口から洩もれる。

　いつの間に近づいて来たのか、不死王の瞳は、うっとりと見み惚とれるようにクルクル金髪巻き毛を見上げていた。その透き通った瞳が、なぜかすごく空そら恐おそろしい。

「とてもいい……とてもいいね、君。美しい容姿。白磁のような肌。金糸のような髪。まるでお人形のように美しいというのに、心は猜さい疑ぎ心しんでいっぱいだ」

「ひっ……」

　クルクル金髪巻き毛の細腕をなぞっていた不死王の手は、いつの間にか移動して彼の頰を愛でるように撫でている。美少年のようにしか見えない不死王を、なぜかクルクル金髪巻き毛は恐きよう怖ふに満ちた目で凝視していた。不ぶ躾しつけに触さわりまくる手を払はらうでもなく、硬こう直ちよくしたみたいに動かない。

　この少年が不死王だと認にん識しきしているわけでもないだろうに、やっぱり、本能的に怖こわさとかを感じるんだろうか。

「ああ、声も好みだ。これだけ素晴らしい器ならば、あのお方もきっと喜んでくださる……」

　圧に押されるように一歩後ろに下がったクルクル金髪巻き毛に、不死王は容よう赦しやなく詰つめ寄っていく。まるで吸い寄せられるように。

　階段に足を取られて、クルクル金髪巻き毛はそのまま尻しりもちをつくように階段に倒たおれ込んだ。

　おお！　不死王グッジョブ！

　おかげ様でクルクル金髪巻き毛から自由になったよ！　賢者サマを呼ぶなら今じゃない!?

　不死王、もうちょっとクルクル金髪巻き毛を愛でててちょうだい！

「おや？　君、僕の眷けん属ぞくに随分と可愛かわいがって貰ったようだねぇ。随分と陰いんの気が濃こくなっている。彼らが見せる幻げん影えいは、とてもよくできているだろう？」

　ニヤニヤと薄うすら笑いを浮うかべる不死王を横目で見ながら、私はペンダントを口に当てる。

　賢者サマ、お願いします！！！

「ああ、ゴーストたちはとてもいい仕事をしたようだねぇ。美しい器に、暗くら闇やみのような中身。素晴らしい作品に仕上がっている。中身が虚うつろな人形も趣おもむきがあるけれど、君の闇はそれ以上だ」

　クルクル金髪巻き毛に鼻先を突つき合わせるほどに顔を寄せて、不死王はうっとりと呟つぶやいた。

「ねぇ、君をちょうだい？　きっとあの方が笑ってくれると思うんだ」

「ひぃっ」

「ロンド！　何を遊んでいる！　さっさと聖女を連れてこっちに来い！」

　しびれを切らしたようにルッカス様が叫さけぶ。その時だった。

「おー、殺さつ伐ばつとしてるねえ」

　吞のん気きな声まるだしで、賢者サマが現れた。

「賢者サマ！」

「お待たせー。で、これどういう状態？」

「せっかく不死王のいる階まで来たのに、こいつらが邪魔するの」

「あー、なるほど」

「それよりも、ねぇ、アルバがゴーストにやられて酷ひどく具合が悪そうなの。早く封印を解いて、さっさと退散したいんだけど」

　そう、よく考えたら封ふう印いんさえ解ければ、不死王にもクルクル金髪巻き毛達にも用なんかないのよ。さっさと封印を解いて、逃にげるが勝ちなんじゃない？

「封印を解く……？　どういう意味だ」

　ルッカス様が声を荒あらげる。今日はさっきから随分と短気だ。いつもはもっと何考えてるかわからない笑え顔がおの時が多いのに。一いつ瞬しゆん不思議に思ったのが悪かったのか。

「ああ、魔王をね、ちょっと復活させようかと思って」

「け、賢者サマ！！！！！」

　なにサラッと言っちゃってんの!?

　コイツらにそんなこと言ったら、全力で止められるに決まってるじゃない！

「馬ば鹿かなことを……もう良いい、グレオス、キッカを捕ほ縛ばくせよ」

　忌々しそうにルッカス様がのたまったのとどちらが早かったのか。この暗く薄気味悪い城に、高らかな笑い声が響ひびいた。

「ああ、今日は人生最高の日だ！　こうしちゃいられない、君、さっさとその器から出て行ってくれないかい？」

「う……うあああっ!?」

　不死王のアメジストの瞳ひとみが怪あやしく光り、同時にクルクル金髪巻き毛の体が宙に浮かんでいく。足をバタバタと動かし、苦し気に呻うめいて、両の手はもがくように首のあたりを搔かきむしっているのは……もしかして、不死王がやっているの？

　顔がどんどん青くなっていくんだけど、ちょっとコレ大だい丈じよう夫ぶなの……？

「ちょ、ちょっと……」

「グレオス！　キッカはあとだ、その小こ僧ぞうをなんとかしろ！」

　さすがにあまりに苦し気なクルクル金髪巻き毛の様子に不安になったけれど、ルッカス様も危機を感じたのか、急にグレオスさんに指令を下す。

　グレオスさんは一瞬だけ私を悲しそうな目で見て、さっと踵きびすを返した。

　手慣れた様子で瞬時に不死王を羽は交がい締じめにしたけれど、その途と端たんに不死王の体がダランと力を失って、グレオスさんもつられて体のバランスを崩くずしかけている。

「でかした、グレオス」

「じ、自分はまだなにも……」

　まるで命を失ったかのように急に体の力を失い、虚ろな瞳になった少年の姿に、グレオスさんは焦あせった様子だ。……強こわ面もてだけど、本当は優やさしい人だからなぁ。

「危ない、危ない。もうその体はいらないよ、だってこの子の方がずっといいもの」

「や……やめ、やめろ……！　やめてくれ……！」

「そうそう、君は中身も含ふくめて素晴らしいんだったね。一いつ緒しよにあの方の元へ行こう？」

　な……なに、なんなの？　クルクル金髪巻き毛に、濃い紫むらさき色いろの靄もやがまとわりついている。

　さっきの美び貌ぼうの少年とは似ても似つかない、まるで骸がい骨こつのような靄。

　それが、クルクル金髪巻き毛の口をむりやりこじ開けて、煙けむりとなって体の中に入っていく。

「ロンド！　リーン、魔ま法ほうで何とかできないのか！」

　ルッカス様の叫びにハッとした。あまりのおぞましさに体が硬直していたけれど、きっと私の浄じよう化かが一番効果が高い筈はず。いくらクルクル金髪巻き毛が嫌いやな奴やつでも、さすがにこれは放ほうってはおけないもの。浄化の呪じゆ文もんを唱えようと、私は必死で精神を集中し、口を開いた。

「やめとけ」

　その口が、いきなり後ろから押さえつけられた。

　アルバ？　どうして……！

「今は我が慢まんしろ、封印を解くのが先だ。そのあとに浄化しても十分間に合う」

「まあその方が得策だろうな。グレンの性格からして、気に入りのオモチャは異様に大事にするからな。あの金髪にも傷ひとつつけるまい」

　後ろから体を伝って聞こえるアルバの声に、今度はハクエンちゃんの声が加わった。

　確かに二人の言うことはもっともかも知れないよ。

　でも、でも……！　あんなに恐怖に満ちた顔してるのに。

「ははははは！　やっと体に入れた。抵てい抗こうするからちょっと時間がかかっちゃったじゃないか。それにしても、なんと心ここ地ちいい……やっぱり君は極ごく上じようの器うつわだ」

　頭上から、上じよう機き嫌げんのクルクル金きん髪ぱつ巻き毛の声が降ってくる。でもその内容は、もはや不死王のものとしか思えないもので。高く持ち上げられていた彼の体はゆっくりと降りてくるけれど、表情は既すでに不自然で、見たこともないような笑みだった。

　怖い。

　ねえ、これ本当に大丈夫なの？　完全に乗っ取られたりしないの？

　アルバに引っ張られるように階段をのぼりながら、私はクルクル金髪巻き毛と不死王が気になって仕方がなかった。

「ああ、最高の気分だ！　ねえ賢けん者じや殿どの、さっさとあのお方の封印を解いてよ。早く、早くこの素す晴ばらしい体を見せてあげなくちゃ」

「あーはいはい、魔王ね。君の部屋の魔ま法ほう陣じんを解放しないとねえ」

「早く早く！　あのお方と無理やり引き離はなされて、誰だれも来ないこの城に繫つなぎ留められてさぁ、僕がどれだけ寂さびしかったか。あのお方ともう一度あいまみえることだけを信じて、千年も待ったんだ。もう一秒たりとも待ちたくないよ」

　不死王の言葉とともに、私の目の前で厳いかめしく重そうな扉とびらが、驚おどろくほどの勢いで開く。不死王の「待ちきれない」という気持ちに、まるで呼応するみたいに。

「わかったわかった、そこが君の部屋だね。さあ、封印を解こう」

　賢者サマが苦く笑しようする。その顔を見て、私もキリリと唇くちびるを引き結んだ。そうね、一刻も早く封印を解いて、そしてクルクル金髪巻き毛を解放すればいいんだもの。今はそれに集中しよう。

　私はアルバと頷うなずきあって、共に不死王の部屋だという荘そう厳ごんな部屋に足を踏ふみ入れた。足元でハクエンちゃんのシッポが揺ゆれるのが頼たのもしい。

「僕らも行こう」

　部屋に入る賢者サマの後ろから、満面の笑みのクルクル金髪巻き毛……いや、不死王が、跳はねるようについてくる。

「待て！」

　その、不死王の腕うでをルッカス様がしっかりとつなぎとめた。

「貴様……何者だ！　ロンドをどうした……！」

「バカなの？　今の話の流れでわかるでしょう、不死王グレンって……聞いたことない？　美しき魔王の、忠実なる駒こまだよ」

　凄せい絶ぜつな笑みを浮うかべて、不死王は優ゆう雅がに膝ひざを折り、流れるような仕草で礼をした。

「君の駒は貰もらい受けた。ほら、もうこんなに彼の体に馴な染じんだよ、僕が存分に使ってあげる」

「ばかな……！」

「信じる必要などないよ、僕が信じて欲しいのはあのお方だけだもの」

　にっこりと、不死王が笑う。不死王の腕を摑つかんだままのルッカス様の手に、不死王が右手を伸のばした途端、ルッカス様は弾はじかれたように手を放した。その顔は青ざめていて、口とは裏腹に不死王を恐おそれている様子なのが感じられる。

「そうだ、ねえ賢者殿。どうせさぁ、君のことだからなんか都合のいい仕事だけさせて、また僕らを封じるつもりなんでしょ」

「まあ、そうだね」

　あっさりと、賢者サマは頷いた。残ざん酷こくにも聞こえるその返事に、不死王はちょっとだけ眉まゆを下げて微び笑しようする。

「まあいいさ。それであのお方に会えるんだったら、僕はそれでいいんだ。便利に使われることだって、別になんてことない」

「話が早くて助かるね」

「その代わりと言っちゃなんだけど、次に封じる時はあのお方と一緒に封じてよ。もう僕らにたいした力はないんだもの、別に問題はないんじゃない？」

「考えとくよ」

「ありがとう。僕はねえ、あのお方さえいれば、ただそれだけでいいんだ」

「知ってるよ、君ならそう言うだろうと思ってた。じゃあ、始めよっか」

　賢者サマが部屋の奥に足を進めた。

「グレオス！　リーン！　奴らを止めろ！」

　ルッカス様の号令で、グレオスさんが一いつ瞬しゆんで賢者サマたちとの間をつめ、斬きりかかる。その剣けんを受けたのは、アルバだった。

「悪いな、グレオス」

「なぜ邪じや魔まをする！　今の話が本当なら、奴らは魔王を復活させようとしているんだぞ！」

「キッカが元の世界に帰るのには必要なことだ」

　ルッカス様が、リーンが、グレオスさんが。一いつ斉せいに私を見る。まるで、信じられないものでも見るみたいな目で。

「本当よ、私は魔王を復活させる」

　だからこそ私は、はっきりと宣言した。

「キッカさん、ダメだよ！　魔王が復活したら、きっとこの世の総すべてが魔に侵おかされる。昔、文ぶん献けんで見たんだ」

「知ってるわ。でも、この千年に渡わたる浄化で魔王はもう無力化されている筈はずなの」

「相手は魔王だぞ！　そんな保証がどこにある！」

　ルッカス様が声を荒あらげる。その言葉に、私は反論できなかった。だって保証は……きっと誰にもできない。

「保証なんかねえよ。だが、千年の間あんたたちが、異世界から聖女を攫さらってまで浄化し続けてきた土地じゃねえか。その効果で獣じゆう王おうだって今やこんなにチビになってんだ。魔王とやらも力を削そがれてると考えるのが妥だ当とうだろ？」

「獣王……これが？」

「ああ、そうだ！」

　ルッカス様に答えるとともに、アルバがグレオスさんの剣をはじき返した。

「魔王を復活させることでキッカの願いが叶かなうなら、俺は絶対に躊ちゆう躇ちよしない！」

　アルバ……！

「もしも魔王が世界を害するようなら、その時は俺が命に代えても責任をもって倒たおす。……それだけの覚かく悟ごあってのことだ」

　アルバが、そこまでの決意を持って、同行してくれていたなんて。

「調子に乗るなよ、アルバ。貴様ごときに魔王をどうこうできるわけがなかろう。グレオス、お前はアルバを！　リーンはあのローブの男をなんとかしろ、封ふう印いんを解かせるなよ！」

「ああ、煩うるさい」

　ルッカス様の叫さけびに呼応するようにクルクル金髪巻き毛……いや、不死王の声が小さく聞こえた瞬間。ルッカス様の体が吹ふっ飛んだ。

「ルッカス様！」

「人間ってさあ、自分たちに都合が悪いかもって可能性を、容よう赦しやなく排はい除じよするよねえ。まだ起こってもいないことをあれこれ心配してさあ。ばっかみたい」

　壁かべに凄すごい勢いでぶつかって、力なく床ゆかに転がったルッカス様に、リーンは必死で回復魔法をかけている。呻うめき声が聞こえるから、リーンの回復魔法でなんとかなるレベルだろう。

「アルバ！　この者たちは危険だ、わからないのか！」

　グレオスさんが鬼おにの形相でアルバに叫ぶけれど、アルバは固く唇を引き結んだまま答えようとしない。意を決したようにグレオスさんがアルバに斬りかかろうとした時、賢者サマがゆっくりとこちらを振ふり返った。

「やれやれ、ここは僕に任せてもらった方が無難だね。君たちがいると話が進まない」

　突とつ然ぜんの爆ばく発はつ音。

　もうもうと立ち上がる煙けむりの先には、大きく穴が空いた壁。その外には、どんよりと曇くもった空が広がっている。

「乱暴で悪いね、先に龍りゆう王おうの封印の場所に行っててくれる？」

　相変わらずの吞のん気きさで、賢者サマが笑う。

　突風が私の体を持ち上げて、気が付いたらその壁の穴から外に放ほうり出されていた。

「うわああああ!?」

「貴様！　乱暴すぎるだろうぅぅぅ！！！」

　アルバとハクエンちゃんも、一いつ緒しよに空に放り出されている。ちょっとコレ死んじゃうパターンじゃないの!?

「もうそこ、城の外だから転移できるよー、頑がん張ばって！」

　ちょっと賢けん者じやサマ────！　だとしても酷ひどいよ、これは！

「アルバ！　私とハクエンちゃん、捕つかまえて！」

　アルバに向かって必死に手を伸ばす。体のどっかが接せつ触しよくしてた方が、絶対にうまくいく。こんな場所で一緒に連れて行き損そこねたら命に関かかわるもの。アルバの手が私の腕を摑んで、同時にハクエンちゃんのシッポを握にぎり込んだ瞬間、私は必死で転移の呪じゆ文もんを唱えた。







[image: 第九章　私は、どう思っているんだろう]




「うわっ」

「いたっ」

「ギャフッ」

　ドサドサドサッと重たい音をたてて、私たち三人は港町ルディの町はずれに着地していた。

「お……も、い……死ぬ……」

　もとい、うまく着地できなくて、重なり合って落ちていた。ごめん、ハクエンちゃん。下した敷じきにしちゃって。

「貴様……殺すつもりか」

「ごめんごめん、ていうか思わず転移しちゃったけど、物もの凄すごい険悪な雰ふん囲い気きのまま置いてきちゃって、大だい丈じよう夫ぶだったのかなあ」

「あんなもん、グレンが動きを止めておる間にあのムカつく賢者が封印を解いて一発だ。だがあやつらも退たい屈くつしておったのだろうから、少々遊びたいだけだろう」

「ちょっと、それ大丈夫なの」

「貴様らがあの場におる方が、無む駄だに深刻な雰囲気になって互たがいに引けぬであろうが。人間とは本当に面めん倒どうなものだ」

　そう言われるとぐうの音もでない。アルバも気まずそうな顔してるとこ見ると、私と同じ気持ちなんだろう。

「まぁ、あの場はあやつに任せよう。それよりも、一体どこに跳とんだのだ？」

「潮の匂においがする。海の近くだろう」

　不ふ機き嫌げんそうに毛づくろいするハクエンちゃんを抱だき上げながら、アルバがキョロキョロと辺りを見回す。もうすっかり仲良しなのね、あなたたち。

「ルディに跳んだの。賢者サマが龍王の封印の場所に行くようにって言ってたから」

「そうか、三魔将の居城か」

「あー、アレヒアルの祠ほこらがある……昔は人など住めぬ、岩いわ肌はだだらけの土地であったがな」

　ん？　今、ハクエンちゃん、祠って言った？

「もしかしてハクエンちゃん、今度も龍王の居場所、わかるの？」

「いや、無理だな。地形が変わりすぎてどこが祠か見当もつかぬ」

　そう言いながらもハクエンちゃんは、なぜかちょっと懐なつかしそうに目を細めた。

「人がどれだけ居城の近くに来ようとも、縄なわ張ばりの景色を変えようとも気にも留めぬとは、なんともあやつらしい」

　意外だ。三魔ま将しよう、三人が三人とも、想定外な感じなんだけど。

「へー、大おお雑ざつ把ぱなヤツなのか？」

「うむ、あやつは我われらや魔王よりもよほど長い長い時を生きておるジジイだからな、何事においても鷹おう揚ようだ。魔王なんぞ孫くらいにしか思っておらん。猫ねこっ可愛かわいがりに甘やかしていたぞ」

「ますます龍王のイメージが摑つかめないんだが」

　だよねえ。魔王をデロデロに甘やかす龍王とか、想像の域をこえてる。

「まあ、会えばわかる。祠の入り口さえ分かれば、内部は案内できる。さっさと行くぞ」

「祠の入り口か。伝承か何か残っているといいがな」

　ハクエンちゃんの洞どう窟くつの入り口は浄じよう化かポイントのかなり近くだった。

　不死王の居城は浄化ポイントから割と歩いたところにひっそりと建っていた。

　龍王の祠は、いったいどこにあるんだろう。

「ねえハクエンちゃん、昔の地形なら、祠の場所がわかるの？」

「む？　まあおおまかならわかるだろう」

　その答えに、私は決意した。

「よし、じゃあ領主様のお屋や敷しきへいこう」

　領主様だったら、古地図を持っているかも知れないもの。

　そもそも領主様には先日ご迷めい惑わくをかけてしまったけれど、一いつ介かいの冒ぼう険けん者だと思っていた時点で、身を挺ていして守ろうとしてくれた御ご恩おんは忘れられない。娘むすめさんの病気をもし私が治すことができたら、少しは御恩返しができるかも知れないし。

「だが……少し町で様子を窺うかがってからの方がいいんじゃないか？」

「どうして？」

「俺とお前が今、この町でどういう扱あつかいになっているかわからないからな」

　どういう扱いって……と首を傾かしげかけて、思い当たる。そっか、そりゃあそうだよね、ルッカス様たちに軟なん禁きんされてたって言うのに、領主様の館やかたから転移で逃にげたんだもん。戻もどってきたら捕ほ縛ばくしろとか、そんな命令が下されていたっておかしくはない。

「確かに、町を歩くのもこのままじゃまずいかもね。認にん識しき阻そ害がいの魔法をかけておくわ」

　速そつ攻こうで認識阻害の魔法をかける。これで私やアルバは顔の造作から別人に見えている筈はずだし、ハクエンちゃんもただの猫に見えているだろう。ユレイの町でも、ハクエンちゃんに認識阻害の魔法、かけてあげればよかったんだな。私ってバカだ。

　密ひそかに自分にため息をついてから、私はもう一度しっかりと顔をあげる。

「それならなおさら、領主様のお館へ直行しよう。私たちに関わる人は少ない方がいい」

　本当は、ヴィオにだって会いたいけど。冒険者『キー・セイバル』として触ふれ合ったたくさんの人たちとも、お話ししたかったけど。

　私と関わったせいで、あとで誰だれかが辛つらい目に遭あうのだけは避さけたいから。

「領主様の娘さんの容態によっては……領主様のお館に行くのも、やめた方がいいかも。賢者サマが合流すれば、祠の場所もわかるかも知れないし」

　散々薬草を納入してきた私としては、ただでさえ娘さんの容態についてはとっても気になる。治せるものなら治してあげたい。でも、そのせいでただでさえ懐ふところ事情も厳しそうで、しかも私のせいで王家にたてつく発言をする羽目になった領主様がこれ以上目の敵かたきにされるようなことがあったらと思うといたたまれない。

　娘さんの容態が安定してるなら、このまま姿を現さない方がいいのかも知れないもの。

　でも、そんな消極的な思いは、町で買い物をしている僅わずかな時間で覆くつがえされてしまった。

「娘さん、あまり良くは無さそうだな」

「そうだね、もう薬草も手に入りにくいみたい」

　もともと冒険者にとっては実入りが少ない割には採取に時間がかかる、いわゆる『おいしくない』依い頼らいだった。私がいない今、そんな依頼を好んでやるような冒険者もいないんだろう。

　領主様の人ひと柄がらを知ったからこそ、やっぱりこの状じよう況きようを見過ごすのは申し訳無さすぎる。ものすごく短時間で立ち去れば、なんとかなるんじゃないだろうか。

　聖女としてではなく、認識阻害の魔法で姿を偽いつわって館を訪ねれば、領主様にも面倒な思いをさせずに娘さんの治ち癒ゆができるかも知れない。

「やっぱり……領主様の館に行こう。なんとか娘さんだけでも元気になって欲しい」

「言うと思った。で、どうやって中に入るつもりだ？」

「問題はそこよね」

　正直お屋敷の中でも私が案内された書庫や、軟禁されていた部屋、晩ばん餐さん室みたいに、行ったことのある場所なら転移で入れると思うんだ。でも、娘さんの部屋はわからないから、それを探してうろうろしている時に見つかったら目も当てられない。

　忍しのび込むのはやっぱりリスクが高すぎる。かと言って、正面突とつ破ぱもなかなか難しいよね。だって、私がキー・セイバルとして領主様のお館を訪ねることができるようになるまでだって、三か月以上に渡わたる薬草の納入という実績あってのことだ。

　いきなり訪ねて、得体の知れない旅人を「どうぞ、どうぞ」なんて館に招き入れてくれる筈もない。せめて取り次ぎの方や領主様が興味を持ってくれて、少々怪あやしくても試ためしてみようと思えるような、何かがないと……。

　　　　[image: ]

　領主様に興味を持ってもらうための品物を手に入れるべく、私たちは今、砂さ漠ばくの町ユレイに戻って来ていた。転移でひとっとび、夕方のバザールが始まったばかりらしいユレイの町を忙いそがしく歩いて行く。早く、滋じ養よう分に富んだ特別な品を手に入れないと。

「おう、にーちゃん！」

　聞き覚えのある、威い勢せいのいい声が聞こえて、思わず立ち止まる。振ふり返ったら、たくさんサンシュの実をくれた、あの気のいい果物くだもの屋のおじさんが満面の笑えみで手を振ってくれていた。

「なんだい、そんなに慌あわてて。なんか困ったことでもあるのかい？」

　おじさんの人のよさそうな顔に、焦あせっていた気持ちが少しだけ落ち着いて、ホッとする。アルバも同じ気持ちだったんだろう、私たちは顔を見合わせて、ゆっくりと頷うなずきあった。

「……へぇ、なるほどなぁ。小せえのに、可か哀わい想そうに」

　お世話になった方の娘さんが原因不明の病で、滋養に良いいものを探している。私たちがこの町に来た目的を聞いて、おじさんは一いつ緒しよに肩かたを落とすほど同情してくれた。本当にいい人だ。

「あんた、滋養に良いってんなら、三さん千ぜん華かはどうだい？」

　店の奥から、おじさんとお揃そろいのターバンを纏まとった、優やさし気でふくよかな女性が出てきて、小さなガラスの瓶びんを私たちに見せてくれる。そのガラスの瓶の中には、真っ赤な可愛らしい花が、金色の液体とともに封ふうじられていた。

「なるほど、三千華か。確かに滋養にってんなら、三千華だな」

「そうか、確かに」

　おじさんの言葉に、アルバも深く相あい槌づちをうつ。なにがなんだかわからない私に、アルバと、おじさんと、その奥さんが、三人がかりで三千華が何たるかを教えてくれた。

　なんでもね、普ふ通つう、砂漠の民たみはこれを小さな瓶びんに入れて旅に出るんだって。過か酷こくな砂漠渡わたりで、水や食料が枯こ渇かつした命の瀬せ戸と際ぎわで食するほど、栄養価が高いらしい。

「俺は、砂漠渡りに使う特別なものだと思っていたんだが。確かに栄養は抜ばつ群ぐんだろうな」

　命を救われた、と懐なつかしそうにアルバはガラスの瓶を見つめる。そういえば、まだ日本にいた時、雪山にチョコレートを持っていくって聞いたことあるけど、たぶん似たような感じで、僅かでも高カロリーで栄養が摂とれるとか、そういうものなんだろうね。

「でもねぇ、体の弱い子には薬湯みたいに飲ませたりもするんだよ。肌はだにいいって化け粧しよう水がわりに使う人もいるし、健康のために、って飲んでる人もいるんだよ」

　奥さんの言葉に、アルバも一緒に驚おどろいていた。アルバの認識よりも、もっとずっと生活の中で身近に取り入れられているものらしい。どっちかっていうと、スーパーフードとか、栄養剤ざいとか、ローヤルゼリーとか、あんなイメージの方が近いのかも知れないな。

　見た目も神秘的だし、効能はアルバが身をもって知っている。私達の目的にバッチリ合がつ致ちすると判断し、さっそくその三千華を買うことにした。

　アルバが奥さんにお金を支し払はらっているのを傍そばで見ていたら、後ろからちょいちょいと袖そでを引っ張られた。振り向くと、おじさんがなにやら手招きする。

「あんたら、ケンカしたわけじゃないよな？」

　こそこそと小さな声で話すから、何かと思えば……なぜかおじさんは、とっても心配そうに眉まゆを下げてそう言った。

「まさか。そんなふうに見えます？」

「いや、だが揃いのターバン、纏ってねえからなぁ。もしかしてと思ってよ」

「ターバン？」

　聞き返すと、おじさんは「あっ」と小さく声をあげて、口をおさえた。いやいや、そんな感じだされると、弥いやが上にも気になるでしょ。私の視線に耐たえ兼かねて、おじさんは困った眉のまま、ぽつりぽつりと話し出した。

「いやぁ、砂漠の民にとってよぅ、ターバンってのは特別なんだよ」

「あ、はい。部族によって色や素材も違ちがうって聞きました」

「そうそう。でなぁ、纏い方にも意味があるのさ。あんたら、おんなじターバン身に着けて、おんなじあしらいの留め具使ってただろう」

「あ……」

　もしかして、あの時アルバがつけてくれた、ティアラみたいなアレ？

「ありゃあ、夫ふう婦ふか恋こい人びとか、とにかくそういうのじゃねえとしねえわけよ」

　ぺ、ペアルック的なアレか……！　は、恥はずかしい……！

「あの兄ちゃん、まだ付き合ってねえんだって言うからよう、俺ぁ密かに応おう援えんしてたっていうのによう、今日はターバンすら纏ってねえから」

　なぜかおじさんの方がシュンとしてるんですけど。

「いや、悪かった。なんとなくあの兄ちゃん、俺の若いころに似てんだよ。俺もカミさんになかなか付き合ってくれって言い出せなくてよう。だから、あんたとあの兄ちゃんもうまくいくといいなぁ、って思っちまったから」

　人の好よさそうな笑顔のまま、おじさんはまた私の手に、おまけを握にぎらせてくれる。

「レイトラッシュっていってな、美肌にいいって薬草だ。あの兄ちゃんと仲良くな！」

　全力で応援されている……。

「キッカ、待たせた。さ、行こうか」

　何も知らないアルバが、三千華の蜜みつ漬づけを片手に爽さわやかに笑う。その顔を見るだけで、自分の顔に血がのぼっていくのがわかっていたたまれなかった。

「キッカ、俺も一緒に、お前の世界に連れて行ってくれ……」

　そう言った時のアルバの真しん剣けんな顔が、目の前でちらちらと揺ゆらめく。

　私は……私は、アルバをどう思っているんだろう。

　自問自答する私の脳のう裏りに、ハクエンちゃんの洞どう窟くつから出てきたときの、落ち行く太陽を見つめていたアルバの顔が過よぎった。

　辛つらそうな、悲しそうな顔だったよね。

　まだ、自分の気持ちがはっきりとしているわけではない。……それでも、アルバの悲しそうな顔だけは見たくない。そう、思った。
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「これは珍めずらしい」

「ええ、砂漠でしか採れない三千華という花を蜜に漬けた、貴重な品でございます」

　いま私たちは、砂漠からの行商人を装よそおって、絶賛門番さんを説得中だ。

　転移で一気にユレイに飛んで、バザールで異国感のあるものを見み繕つくろった私たちは、港町に戻もどってくると同時にターバンを身に纏い、何食わぬ顔で行商人としてこの館やかたを訪おとずれた。

　遠く離はなれた砂漠からの行商人が、娘むすめさんの病に効きそうな薬を持ってきたって言えば、興味を示すんじゃないか、というとってもありきたりな作戦だ。頼たのむからうまくいって欲しい。

「年に数度だけ、砂漠に雨が降る時にだけ咲さく、とても貴重な花なのですよ」

「それだけに、栄養価が豊富で滋養に良いい。砂漠の民が広大な砂漠を渡る際に、命を繫つなぐ糧かてとして珍ちん重ちようするものだからな、効果は折り紙付きだ」

　アルバがさりげなくフォローしてくれる。言っていることが真実なだけに、何気なく言った言葉でも説得力があるのがありがたい。いよいよ興味をひかれた様子の門番さんに、私は思い切って直球で勝負に出ることにした。

「実は町で、こちらのお嬢じよう様さまが病弱だとお聞きしたもので、この三千華がお役に立てないかと思いまして」

　お願い、領主様に取り次いで！




　そんなこんなで領主様に取り次いでもらえた私たちは、ありがたいことに今、応接室で領主様と対面させてもらっている。

　久しぶりに見た領主様は少し瘦やせたようで、お顔には色いろ濃こい疲つかれの色が見えていた。それが娘さんの病気を心配してのことなのか、領地経営や財政に関かかわることからなのか、私にはわからない。私やルッカス様一行に関わった心労ゆえの疲ひ労ろうでないことを祈いのるばかりだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　随ずい分ぶんとお顔の色が」

「気にしないでくれ、それよりも件くだんの品を見せてくれないか？」

　無理に笑顔を見せて、領主様がそううながしてくる。やっぱり一いつ介かいの旅人にも丁てい寧ねいな方だ。それだけでもう好感が持てるよね。お忙いそがしい時間を縫ぬって娘さんのために顔を出してくださったんだから、さくっと本題に入ろう。私たちだってそう時間があるわけでもないし。

　私は、アルバと目を合わせ、ゆっくりと頷いて見せた。

「これが三千華の蜜漬けです」

　アルバが、領主様の前に小さなガラスの瓶をコトリと置く。金色の蜜の中にたくさんの紅あかい花が咲いていて、見た目もとても神秘的だ。

「美しいな」

「ま、綺き麗れいな見た目ですがね。俺がこれを勧すすめるのは、本当に効果も高いからですよ」

　アルバの真剣な目に、領主様も僅わずかに身を乗り出して聞いている。

「砂さ漠ばくを渡わたって外の町に行こうと思った時、俺は持てるだけの食しよく糧りようと水以外は、ありったけこれを買いました」

「ほう」

「何度も死にかけて、そのたびにこれに命を救われましたよ。食えなくて、渇かわいて、動けないくらいに疲ひ弊へいした時にも、これを口に含ふくめばまた何キロと足が動かせた。砂漠の民の知ち恵えも馬ば鹿かにできねえって心底思ったんで、本当にこれだけは自信もって勧められるんです」

「それは凄すごいな」

「金はいらないんで、ひとつ、試ためしてみませんか？　領主様もそうとう疲弊してる」

　アルバが思いのほかしっかりと領主様を説得してくれるものだから、私は内心驚いてアルバの話に聞き入ってしまっていた。領主様が、ごくりと喉のどを鳴らしてガラスの瓶を見つめる。執しつ事じのおじいさんがさりげなく手元に置いたスプーンを手に、瓶から紅い花をひとつ掬すくった領主様は、ゆっくりと蜜漬けを口に運んだ。

　蜜に少しだけ唇くちびるをつけて味を確かめた後、僅かの間をおいて領主様はスプーンを口に入れる。私達に「甘いな」と微笑ほほえんで、そのまま花を味わうように口に含んでいた領主様の喉が、やがて大きく動いて、飲み下したことが見て取れた。

「どれくらいで効果がでるものなのかね」

「わりと即そつ効こう性ですよ、腹の中が熱くなってきませんか？」

　アルバにそう言われて、領主様は真ま面じ目めな顔で唇を引き結んだ。目線が一点を見つめているところを見るに、たぶん体の中の感覚を真剣に追っているんだろう。

「……なるほど、これは不思議だ。腹の中もだが、指先が汗あせばんできた」

「ああ、確かに手足が熱くなりますね。なんですかね、血行が良くなってるんですかね」

「ずっと頭が重かったんだが、楽になったようだ。なんとなく、目も開けやすい」

「店主の話では他ほかにも筋肉痛や肩かたこりなんかにも効くらしいですがね、俺の中では疲れ切って死にそうなときに使うもんでした」

「子供にはお湯で薄うすめて飲ませると、甘くて喜んで飲んでくれるそうですよ」

　やっと口をはさめた私に、領主様は「ああ、娘が喜びそうだ」とにっこり笑ってくれた。

　嬉うれしい。きっとこの三千華だけでも、娘さんの体力の底上げになる筈はずだから。

　でも、できれば娘さんに浄じよう化かと回復の魔ま法ほうを試してみたい。もしかしたら、病の根幹を癒いやせるかも知れないんだもの。そう、ここからが本当の勝負だ。私は、思い切って口を開いた。

「この三千華ともうひとつ、砂漠で珍重されるお薬を持参しております。もしよろしければ、お嬢様にぜひお試しいただければと思うのですが」

　領主様にお見せしたのは、果物くだもの屋のおじさんから貰もらったレイトラッシュという、砂漠だけに生える植物。ぱっと見はアロエみたいで、本当に外皮をちょっと剝むくとゼリーみたいなのが出てくるの。本当の効能は美び肌はだとからしいんだけど、領主様にはこれを塗ぬって砂漠に伝わる特とく殊しゆな魔法を唱える事で、娘さんのような病名がはっきりとしない症しよう状じように効果があるとふれこんでみた。なんのことはない、娘さんに会わせてもらうためだけの方便だ。

　もちろん領主様のお肌にも塗ってみて、毒性がないことはご理解いただいたうえで、私たちはついに娘さんの部屋に通してもらうことができた。

「わあ……可愛かわいい猫ねこちゃん」

　そして今、ハクエンちゃんは娘さんの細い腕うでの中で、モフモフモフモフと可愛がられている。憮ぶ然ぜんとした表情ではあるけれど、幼い女の子の少々乱暴な触さわり方でもされるがままに撫なでられてくれていて、ハクエンちゃんは本当に紳しん士しだ。

　いやあ、それにしてもハクエンちゃんを愛いとしそうに撫でている領主様の娘さん、ウェアラートちゃんっていう名前らしいんだけど、ほんっとうに天使のような可愛らしさ！　領主様譲ゆずりの落ち着いた赤毛が窓辺からの光を受けてキラキラと煌きらめいて、それもまた綺麗だ。ただ、その顔色はこの港町では珍しいくらいに白い。っていうか青い。

　それに……不思議な事に彼女には、浄化ポイントで感じたような、不ふ穏おんな空気がまとわりついていた。薄い黒の霧きりみたいに見えるけれど……いったい、なんなんだろう、これ。

「ここのところ特に体調が思わしくなくてね、薬もなかなか手に入らず、この子には辛つらい思いをさせてしまった」

　領主様が、辛そうな顔でウェアラートちゃんの髪かみを優やさしく撫でると、彼女は「大丈夫よ、今日は少し痛みが少ないの」とけなげに笑う。可愛い。できれば少しでも楽にしてあげたい。

「お嬢様、こちらを」

　執事のおじいさんが、湯気の上がるティーカップを手に部屋に入ってくる。どうやらさっきの三千華をお湯で薄めた『三千華ティー』を持ってきてくれたらしい。

　しかも一いつ緒しよに奥様までおいでになって、私たちに丁寧に挨あい拶さつしてくださった。領主様もとても素す晴ばらしい方だけれど、奥様も優しくて優ゆう雅がで、私、密ひそかに憧あこがれていたんだよね。

　ウェアラートちゃんのベッドの傍そばに座り「良かったわね、ウェアラート。旅の方たちがとても美しくて、おいしいお茶を持ってきてくださったのですって」と慈じ愛あいに満ちた目で頰ほおを撫でてあげている様は、まるで聖母のようだ。

　病気の彼女にとって、家族のこの愛情は、なにより心強いものだろう。強い家族愛を目まの当たりにして、私の心は、僅かにピリリと痛んだ。自分の家族の顔が思い出されてちょっとだけ辛い。こんな時に思い出すものじゃないってわかってるのに、ままならないものだ。

　勝手に胸を痛めている私の前で、ウェアラートちゃんは「甘い匂におい」とふんわりと微笑みながら、三千華ティーに口をつける。そして、目をまんまるにして「おいしい、甘い！」と喜んでくれた。その笑顔に、思わず目が釘くぎ付づけになる。

　え、ちょっと待って、なんか早くもウェアラートちゃんの頰に赤みがさしてきたんじゃない？　さっきまであんなに真っ白だったのに！　三千華、すごい……！

「体、ぽかぽかする……」

　にっこり笑う笑顔の可愛いこと！

　ハクエンちゃんと三千華のおかげですっかりウェアラートちゃんの信しん頼らいも得た私たちは、すんなりと彼女の治ち療りようにあたらせてもらえることになった。

　額と両腕にレイトラッシュのゼリー部分を押し当てて、一心に回復魔法を唱える。

　回復魔法と三千華ティーの効果で、落ちていた体力を一時的に取り戻もどせたらしい彼女の顔は、どんどん生気に満ちていった。ただ、彼女を覆おおっている黒い霧だけは、揺ゆらぐことさえない。なんとなくだけれど、彼女の長年にわたる不調は、この薄うす闇やみのような霧が生み出しているもののように思えて仕方がない。それを見て、私は次の工程に取り掛かかった。

　次は、浄化。ウェアラートちゃんにまとわりつく薄闇の霧に向けて、強く、強く祈る。

「あ……」

　ウェアラートちゃんが苦し気な声を上げた。彼女の体がふらりと揺れる。

「ウェアラート!?」

　慌あわてて奥様が彼女の体を支える。領主様も、顔を青くして彼女の元に走り寄った。

　固く閉じた目、苦し気に顰ひそめられた眉まゆ。キリ……と音を立てる程ほど、きつく嚙かみしめられた歯は、彼女の苦く悶もんを如によ実じつに伝えていた。

「やめてくれ！　ウェアラートが苦しんでいる！」

　領主様の焦あせった声が聞こえるけれど。でも……でも、もう少しで霧が。完全に晴れるのに。

「やめろと言っている！」

「にゃう！」

　その時、ウェアラートちゃんを固く抱だきしめる領主様の腕に、ハクエンちゃんがシッポをパシリと打ち付けた。

「にゃうー！　にゃう、にゃん！」

　パシパシと勢いよく領主様の腕をシッポで叩たたいて、ハクエンちゃんが何かを訴うつたえている。一いつ瞬しゆんだけ領主様がそれに気をとられてくれたおかげで、私はウェアラートちゃんの体から、完全に霧を取り払はらうことに成功した。

　ほうっと大きく息を吐はく。そんな私の肩を、アルバの手が労ねぎらうようにポンポンと優しく叩いてくれた。見上げたら、アルバの穏おだやかな黒い瞳ひとみと目が合って、肩の力が一気に抜ぬける。

　ああ、アルバのこの瞳、すごく落ち着いて好きだなぁ……。

　一瞬そんな事を考えた私の耳に、領主様の必死な声が響ひびいてきた。

「ウェアラート！　ウェアラート……大だい丈じよう夫ぶか、ウェアラート！」

　うつむいたままのウェアラートちゃんの体を、領主様が心配げに撫でる。奥様も、目に涙なみだを浮うかべてしっかりと彼女の体を抱きしめていて、私もにわかに心配になった。

　浄化の魔法は決して人体に悪あく影えい響きようを与あたえるものじゃないけれど。でも。

　不安で心臓がバクバクと早はや鐘がねを打ち始めたときだった。

「あ……私……」

　ゆっくりと、ウェアラートちゃんの目が開いた。

「ウェアラート！」

「大丈夫か、体におかしなところはないか？　痛いとか、苦しいとか」

　心配のあまりか、領主様が矢や継つぎ早に質問する。それを、ウェアラートちゃんがきょとんとした顔で見つめ返し「どうしたの？　お父様」と小首を傾かしげた。

「苦しくはないの？　ウェアラート」

　奥様がウェアラートちゃんの頰を撫でながら、顔を覗のぞき込んで様子を窺うかがっている。その顔色は、今やほんのり赤みがさして、決して体調が悪いようには見えないけれど。でも。

　私も、ドキドキと速まる心臓を押さえつつ、彼女の返事をただ黙だまって待っていた。

「ぜんぜんよ、ちっとも苦しくなんかないわ。でも、おかしいの」

「どどどどど、どこがおかしいんだ、言ってごらん」

　領主様もあからさまにてんぱった声だけど、私だって息が止まるかと思った。噓うそ、まさか悪化したとか言わないよね!?

「あのね、体がどこも痛くないの！」

　ぱっと顔をあげたウェアラートちゃんの瞳は、キラキラと輝かがやいていた。

「いままでね、いっつも、たくさん痛かったの。今日だって、お手々も、足も、胸も痛かったけど、頭はそれよりもっと、すっごく痛かったのに、あのお姉ちゃんがお祈いのりしてくれたら、体から痛いのがいなくなっちゃった！」

「ウェアラート……！」

　基き礎そ体力が異常に低くてちょっとしたことでもすぐに熱を出してしまうと聞いていた。痛みを訴えて酷ひどく苦しんで暴れる夜もある、ベッドから起きられる日の方が少ないんだと、領主様も奥様も、とても辛そうだった。その彼女が、はじけるような笑え顔がおを見せている。

「ねえ、ベッドから出てみてもいい!?」

「ああ、もちろん……」

「大丈夫？」

　呆あつ気けにとられたような領主様と、まだ心配そうな奥様に、元気よく「だいじょうぶ！」と答えたウェアラートちゃんは、ベッドから出ると体を思いっきり動かして跳はねたりして見せて「見て！　動いても痛くないの！」とアピールした。領主様と奥様は、それを涙ぐんで見つめている。良かった、本当に良かった……。

「おい」

　いきなり足元から声をかけられて、そっちを見たらハクエンちゃんが飛びついて来た。

「わっ」

　思わず受け止めて抱っこすれば、ハクエンちゃんはひそひそ声でこう言った。

「あの娘むすめ、魔ま力りよくの溜ため過ぎだ。お前が散らしたから、これでしばらくは問題ないだろう。この世界の魔はお前が浄じよう化かしたから、これからは溜まりも少なくなる筈はずだ」

「まさか、それが病気の原因？　体が痛いのも？」

「そうだ。体の中に魔力がため込まれるだろう、それを外に出せずにいればやがて膨ふくれ上がって体の中に納まりきれず、体を圧あつ迫ぱくするということだ」

「なるほど、でもハクエンちゃんったらそんなこともわかるんだ……すごいね」

「似た力を持っていたヤツがいたからな。まあ、あいつは自分の意志で地からグイグイ力を汲くみ取って、むしろ魔の力を生み出してたから、能力のレベルが違ちがうがな」

　ふん、と鼻を鳴らしたっきりハクエンちゃんは黙ってしまった。

　まあ、今は急に元気になったウェアラートちゃんに注目が集まっているけれど、ハクエンちゃんがお話ししてるのに気付かれるとマズイ。おしゃべりはこれくらいにしておこう。

「おっと」

「ご、ごめんなさい」

　部屋の中を走ってみせていたウェアラートちゃんが、勢い余ってアルバにぶつかる。ちょっと照れくさそうにアルバを見上げるその仕草もとても可愛かわいい。ハクエンちゃんによるとそう簡単にはこれから症しよう状じようも出ないみたいだし、ぶつかるくらい元気が出たなら本当に安心だ。

　アルバは、膝ひざをついてウェアラートちゃんに目線を合わせると、緩ゆるく微笑ほほえんだ。

「大丈夫だ、痛みがとれて良かったな。だが今日はもうベッドに戻った方がいい」

「どうして？　私もう元気だよ」

「毎日、ベッドに居る時間の方が長かったんだろう？　急に動き過ぎると疲つかれるからな」

　あっという間にウェアラートちゃんをなだめてベッドに戻してしまったアルバに、ちょっとびっくり。そういえばアルバ、妹がいたって言ってたもんね。女の子の扱あつかいには慣れているっていうことか。

「確かに疲れさせてはいけないね、デイリン、ウェアラートを頼たのんだよ」

「お姉ちゃん、お兄ちゃん、ありがとう！」

　ベッドの中で元気に手を振ふってくれるウェアラートちゃん、マジ可愛い。彼女を儚はかなげに見せていた陽ひに透すける赤毛が、今は元気の象しよう徴ちようのように見えるから不思議だ。表情や仕草が変わると、印象ってこうも変わるんだなあ。

　応接室に戻った私たちに、領主様はなんと、深々と頭をさげてくださった。

「ウェアラートがあんなに元気な姿を見せてくれたのは、本当に数年ぶりだ。感謝する」

「そんな！　頭を上げてください」

　だって、感謝しているのはこっちの方なんだもの。喜んで貰もらえたならそれだけで本ほん望もうだ。

　アルバも「娘さんが元気になって良かった」と純じゆん粋すいに喜んでいるけれど、領主様は悲しそうに頭かぶりを振っている。

「ありがとう。だが……感謝してもし足りぬと言うのに、私はあれほどの術と薬に見合うだけの報ほう酬しゆうを払うことができぬのだ」

　いつの間にかすっかり目の下の隈くまも消えて健康的な顔色になって来た領主様は、さっきとは違う苦く悩のうの表情を浮かべていた。

「あの」

　どう言えばいいんだろう。困ってしまってアルバを見たら、深く頷うなずいてくれる。その控ひかえ目な笑顔に勇気を貰ったような気がして、私は勇気を出して領主様にこう切り出した。

「あの、私たち、最初からお金をいただこうとは思っておりませんでした」

「……なぜだね」

　額を押さえていた領主様が、指の間から私に視線を送る。その眼めは単純に驚おどろいているようにも、一種疑いを持っているようにも見えた。

「私たち、この地域の歴史に興味を持っておりまして、もしお持ちでしたら、この地域の古地図を見せていただきたいんです」

「……古地図、かね」

　領主様の目が、私とアルバを真っ直すぐに捉とらえる。しばらく黙ってそのまま私たちを見つめていた領主様は、ゆっくりと目を閉じて「……よかろう」と呟つぶやいた。




　そのまま連れていかれたのは、今となっては懐なつかしい、領主様の館やかたの奥に位置する書庫。

　入り口にほど近い机の近くで領主様ととりとめもない話をしながら待っていた私たちに、執しつ事じのおじいさんが持ってきてくれたのは、とても大きな古地図だった。

　書庫の奥の扉とびらから取り出してきてくれたみたいで、とても厳重に保管されていたんだろうことがうかがえる。机いっぱいに広げられた古地図を前に、領主様は「この入り江えが、今のルディだ」と丁てい寧ねいに説明してくれた。

　でも、いやはや、空から見下ろしたことなんかないから、ぶっちゃけ説明してもらっても全然わかんないな。あ、でもこの岬みさきはちょっと面おも影かげあるかなあ。

　そんなことを考えていたら、音もたてずにハクエンちゃんが古地図の上に飛び乗って来た。

「にゃ」

　靴くつ下したをはいたみたいに真っ白な前まえ脚あしで、岬の先せん端たんをチョイチョイと指している。

「こらこら、我が家の家宝で遊ばないでおくれ」

「にゃう～」

　ハクエンちゃんを優やさしく抱だき上げた領主様にめげることなく、なおもハクエンちゃんはシッポの先で同じ場所を叩たたいていて、一いつ生しよう懸けん命めいに私たちになにかを伝えてくれているようだった。

「ここ？」と聞くと「にゃうっ」と答える。どうやら岬の先端が、龍りゆう王おうの祠ほこららしい。

「……そこは私が治める土地だ。普ふ通つうに訪ねても入れぬよ」

「えっ」

　領主様が、またもまじまじと私たちの顔を凝ぎよう視しする。

「君たちは、もしや……」

　そう言ったきり、言葉を失ったように黙だまってしまう領主様。私は、急にドキドキしてきた。

　怪あやしい旅人度が一気に増してきたのかな。ああでも娘さんの病気も治したし、古地図も見たからとりあえず目的は達してる。いざとなれば逃にげればいいだけだけど。

　戦せん々せん恐きよう々きようとしつつ領主様を見たけれど、領主様はふっと笑って首を振った。

「いや、やめておこう。君たちは娘の恩人だ、その場所に用があるのならば門を開けておくよ。特になにもない場所だが、興味があるのならば見て行きなさい」

「あ……ありがとうございます！」

「礼を言うのはこちらの方だよ、娘を救ってくれてありがとう」

　右手を出して握あく手しゆを求めてくれる領主様に、私は嬉うれしくなって両手でしっかりその手を握にぎった。領主様、本当に本当になんて素敵すてきな人なんだろう。

「私は……君たちを信じよう」

　去り際ぎわにそうつぶやいた領主様の声こわ色いろは、なぜか重い決意を含ふくんでいた。







[image: 第十章　くそう、人の心を乱しておいて！]




　翌日、領主様のご厚こう意いで、岬の先端に向かった私たち。

　町をでて、なだらかな草原を歩いて行くと、やがて削けずり取られるように切り立った崖がけが見えてきた。約束通り岬に続く門は開いていて、難なく進むことができる。

「あれ？　岬の先端についちゃったけど……なんにもないね」

　崖の下は海で、穏おだやかに波が打ち付けている。

「ねえ、ハクエンちゃん、本当にここなの？」

「場所は間ま違ちがいない」

　憮ぶ然ぜんとした顔されちゃったけど、だってなんにもないんだもん。

　あ、でも。崖から海の向こうを見み渡わたせば、小さな小さな島が見えた。

「あれって……浄じよう化かポイント？」

「それっぽいな」

　アルバも同意してくれる。領主様の書庫で、龍王の城に関する記述を読んではいたけど、勇者との壮そう絶ぜつな戦いで大地が削り取られ、彼の治める城ごと海中に沈しずんでしまった、なんてあの時はとても信じられなかった記述だった。でもこの地形……確かにそんな感じするかも。

　勇者との闘たたかいがある前は、きっとこの岬と浄化ポイントは、地続きだったに違いない。

「龍王の城って、海中に沈んだって伝承があるんだけど、やっぱり本当なの？」

「ああ、その後ジジイが封ふうじられたのがこの下にある祠だ」

「下？」

「上からは見えぬが、波打ち際あたりにそこそこデカい洞どう窟くつがある。海から行くか、崖を降りるかだな」

「マジで」

　最悪だ、ロッククライミングの経験なんか皆かい無むなのに、いきなりこんな崖降りるの!?

　ちょっと泣きたくなってしまったけれど、萎なえそうになる自分を𠮟しつ咤たする。日本に帰るためだよ菊きつ花か、背に腹は代えられない。女は度胸！　やってやろうじゃない！

「よし！　降りよう！」

「いやいや、気合だけじゃ死ぬからな？」

　気が付けば、せっかく両手で握り拳こぶしを作って気合を入れた私を、アルバが呆あきれた目で眺ながめていた。なによ、何もそんな目で見なくても。

「こっちに、わかりづらいがちゃんと階段がある」

「へっ!?　噓うそ」

　来い来い、と呼ばれてアルバの指す先を見てはみたけれど。

「……これ、階段？」

　ただの岩いわ肌はだに見えるけど。ああでも、確かに足を交こう互ごにかけて降りられそうではあるかな。

「多分、階段があることを悟さとられないように、わざとカモフラージュされてるんだろう」

　なんでまた、そんなことを。と思ったけれど、こんな何もないみたいに見える岬を私有地として誰だれも入れないように管理していたわけだから、領主様達の家系は、もしかしたらここに何が眠ねむっているのかを知っていて、代々人知れず管理してきていたのかも知れない。

　そう思うと、ここに来ることを許してくれた領主様に、改めて感謝の念が湧わいて来た。

　ありがとうございます、領主様。私、この港町ルディも、そこに住む人も大好きです！

　領主様に感謝の念を送りつつ、岩肌にしか見えない階段を慎しん重ちように降りていく。でもね、ひとこと言わせてもらうけど、やっぱりこの階段はないよ。だってこの崖、絶対四階建てのビルくらいの高さあるのに、降りる姿勢がほぼロッククライミングじゃん。両手もしっかり使わないと、いつ足滑すべらせて滑かつ落らくするかわからないレベルで危険じゃん！

　ハクエンちゃんはさすが獣じゆう王おうって感じで、ひょいひょいと跳はねるように降りて行ったけど。アルバも「おー、下見るとヤベエな」なんて言いつつも、軽々と降りて行ったけど。

　くそー、自分だけダメな子みたいで悔くやしすぎる。歯を食いしばって恐きよう怖ふと戦いながら、一歩一歩降りて行けば、ようやく目の端はしに暗い穴が見えてきた。波の飛ひ沫まつを感じるくらいだから、かなり下まで降りて来ることができたんだろう。

　でも、もう腕うでも足も限界。見てよ、このブルブル感。生まれたての子こ鹿じかレベルなんだけど。

「キッカ、キツかったら飛び降りろ、受け止めるから！」

　アルバ……！

　嬉しくて飛び降りようとアルバの方を見たら、両手を広げて待っていてくれる頼たのもしい姿が見えた。すごい、めちゃめちゃかっこよく見える。

　いやしかし、ちょっと待って。

　頼もしいけど、でもさ。まあまあ距きよ離りあるよ？　多分二階の窓から飛び降りるレベルだし、アルバの足元は三歩も下がれば海だ。確実にアルバを道連れに海にダイブコースだと思う。

　いや、まだ早いっしょ。

「も、もうちょっと頑がん張ばる……」

　せめて、あと二歩、三歩下がってから。そう思うのに、なかなか次の一歩が届かない。

　男の人を基準に作ってあるのか、一歩のリーチがデカいこの階段は、私の短い手足では難易度が高いんだよね。次の足場に足が届くまで腕で支えないといけないから、余計に辛つらいっていうか。それでもなんとか次の足場に足をかけ、ホッとした瞬しゆん間かんだった。

「うわっ」

　とうに限界を迎むかえてた腕が、なんとも呆あつ気けなく、体を支えることを放ほう棄きした。

「ばか！」

　背中から落ちながら、アルバの焦あせった声だけが聞こえてくる。ごめん、アルバ……。

　目をつぶった私を襲おそったのは、思いのほか軽い衝しよう撃げきと浮ふ遊ゆう感かん、「ぐっ……」というくぐもった呻うめき声。目を開けたらアルバの必死な顔が目の前にあった。その真しん剣けんなまなざしに、不覚にも胸がドキンと高鳴る。

　アルバ凄すごい……受け止めてくれたんだ……！

　感動した瞬間、ぐらっと再び体が揺ゆれたかと思ったら、抱だきしめられたままアルバを下した敷じきに倒たおれる羽目になってしまった。残念ながら完かん璧ぺきに支えてもらうには少々勢いが強すぎたらしい。……体重のせいではないと信じたい。

「ちぇ、カッコつかねえなぁ」

　アルバは悔しそうな顔をしてるけど、そんなことないのに。アルバの咄とつ嗟さの判断力や思わぬ腕わん力りよくにも驚おどろいたし、人生初のお姫ひめ様さま抱っこにも密ひそかに感動したよ。

「ありがとう、アルバ」

　素直にお礼を言ったら、今度はちょっと照れたように笑っている。なんとなくアルバ、浄化の旅の時より表情豊かになってきたんじゃないかなあ。そんな変化が、少し嬉しかった。

　我われ関せずでポテポテと洞窟の中に入っていくハクエンちゃんについて行こうとしたら、なぜかアルバが遠い目をしたままついてこない。

「どうしたの？」

　声をかけたら、ハッとしたように私を見て、そのままフイ、と視線を外す。珍めずらしいな、アルバがこんな風に視線を合わせないのって。

　不思議に思っていたら、アルバは海を見ながら呟つぶやくようにこう言った。

「あー……いや、この龍りゆう王おうの祠ほこらを踏とう破はしたら、あとは魔ま王おう城だけだよな」

「そうだね、なんだかあっという間だね」

「ああ、意外と時間がねえから、ちゃんと言っとこうと思って」

「うん？　なにが？」

　わからなくって小首を傾かしげたら、アルバは意を決したように視線を合わせてきた。

「ニホン、だっけ？　お前の世界に連れて行ってくれってヤツ。あれ、本気だから」

「！」

　意表を突つかれ過ぎて、声が出なかった。

「少しは考えてくれてたか？」

「か、考えてはいたけど……で、でも、アルバだってもうこの世界に戻れないかも知れないじゃない。そんな、簡単に答えられないよ」

　つい、そんな言葉がこぼれ出た。

　私が日本に執しゆう着ちやくしてるみたいに、この世界で二十年以上生きて来たアルバにだって、きっと捨てられないものがある筈はずだもの。「じゃあ一いつ緒しよに行こう！」なんて簡単に言えるわけがない。そう思うのに、なぜかアルバはフッ……と笑えみを浮うかべた。

「俺、この世界になんら大事なモンねえから、そこんとこは気にしなくていい」

「だって」

「前にも言ったろ。家族は俺がガキの頃ころに魔物に殺されて、天てん涯がい孤こ独どくだって」

　それは、知ってるけど、でも。

「家族の仇かたきだ、って魔物を倒し続けて冒ぼう険けん者として身を立ててきたが、腕と名声は上がっても、何ひとつ大切にしてえモンなんかできなかった」

　アルバの言葉がショックだった。だって大切なものが何ひとつないなんて……そんなの、つらいじゃない。

「自分の命も他人の命も、明日には無いかも知れないしな。人にも物にも興味が持てなくて、何だってどうでも良かった。いつか魔物に屠ほふられて自分も消えるんだろうって思ってたよ」

　そう話すアルバの目はとても穏おだやかで、本当の気持ちを話してくれてるんだってのはわかる。でも、その内容の過か酷こくさに、私はなんだかとても悲しい気持ちになってしまった。

　そんな心中を察してくれたのか、アルバは優やさし気に目を細め、微笑ほほえんでくれる。

「お前、俺と真逆だろう？」

「え？」

「徹てつ頭とう徹てつ尾び、日本に帰るってブレないだろ？　挫くじけねえし、気ィ強つええし、あきらめねぇし。大切なモンがある人間って強いんだなって、初めて知ったよ」

「……なんか微び妙みようなんだけど、もしかして褒ほめてる？」

　私の素す直なおじゃない返しに、アルバは笑いながら「褒めてる、褒めてる」なんて繰くり返した後、急に真剣な顔で「失なくしたくねぇなぁ」と呟いた。

「最初はさ、コイツすげえなって思って見てただけだったのにな。今となっちゃ、お前を失うことがこんなにも怖こわい。……これが、大切なモンができるってことなんだろうなぁ」

　アルバは嬉うれしそうに笑うけど、なんかそれ、すごく恥はずかしいんですけど。顔に血が急激に集まるのが自分でもわかる。どうすればいいんだ、この空気。慣れない、慣れないよぅ。

「キッカ」

「は、はい……！」

「好きだ」

「……！」

　抱きしめられて、思わず固まってしまった私を見て、アルバは楽しそうに破顔する。

「爆ばく発はつしそうだな！」

　するかも知れない。だって、「この世界で絶対に恋こいなんてしない」って思ってたのに、今、心臓破は裂れつしそうだもん。

「真剣に、考えといてくれよ」

　そう言って、少しだけ腕に力を入れた後、あっさりとアルバの体が離はなれていった。名残なごり惜おしいような、ホッとしたような、なんとも言えない感情が体の中を渦うず巻まいてる。

「行こうか、ハクエンが拗すねる」

　颯さつ爽そうと身をひるがえし、アルバは洞どう窟くつに向かって歩き出した。

　くそう、あんなこと言って人の心を盛大に乱しておきながら、アルバったらもう自然体に戻もどってる。後ろ姿を追いかけながら、私はほてった頰ほおに手のひらで風を送るのに忙いそがしかった。

「？　ハクエン、ここで終わりか？」

　そんなことに気を取られていたら、アルバが意外そうな声をあげていた。

　数歩先を歩くアルバの前には、すぐに洞窟の壁かべ。そしてそこに龍王のためというにはてんでお粗そ末まつな、小さな祠が祀まつられていた。

　アルバが問いたくなる気持ちもよくわかる。だってまだ、洞窟に入って三メートルくらいしか歩いてないし。ここはさほど深くもない洞窟の中に簡易的な祠が作られている、ただそれだけの場所だった。

「もっとデカい洞窟だった筈だが……物理的にふさがれたようだな」

「ご名答」

「ふおっ」

　うしろから、またもいきなり賢けん者じやサマが現れた。この人っていつも、なんでこうも前まえ触ぶれなしに現れるんだろう。驚くからやめて欲しい。

「アレヒアルの要望でね。魔ま法ほう陣じんが人目につかないように、こうして土壁で洞窟を封ふうじたんだよねぇ。ほら、そういうのが土地の人に見つかると、色々面めん倒どうでしょ」

　ゆったりと、何事もなかったかのように賢者サマは笑うけど。

「け、賢者サマ……あ、あのあと、大だい丈じよう夫ぶだったんですか……？」

　色んな意味で。

「あのあと？　ああうん、もちろん。ちゃんと封印は解除したよー」

「ありがとうございます！」

　さすが！　うん、そっちはあんまり心配してなかった。多分、賢者サマが本気出したらあの人たちが束になったって敵かなわないだろうしね。

「それで、あの……邪じや魔ましてた人たちは？　まさか不死王に乗っ取られたままってわけじゃ」

「あれ、心配なの？　あいつらのこと、憎にくんでるのかと思ってたけど」

「正直恨うらんでますし嫌きらいですし、一部、地じ獄ごくに落ちろと思ってるヤツも居ますけど」

「ははは、正直でいいね」

「うまく言えないけど、生死や安否すら気にならない程ほど、どうでもいいわけじゃないんです」

「そっか、複雑だね。まあ死んでないし、あの巻き毛の金きん髪ぱつの子も完全には乗っ取られちゃいないよ。でも、心配なら早くした方がいいかもね。あんまりグレンに預けたままだとあの子、精神壊こわされちゃいそうだから」

「ええっ!?」

　やっぱりヤバいんじゃないの！　ぜんぜん大丈夫じゃないじゃん！

「あはは、じゃあさっそくアレヒアルのとこ行こうか、彼も待ってるから」

　言うが早いか、賢者サマは洞窟の壁へき面めんをいきなり吹ふっ飛ばす。もうもうと立ち込める土つち煙けむりに、全員が一いつ斉せいに咳せき込んだ。目が痛い、喉のどがざらざらする。賢者サマ、なぜにすべてにおいて突とつ然ぜんなんだよ……！

「相変わらず乱暴だのう、ちゃんと壁は修復しておくれ」

　土煙の向こうからは、しゃがれたおじいさんのような声。

「あー、ごめんねアレヒアル。この子たちがさあ、さっき言った聖女たちだよ。そんじゃあ壁をちゃっちゃっと修復して、ちゃっちゃと封印解いて、魔王に会いに行こうか」

「ちょっと待って、展開が早すぎてついていけない」

「だから彼が龍王アレヒアル」

「いきなり!?」

「この声は間ま違ちがいない。久しぶりだな、ジジイ」

　ハクエンちゃんまで太たい鼓こ判ばん。ってことは本当に龍りゆう王おうがいるの!?　ようやく土煙が収まって来た洞窟の中、確かに奥にぼんやりと二つの魔法陣が浮かんでいる。

　でも、龍王なんて……どこにいるの？

　私の疑問に答えるように、奥からなにやら黒くて丸い物がふよふよとこちらに近寄ってくるのが見える。うわ、可愛かわいい。ちっちゃなドラゴンだ！

　パタパタと小さな翼つばさを羽ばたかせて、バレーボールサイズの黒龍がこっちにやってくる。つぶらな大きな目は銀色だけど、爬は虫ちゆう類るいっぽい縦長の瞳ひとみが印象的だ。小指サイズの一対ついの小さな角まで愛らしい。そのままふよふよと飛んでくると、小さなお手々でハクエンちゃんのお鼻をちょいちょいと撫なでて、目を細めた。

「相変わらず口が悪いのう、ハクエン。じゃがそのナリでは悪態も可愛く思えるのう、うむ、いい子いい子」

「くっ、ジジイめ……！」

　悔くやしそうなハクエンちゃんを尻しり目めに、龍王アレヒアルはゆっくりとこちらに目を向けた。

「そなたが、聖女かの」

「は、はい。キッカです。……はじめまして」

「そっちは護衛かの？」

　龍王の問いに、私はすぐに返事ができなかった。その事実に自分でも少し驚おどろく。だってちゃんとお金を払はらって護衛契けい約やくをしてるじゃない。さっきのアルバとのやりとりのせいだろうか、護衛で間違いないのに、そう言い切ってしまうのに違い和わ感かんを覚えるだなんて。

「ええと……はい、守って……くれて、います」

　言葉に窮きゆうしてなんとも微妙な言い回しになった私を見て、アルバは僅わずかに微笑んだ。少し嬉しそうだし、その表情までが気になってなんとなく落ち着かない。アルバは満足そうに頷うなずくと、自分でさっさと自己紹しよう介かいしてしまった。

「アルバだ、よろしく」

「うむ、わしはアレヒアルじゃ、その昔は龍王と呼ばれたこともあるが……今となってはただ長く生きただけの老いぼれじゃよ」

　見た目とは真逆の落ち着いた声で、龍王が答える。声だけなら威い厳げんたっぷりだ。

「事情はそこのミナトから聞いておる。聖女というのも難なん儀ぎなことよのう。力を持つものは、いつの世もその力ゆえに利用され、翻ほん弄ろうされるものじゃな」

「は、はあ」

「そなたが元居た世界へ帰るために、あの子を復活させると……そういう話じゃと聞いたが」

　龍王は小さくため息をついて、思し慮りよ深げに瞼まぶたを閉じる。

「確かにあの子ならそなたの送そう還かんも可能じゃろう」

「！　ほ、本当ですか！」

「じゃが、目覚めさせる覚かく悟ごは、あるのじゃな？」

「覚悟……」

「あの子も大きな力を持つがゆえにヒトに利用され、裏切られ、最後には殺されかけて、傷ついたまま封印されたのじゃ。そなたの望みを素す直なおに聞くとは限らぬぞ」

　龍王は、真っ直すぐに私の目を見つめる。

「せっかく眠ねむっているあの子を、そなたの都合でむりやり起こすのじゃろう。あの子が戦うと言うのなら、我われら三魔将、力及およばずとも全力であの子を守ろうぞ。我らを叩たたき伏ふせてでも、自らの思いを貫つらぬく覚悟はあるのかと、問うておるのじゃ」

　その銀色の目が、神秘的な光を放っていて、私は思わずごくりとつばを飲んだ。

「とっくに覚悟は済んでるさ。そうだろう、キッカ」

　指をパキパキと鳴らしながら、アルバが目を細める。

「ま、荒あら事ごとは俺の方が専門だ。三魔将っつってもそれだけ力が衰おとろえてるなら、俺程度でもいい勝負になるんじゃないか？」

　ちょっと剣けん吞のんな雰ふん囲い気きに、私は慌あわててアルバを止めた。

「待って、待って。私、戦うつもりはないよ！」

「なんだよ、力を示せ、とかそういうことだろう？」

「いやいや、こっちの都合で起こすのは確かだし。戦う覚悟はあんまりないっていうか……できれば、事情を話して、協力してもらおうと思ってるんですけど」
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　アルバはつまらなそうにしてるけど、マジでケンカ腰ごしで行く気はないんだけど。ただ。

「ただ……、魔ま王おうが世界を滅ほろぼすとかそういう話になるなら、勝手な話で悪いけど、全力で止めます。それだけのリスクがあっても、私、日本に帰りたい。その覚悟ならしてきたつもり」

　本当に勝手な話だよ、自分でそう思いながらも正直に龍王にそう話す。龍王は、短いお手々をしっかりと腕うで組ぐみして、目を閉じた。

「なるほどのう」

　目を閉じたまま深く頷いた龍王に、賢けん者じやサマが「どう？」と話しかける。龍王は、小さな翼をパタパタッとはためかせて、くるんと宙返りすると「よかろう！」と請うけ負った。

「そなたらであれば、あの子に無体なことはせぬじゃろう、封印を解いてもよい」

「本当!?」

「うむ、もうあの子に悲しい思いはさせたくないでなぁ」

　またも短い腕を組んで、龍王が思慮深げに目を閉じる。龍王は、本当に魔王をとても可愛がっているんだなぁ。

「そもそもあの子が穢けがした土地を浄じよう化かするために、そなたが召しよう喚かんされたのであろう。あの子にも責任がないとは言えぬでのう」

「おいジジイ、てめえなんでそんなに詳くわしい」

　苦く渋じゆうに満ちた顔でそう呟つぶやいた龍王に、ハクエンちゃんがくってかかる。私の肩かたに飛び乗って、龍王との距きよ離りを詰つめているのが可愛い。でも確かに、それは私も気になっていた。

「さっき言わなんだかのう、お主らが来るちょっと前、ミナトが事細かに説明してくれたでの、おおまかな事の次し第だいはわかっておるつもりじゃが」

「ジジイ、なんであの腐くされ賢者とそんなに懇こん意いなんだ!?」

　そんな嚙かみつくようなハクエンちゃんの問いに答えたのは、賢者サマの吞気な声だった。

「酷ひどいなー、腐れ賢者とか。アレヒアルは君みたいにケンカ腰じゃないからね。この千年でお互たがい茶飲み友達になったんだよ。知り合いも少ないし、互いの知識に興味あったしね」

　ハクエンちゃんはもちろん、私たちだって開いた口がふさがらない。殺し合った筈はずの賢者と龍王が、茶飲み友達……？

「それより終わったよー、壁かべの修復と封ふう印いん解除。あとは魔王城を残すのみ！」

「うむ、さすがじゃのう」

「アレヒアルも行くよね？」

「うむ、千年ぶりにあの子に会えるんじゃな、懐なつかしいのう」

　賢者サマと龍王の間で、どんどん話が進んでいく。待って、マジで話についていけない。

「ここは簡単に済んで良かったね」

　賢者サマがへらへらと笑う。「じゃ、魔王城に行こっか」と転移の呪じゆ文もんを唱えようとした賢者サマを、私は止めずにはいられなかった。

「待って！」

「ん？　どうしたの？」

「待って、いったん不死王の城に行かなくちゃ。やっぱり助けないと……」

「あ、だいじょーぶ、だいじょーぶ」

　言いつつ賢者サマは右手で私を、左手でアルバを確保した。ハクエンちゃんは私の肩にいるし、空気を呼んだのか龍王が賢者サマの頭に乗った途と端たん、賢者サマは素早く転移の呪文を展開する。

「ちょっと待っ……」

「だいじょーぶだって。魔王城の入り口でみんな待たせてるから」

「へっ!?」

　その瞬しゆん間かん、私たちは賢者サマの呪文によって、強制的に転移させられていた。
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「ひえっ、何コレ」

　地に足がついたと同時に、私は思わず飛びのいた。

　死し屍し累るい々るい……っていうか、足元に人がゴロゴロ転がってるんですけどっ！！！

「ぐ……」

　動いた！　しかもあれ？　これってまさか。

「え……ルッカス様？」

　私の足元に転がってる、このサラサラストレートの金きん髪ぱつって絶対そうだよね。うつ伏ぶせだから顔は見えないけど、この高価そうな刺ししゅう入りの服、見覚えがあるもの。てことは。

「やっぱり……グレオスさん、リーン、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「……」

　リーンが何か言いたげに顔を歪ゆがめるけれど、それは声にはならなかった。体も動かせずにいるみたい。苦し気な呻うめき声だけが聞こえてきて、心配になった私はみんなの傍そばに駆かけ寄った。

「何があったの、ケガは……」

　ああ良かった、ケガはしていないみたい。

「だから大丈夫だって。あんまり暴れるから、動けないように軽く麻ま痺ひをかけてあるんだよ」

「あー、やっと来たあ、待ちくたびれたよ」

　賢者サマの吞気な声に、不死王の声が重なった。そう、もはやクルクル金髪巻き毛ではないとはっきりわかる程ほど、声の出し方まで変わっている。

　恐おそる恐る振ふり返った私の目に、ぞっとする、異様な光景が映った。

　一人だけ元気に動き回っている不死王は、何がおかしいのか一言何か言っては馬ば鹿か笑わらいしているのに、瞳ひとみからは滔とう々とうと涙なみだを流している。

「ねえ、どうして泣いてるの？」

　聞かずには、いられなかった。

「えー、僕にもわからないよ。なんかねえ、この器うつわの子が泣きたいみたい。でも涙も綺き麗れいだから、好きにさせてるんだけど。ほら、睫まつ毛げに涙の粒つぶがついて、キラキラして素敵すてきじゃない？」

　良かった、この上じよう機き嫌げんな不死王の中に、まだ確かにクルクル金髪巻き毛は存在してる。

「ねえ、その人の体を解放して貰もらうわけにはいかない？」

「嫌いやだよ、せっかく理想的な器を見つけたんだ。ねえ賢者殿どの、こいつら面めん倒どうだよ。さっさと殺してあのお方のところに行こう？　僕、今すぐ殺せるよ？」

　ひええ、小首を傾かしげた可愛かわいいポーズで、何怖こわいこと言っちゃってんの!?

「一人でも殺したら、二度と魔王は復活させない。さっきもそう言った筈はずだが……それとも、お前を浄化してやろうか？　それほど力の落ちた今なら、あとくされなく浄化できるが」

　急にピンと張りつめた気を纏まとって、賢者サマが冷たく言い放つ。これまでののんびりした口調とは打って変わって、情の欠片かけらも感じないその声に、こちらまで体の冷える思いがする。

　不死王は、「じょ、冗じよう談だんだよう」と後ずさって、賢者サマからあからさまに距離をとった。

「君も」

　次いで賢者サマは、厳しい顔で私を見る。

「その器の解放はあとにしてもらおう、すべては魔王を復活させてからだ」

　有う無むを言わさぬ賢者サマの鋭するどい視線に思わず頷うなずいたけれど、私の中には急に不安が膨ふくれ上がってきた。だって、最初は単に『協力してくれている』筈だった賢者サマが、今や誰だれよりも魔王の復活に積極的だ。むしろ私たちは、彼の手の中で転がされているようにも感じられる。

　このまま突つき進んで、魔王を復活させていいの？

　賢者サマを信じていいの？

　そんな自問自答が、頭の中をぐるぐると回り始めた。私の不安を感じ取ったのか、アルバが優やさしく肩を抱だいてくれる。見上げれば、「大丈夫だ」とでも言うように、深く頷いてくれるのが嬉うれしかった。賢者サマはすでに私からは興味をなくしたようで、今度はしゃがみこんでルッカス様へと話しかけた。

「これから魔王城に入り、最後の封印を解く。そうすればいよいよ魔王の復活だよ」

「ぐ……っ」

「さっきの戦いで実力の差はわかってるよね。君たちには何もできない……止めることも、時間を稼かせぐことすらできないだろう」

　ルッカス様が悔くやしそうな目で賢者サマを睨にらみつけている。リーンの目からは大おお粒つぶの涙が零こぼれ落ちた。グレオスさんも麻痺を解こうと必死だけれど、当然解けるわけがなくて。

「キッカの話を聞く限り、君たちに何を言ったところで信じてもらえるとは思えないけれど……魔ま王おうを復活させるのは、単にキッカを元の世界に戻もどすため、なんて簡単な理由だけじゃない。この世界を正常に戻せる可能性があるからだ。千年に渡わたり魔王と三魔将を封印するにとどめた、僕のけじめでもある」

　思いがけない賢けん者じやサマの言葉に、私はただ聞き入るしかなかった。

「君たち王家に伝えた召しよう喚かん術も、結果的に聖女を不幸にしてしまったようだし、僕はもっと下界を慎しん重ちように見守るべきだった」

　そう呟いた賢者サマはスッと立ち上がると、ルッカス様たち三人を見回して宣言する。

「これから君たち三人の足だけ、麻痺を解く。事の次第が気になるならば魔王城についておいで。伝説の終しゆう焉えんと世界の行く末を後世に伝えられるだろう」
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　僕もルッカス様もグレオスさんも、結局は魔王城へ入ることを選んだ。

　古いにしえの賢者だと名乗る怪あやしい男の言葉は妙みように説得力があったし、なによりその実力は彼が賢者であると信じるに足るものだったから。召喚術を成功させるほどの魔力と実力を兼かね備えたお師様でも、あんなに息をするように高位魔法をバンバンは使えない。

　彼の魔ま法ほう陣じんはとても美しくて無む駄だがない。今ある魔法陣の無駄をすべて削そぎ落としてシンプルに構築しなおしたらきっとああなるんだろう、という実感がある。

　彼の魔法が長い年月を経て、伝承されるうちに変形し今の形となったものも多いんだろう。

　僕の今の心境はとても複雑だ。魔王が復活したら世界はどうなるのかという恐きよう怖ふ。あの賢者に太た刀ち打うちできない不ふ甲が斐いなさ。キッカさんやアルバはなぜ止めてくれないのかという憤いきどおり。

　でもその一方で、魔王という強大な力を封ふうじた魔法陣への興味や、賢者の操あやつる魔法をもっと見たいと言う欲よく望ぼうが、確かに僕の中にはあった。お師様もきっと、目を覚ませば僕が目にした光景を幸運と喜び、一いつ緒しよに魔法陣を研究しようと血走った目で言うだろう。

　こんな状じよう況きようなのに、僕もどうしようもなく魔法の虜とりこなんだな、と思い知る。

「？」

　思考しながら歩いている僕の手の平に、不意に、何かが触さわった感かん触しよくがあった。

　麻痺していても感覚だけは残るらしい。僕は少しだけ歩みを遅おそくした。僕の後ろには、アルバとキッカさんがいた筈だ。きっと他ほかの人に気付かれないように、どちらかが合図をくれたんだろう。麻痺のせいで声も出せず不ふ審しんな動きもできないのが逆に良かったかも知れない。

　僕の左側から、ぴょこんと頭が飛び出した。

　キッカさん……！

　にこっと笑って彼女は大きく口を動かす。声を出すと他の人にバレると思ってか口パクで。

「あ・り・が・と・う」

　彼女は、そう言っていた。再び笑え顔がおを作ってから、彼女はさっと後ろに下がる。その間数秒。後ろからはアルバと彼女がとりとめもない話をして笑うのが、ただ聞こえてくる。

　込み上げてくる涙をぐっとこらえた。アルバに彼女を託たくしたのは僕だ。

　でも、本当は僕が彼女を守りたかった。

　お師様が彼女を召喚して、聖女なのに酷ひどい条件で旅立つと知った時、僕が絶対に守ると決めたのに。キッカさんはいつだって強くて、意地っ張りで、優しかった。どんな状況でもめげないキッカさんが好きだった。あの時、僕も一緒に逃にげたら、僕は今もキッカさんの隣となりで笑えたのかな。そう思って、即そく座ざに僕は自じ嘲ちようする。

　できるわけがない。僕はお師様を見捨てることなんてできないんだから。

　不死王の城でアルバが叫さけんだ言葉が脳のう裏りをよぎる。「キッカの願いが叶かなうなら、俺は絶対に躊ちゆう躇ちよしない！」そう言い切っていた。彼ほどの全ぜん幅ぷくの信しん頼らいも、すべてを捨てる勇気も、僕にはなかった。

　そう、アルバを羨うらやむ資格なんて、僕にはとうになかったんだ。
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　魔王城だと思っていた最後の浄じよう化かポイントのほど近く、樹き々ぎにひっそりと隠かくれるように建っていた魔王城は、魔物すら出ないただ美しいだけの城だった。ミラノ大聖堂だっけ、お城みたいに大きな大聖堂あるじゃない？　あんな感じ。とても優美で繊せん細さいな装そう飾しよくは、魔王城とは思えないほど。どっちかっていうと、不死王の城の方がよっぽどおどろおどろしくて怖かった。

　ただ、仕し掛かけはちょっと複雑で、色んな部屋をワープしながら進んでいく。なんか床ゆかに仕掛けがあるらしくって、ワープポイントを踏ふむと次の部屋に転送されるんだけど、恐ろしいことに正しい順番でワープしていかないと、永久に魔王の部屋にはたどり着けないらしい。

　賢者サマに「はぐれたらオシマイだからね」なんて恐ろしい忠告をされて、私たちは必死で賢者サマについて行っている。見た目はちょっとしたカルガモの親子だ。

　麻痺のせいでおしゃべりもできずに黙もく々もくと歩くルッカス様たちの背中を見ながら、私はアルバととりとめもない話をしながらてくてくと歩いていた。

「そういえばさっきはビックリしちゃったよね」

「何がだ」

「賢者サマの豹ひよう変へんぶりだよ。いつもノホホンとしてるからさ。……一いつ瞬しゆん、このまま本当に魔王を復活させていいのかなって、ちょっと不安になった」

　こそっと本音を漏もらしてみたら、アルバは面おも白しろそうに微笑ほほえんで、私を落ち着かせるようにポンポンと肩かたを叩たたいてくれた。

「心配すんな。正直、あの賢者の実力なら、気が向けばたった一人でいつでも魔王を復活させられるだろ。今まで千年守って来た封印を、その管理者が解くに足る理由があるって言うなら、信用してもいいと思うぜ？」

「……ありがと」

　何気ない口調で言ってくれた言葉が、私の心を軽くしてくれる。嬉しくなって、私は思わず顔をほころばせた。アルバって、こうやっていつもさりげなくフォローしてくれるよね。

　アルバがいなかったら私、もっともっと悩なやんで、迷って、心が折れたりしていたのかも知れない。見上げたら、なんてことないって顔で笑う、いつものアルバ。

　それを見るだけで、不安がゆっくりと凪ないでいくみたい。

　こんな気持ち、日本にいる時でも味わったことなかった。いつの間にかアルバって、私にとってこんなに大事な人になっていたんだな。傍そばに居ることが自然で、いないと不安になる……まさか、そんな風に思うようになるなんて。

「賢者を信じるなら、魔王を復活させれば世界が正常になるんだろ？　御おんの字じゃねえか。まあ、正常ってのがなんなのか今ひとつわからねえが」

「確かに」

「しかも、キッカだって日本に帰れる」

　アルバは立ち止まって、「……ついにここまで来たな」と感かん慨がい深そうにつぶやいた。

　その顔を見ていたら、急に龍りゆう王おうの祠ほこらでのことを思い出してしまって、私は一人で赤くなる。

　好きだって……一緒に日本に行きたいって、真しん剣けんに言ってくれた。

　一いつ生しよう懸けん命めいに歩いていても、ふとした拍ひよう子しにその時のアルバの表情や言葉が、何度も頭に浮うかんでくる。結果、ついついそのことばっかり考えちゃって、気が付いたら魔王城最深部「玉座の間」にたどり着いていた。

　ああ、本当に教会みたいな荘そう厳ごんさ。

　高い流線形の天てん井じようにはまるで宗教画のようなステンドグラスの意い匠しようが凝こらされていて、そこからゆるく柔やわらかな光が差し込んでいる。時が止まったように静せい謐ひつで穏おだやかな石造りの玉座の間は、かつて魔王と勇者たちが激戦を繰くり広げたなんてとても思えない、美しい空間だった。

　入り口の扉とびらから真っ直すぐに伸のびる深しん紅くの絨じゆう毯たんの先には、煌きらびやかな玉座。そしてそれを囲むように、二つの魔法陣が空中でくるくると回っている。

　うわあ……今まで見た魔法陣の中で、一番綺き麗れい。光が集まって文字を成しているみたい。キラキラと舞まう光の粒りゆう子しで構築されている繊細な魔法陣に、ついつい見み惚とれてしまった。

「よし、じゃあさっそく始めるよ。君たちは少し離はなれて見てて」

　周囲を調べるような間もなく、賢けん者じやサマは早くも魔ま法ほう陣じんの前に立ち、詠えい唱しようの準備を始める。

「千年の眠ねむりで、少しは心が癒いえているといいんじゃがのう……」

　龍王が心配そうに玉座のあたりを見てはパタパタと落ち着きなく飛び回っていて、龍王が本当に魔王を愛いとしく思っているのが感じられた。

「ごめん、キッカ。ちょっと来て」

　おっ、賢者サマからお呼びがかかったけど、なんだろう。ドキドキしながら足を踏み出す。

「俺も行く」

　後ろから、アルバがついてきてくれたのが頼たのもしかった。

「君の魔力を少し借りるね。浄じよう化かの魔法を軽くでいいからこの二つの魔法陣に」

　言われたとおりに浄化の魔法を唱えたら、魔法陣がひと際きわまばゆく輝かがやきだす。

　すごい……！　なんて綺麗なんだろう。

　その魔法陣の変化に満足そうに頷うなずいた賢者サマは、両手を高く掲かかげ、歌うように呪じゆ文もんを唱え始めた。これまでの封印解除とはあきらかに違ちがう、美しい旋せん律りつ。高く、低く、延々と続いていく長い長い詠唱。その姿は厳おごそかで、ああこの人って本当に賢者なんだなぁ……なんて、私は改めて感動していた。

「や……め……ろ……っ」

　うめくような声が聞こえて、ハッとする。

　振ふり返って声の方を見れば、ルッカス様が賢者の方に必死の形相で駆かけ寄ろうとしていた。

「この期ごに及およんで、無駄なあがきだねえ」

「っ！」

「賢者殿どのを怒おこらせるとあのお方に会えないから我が慢まんするけどさぁ、君、ホント邪じや魔ま」

　うわ……ひどい、不死王のくせに足あし払ばらいとか。見た目はクルクル金きん髪ぱつ巻き毛がルッカス様に足払いかけてる感じだから違い和わ感かんが半はん端ぱないんだけど。

「さぁ、美しいあのお方の復活だよ。君はそこでイモ虫みたいに這はいつくばって見てなよ」

　うつ伏ぶせで倒たおれたルッカス様の背中を片足で踏みつけて、不死王がにやにやと黒い笑いを浮かべる。その顔は嗜し虐ぎやく的で、仄ほの暗ぐらい喜びに満ちていた。

「……！」

「動くなよ」

　駆け寄ろうとしたグレオスさんを、不死王が射殺すような目で睨にらみつける。威い嚇かくするようにルッカス様の背中をぐりぐりと踏みつけながら、不死王は急ににっこりと笑顔をこぼした。

「なんならこのイモ虫を、死ぬ寸前までいたぶったっていいんだからね？」

　その言葉に、悔くやし気にグレオスさんが足を止める。愉ゆ快かいそうに高笑いした後、不死王がこちらを見つめ「ああ……」とため息を漏らした。

「ああ、ああ、ついにあのお方が復活する……！　どれほど、この時を待ったことか」

　その言葉と同時に、玉座からまばゆい光が溢あふれ出た。

　眩まぶしすぎて、視界が奪うばわれる。そんな中、体を震ふるわせるほどの震しん動どうとともに、ゴゴゴゴゴ……と、重い石をすり合わせるような重低音が響ひびき渡わたった。

「なに……？」

　チカチカする目を何度も瞬しばたたかせながら、辺りを見回した私は、さっきまでとは違う玉座の様子に驚おどろいて、思わず後ろによろめいてしまう。

「おっと」

　そこを、アルバがしっかりと支えてくれた。

「あれ……」

　玉座の足元から目が離せない。

　そこには、ちょうど人ひとりが入れる程ほどの、長方形の石の柩ひつぎがせり出していた。ってことは魔王って人間サイズだったんだなぁ、なんてどこかでホッとした自分がいる。

「マーリーン！」

　私がぼんやりしていた一瞬で、龍王が弾だん丸がんみたいに飛んできて、その柩の中に突とつ撃げきする。

「僕の愛しい人！　ああ、その麗うるわしい顔を早く見せて……！」

　クルクル金髪巻き毛……もとい、不死王が両手を広げて駆け寄ってくる。

「フン」

　ハクエンちゃんも、だるそうな素そ振ぶりでトコトコとこちらへ向かっている。気のない素振りをしているけれど、シッポの先が嬉うれしそうに揺ゆれてるからね？

　ああ、本当にみんな、魔王が大好きなんだなあ。

　ちょっと微笑ましく思っていたら、賢者サマが痛々しいものを見るような顔で、ゆっくりと柩を覗のぞき込み、右手を優やさしく差し入れた。

「……可か哀わい想そうに、もう君をさいなむ人はいない」

　呟つぶやくと、柔らかな光が柩を包み込む。

　あれってまさか、回復魔法？　ちょっと賢者サマ、本当に魔王を回復して大だい丈じよう夫ぶなの？

　ひとり不安を抱かかえて柩を凝ぎよう視ししていたら、虚こ空くうを摑つかむように、穴の中から白魚のような手が現れた。白く繊せん細さいな指先、陽ひに当たったことがないんじゃないのってくらい透すき通るように白い腕うで。細さも形も、これ、どう考えても女性の手に見えるんですけど……まさか、魔王って。

「あ……私……」

　鈴すずを転がすような、っていうの？　可愛かわいらしい声がして、魔王と思われるその人が、ゆっくりと半身を起こす。賢者サマの顔が、嬉しそうに綻ほころんだ。

「やあ、久しぶり。魔王様」

「ミナト……？」

　柩から体を起こしたのは、とてつもない美少女だった。烏からすの濡ぬれ羽色の真っ直ぐな長い髪かみ、華きや奢しやで儚はかなげな容姿、細くて長い睫まつ毛げに深い紫むらさきの瞳ひとみ。小さくて薄うすい唇くちびるは愛らしいピンクでとても可愛らしい。深い緑をさし色にした黒のゴスロリ風のドレスが、白い肌はだを引き立てて、彼女をより繊細に見せている。

　うわー小顔！　うわーお人形さんみたい！

　不死王が操あやつってたビスクドールも可愛かったけど、この子の可愛さ半端ない！　多分十七～十八歳くらいだと思うけど、まだどこかにあどけなさも感じる、初うい々ういしい感じがたまらない。

「マーリーン、久方ぶりじゃのう。体調はどうじゃ？」

「僕の愛しい人！　ああ、君は千年の時を経ても美しい……！」

「よう、久しぶり」

「え？　え？　何？　誰だれ？」

　いきなりプチ三魔将に纏まとわりつかれて戸と惑まどう姿も愛らしい。こんな可愛い子が世の中にはいたんだなあ、なんて感動して見ていたら、女の子が急にきょろきょろと辺りを見回した。

「ハヤト……ハヤトは？」

　その質問に、賢者サマは苦く笑しようしながら、彼女に手を差し伸べる。柩から起きるためにエスコートするつもりらしい。賢者サマも三魔将と同じくらい、彼女に会えて嬉しそうに見えた。

「兄貴はいないよ、君が日本に送そう還かんしたんじゃないか」

　兄貴？　日本に送還？　わけがわからなくて混乱する。

「ハヤトって誰？　……兄貴って、どういうこと？」

　賢者サマのお兄さんを、魔王が送還した？　ちょっと、全然意味がわからない。

　なのに、混乱する私の問いに答えてくれる人は、誰一人としていなかった。はっきり言って、事情を知っているであろう三魔将も賢者サマも、目覚めたばかりの魔王に夢中だ。千年ぶりだと考えるとそれも仕方ないのかも知れない。彼らが落ち着くまで、とりあえず大人しく話を聞くしかないか。

　一方、賢者サマの言葉を聞いた彼女はぷうっと頰ほおを膨ふくらませて、もう一度柩に勢いよく身を横たえる。その瞬しゆん間かん、彼女の体から急に黒い靄もやが噴ふき出した。

　見間違い？　と目をこすったけれど、やっぱりある。

「落ち着いて、魔が生まれちゃうよ」

　賢者サマが辛つらそうな顔で何か印を切った。

「じゃあ起こさないで頂ちよう戴だい！　ハヤトのいない世界なんて大だい嫌きらいなんだから。ミナトだってずっと眠ねむってていいって言ったじゃない」

「ごめん、ごめん。でも……君の望みが叶かなえられそうな妙みよう案あんが見つかったからさぁ」

「本当!?」

　賢者サマの言葉を聞いて、今度は花が咲さきそうな笑え顔がおで、彼女が再び身を起こす。でも、すぐにその顔からは笑顔が消えた。

「でも……ハヤトには、向こうの世界に恋こい人びとがいるんでしょう？　ハヤトを苦しめたくない」

「あー、それさぁ」

　ぽろぽろと涙なみだを溢こぼし、泣き崩くずれるその姿はとても可か憐れんだ、女の私でも慰なぐさめてあげたくなる。全然話がわからないなりに、彼女がハヤトとかいう人に失しつ恋れんしたってことだけはわかった。

　こんな可愛い子でも失恋とかするのか……世の中ままならない。変な悟さとりを開きそうだった私の耳に、とてつもなく不ふ吉きつな声が聞こえてきた。

「ねえ僕の愛いとしい人、もうあんな薄はく情じような男のこと、忘れてよ」

　なにかを言おうとした賢けん者じやサマを押しのけて、彼女の手を両手で恭うやうやしく握にぎり、うっとりと見つめてくる不死王に、彼女はおずおずと尋たずねる。

「……その呼び方、もしかしてあなた、グレン？」

「ああ！　愛しい人が僕の名前を呼んでくれた！　千年ぶりだ、なんて甘やかな声だ！」

「間ま違ちがいなくグレンね」

　涙を拭ふいて、面おも白しろそうに笑った彼女に、不死王は鼻がくっつきそうな程顔を寄せる。

「ねえ愛しい人、貴女あなたのために僕、素敵すてきな贄にえを用意したんだ」

「にえ？　なんのこと？」

「あの男がいなくなったせいで、貴女は悲しむあまりに魔を生み出してしまったんでしょう？　安心して、もう貴女にそんな悲しい思いはさせないよ、愛しい人」

　すっくと立ちあがった不死王は、今度は彼女に見せつけるようにクルクルと踊おどって見せた。

「見て、今回の器うつわは素す晴ばらしいでしょう？　美しい君にとても似合うと思うんだ。どう？」

「どうって……綺き麗れいね」

「……この見目でも、ダメなの？」

　彼女の答えに、不死王はあからさまにがっかりした顔で肩かたを落とした。

「そうだ！　そんなにあの男がいいなら、この器の命を使って、あの男にそっくりな傀儡くぐつを作ってあげる。貴女のためなら、それくらいわけないよ」

　ニンマリと笑った次の瞬間、クルクル金きん髪ぱつ巻き毛の体から、濃こい紫色の靄……不死王がするりと抜ぬけ出てくる。

「この器もね、命をくれるって言ってるんだ。ねえ、君、そうだよね」

　急に真っ青な顔で、涙を滔とう々とうと流しながら、クルクル金髪巻き毛がゆっくりと頷うなずく。その唇は青く震ふるえていて、とても正気とは思えなかった。

「ばか言わないで！」

　気が付いたら、クルクル金髪巻き毛を庇かばうように前に出ていた。

「アルバ！　クルク……ロンド様をお願い！」

「任せろ！」

　ふらつくクルクル金髪巻き毛の体をアルバがしっかりと抱だき留めたのを見て、私はホッと息をつく。なのにクルクル金髪巻き毛は、私を見てさらにボロボロと涙をこぼした。

「もういいんだ……僕なんて死んだ方がいい……キッカだってそう思ってるんでしょ」

　頭に血がのぼった。

「バカ言わないで！　確かにアンタは不ふ愉ゆ快かいだけど、死ねばいいなんて思ってないわよ！」

「やっぱり不愉快なんじゃないか……！」

　しまった、さめざめと泣きだしてしまった。頭に血がのぼったせいで今言わなくてもいいことまで言ってしまった。ちょっと反省だ。

　その途と端たん、けたたましい笑い声がこだました。金属音に近い高い声に、思わず耳を押さえる。声の虫は案の定不死王で、どうやら器がないせいで、彼本来の耳みみ障ざわりな声が直接響ひびいているらしい。ホント迷めい惑わくな声だ。

「あはははは、この子と一いつ緒しよにいる間、負の感情を何度も何度も呼び起こしてあげたから、とても素敵な魂たましいに仕上がったよ。ねえ君、この世界は酷ひどいところだよねえ」

　クルクル金髪巻き毛の肩がビクリと揺ゆれて、青い顔がさらに青くなっていく。

「可哀想に、もう生きていたくないよねえ。ほんの子供の頃ころから聖女を守るためだけに血を吐はくような厳しい特訓を受けてさあ、戦いになれば自分の防ぼう御ぎよすらさせてもらえない捨て石みたいな扱あつかいで、あげく役立たずみたいに思われてさあ。笑えるよねえ」

「やめて……」

「ねえ、聖女を連れ帰らなかったら君、どうなっちゃうのぉ？　こんなざまで王都に帰れないよねえ。君の中の悲しい思い出はすべてが甘かん美びだったけれど、なかでもこの女に関かかわるものは、どれもこれも歪いびつで、とても美味おいしい記き憶おくばかりだ」

「やめてくれ……もう、早く、楽にして……」

　涙るい腺せんが壊こわれたみたいに、ただただ泣き続けるクルクル金髪巻き毛の姿に、もう黙だまってはいられなかった。

「ほんっとに性格悪いわね、不死王！　それ以上その鬱うつ陶とうしい戯たわ言ごとを続けるようなら、私がアンタをひと思いに浄じよう化かしてやるから！」

　本気で言っているのに、不死王は「おお怖こわい」とおどけて見せる。本当に嫌いやな奴やつだ。

「僕ばっかり悪者みたいに言うけれど、あの子の涙、半分は君のせいなのに。酷いなぁ」

「私のせい？　ふざけんじゃないわよ、人のせいにしないで欲しいわね！　あんたもピイピイ泣いてんじゃないわよ！　いつもの人を小こ馬ば鹿かにした高飛車な態度はどこにやったの」

　言いざま振ふり返ったら、クルクル金髪巻き毛の涙に濡ぬれた青い瞳ひとみと目が合った。

「どうして……」

　青ざめた唇くちびるがふるふると震えて、大きな青い瞳から、また新しい涙が落ちる。本当に顔だけは一級品だわ。
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「どうして今さら、助けようとするのさ……」

　それだけ呟つぶやくと、辛そうに目を逸そらす。肩が大きく震え、クルクル金髪巻き毛の喉のどから、こらえきれない嗚お咽えつが漏もれた。

「どうしてって……」

「僕のこと嫌きらいなくせに」

　うっと言葉に詰つまる。そりゃあ、嫌いだけど。

「不死王に憑ひよう依いされた僕を見捨てて、アルバと逃にげたくせに」

　息をのんだ。強制的に転移させられたから、だなんて言い訳だ。結果的に私は、確かにクルクル金髪巻き毛を見捨てて逃げたんだ。そう思うと反論なんかできなかった。

「今だって、この世界を見捨てて日本へ帰ろうとしてるくせに。そのために、魔ま王おうまで復活させたくせに」

　言葉に窮きゆうした私を矢や継つぎ早に責め立てたクルクル金髪巻き毛は、嫌な目でアルバを一いち瞥べつすると、こう言った。

「ねえキッカ、不死王に憑依されたのがアルバだったら、キッカは同じように見捨てた？」

　ドキリと、心臓が跳はねる。アルバだったら……私はあの時、どうしただろうか。

　不死王の城でアルバがゴーストに精神を削けずられていくのが心配でならなかった。何度も何度も浄化して、少しでも負担を軽くしたかった。そのアルバが、不死王に憑依され、さいなまれると知ったら……私、あんな風に冷静でいられた？

　きっと無理だ。だって。

　自問自答する私に、クルクル金髪巻き毛が語気を荒あらげる。

「ほら！　やっぱりアルバなら君は見捨てなかったんだ！　どうして、どうしてあんなヤツ」

　ゴスッ！　と鈍にぶい音がした。

「あんなヤツで悪かったな」

　クルクル金髪巻き毛の頭に思いっきりゲンコツを落とし、アルバが呆あきれたようにため息をつく。そして、私をクルクル金髪巻き毛から隠かくすように、間に立ちはだかった。

「～～～～～～っ」

　痛すぎて声が出ないらしい。頭をおさえたまま蹲うずくまって呻うめいているクルクル金髪巻き毛を見下ろしたまま、アルバは「当然の結果だろうが！」と一いつ喝かつした。

「顔を合わせりゃ傷つけるようなイヤミばっかり言って、嫌われるに決まってるだろ、ガキが」

　吐き捨てるように言われて、クルクル金髪巻き毛の肩がビクンと揺れる。

　そうだよね、クルクル金髪巻き毛ったら超ちよう高位のお貴族様だもん、きっとこんな風に言われたことなんてなかったよね。それにしてもアルバったらはっきり言うなぁ。少なくとも浄化の旅の間はもう少し丁てい寧ねいだったと思うけど、何か吹ふっ切れたんだろうか。

「不死王にどんな幻まぼろし見せられたか知らねえが、被ひ害がい者しやヅラするのは卑ひ怯きようだろう。言っとくがそもそもの被害者は間ま違ちがいなくキッカの方だからな」

　アルバを見上げながら、わなわなと身体からだを震わせているクルクル金きん髪ぱつ巻き毛に、アルバはさらに厳しい顔で言葉を繫つなぐ。

「前まえ触ぶれもなく勝手にこの世界に召しよう喚かんされて、戦せん闘とう経験なんざ欠片かけらもねぇ娘むすめが、いきなり魔物と戦いながら旅しろって放ほうり出される。故郷に帰りたいって思うのがそんなに悪いか？」

「世界を守るためには仕方ないだろ！　僕だってそのために色んなこと我が慢まんしてきた！」

「それがお前たちお貴族様の言い分だよな。キッカのことなんか何ひとつ考えちゃいない。なのになんでキッカがお前のことを考えてやらなきゃいけないんだよ」

「……っ」

　今度はクルクル金髪巻き毛が言葉に詰まる番だった。少しは彼にも思い当たる部分があるんだろうか。

「この状じよう況きようで助けて貰もらえるだけ感謝しろよ、甘えるのもいい加減にしろ」

　自分のことのように怒おこってくれるアルバに、胸の奥がじぃんとあったかくなる気がする。目の前の背中がすごく大きく見えて、この世界に来て初めて「信しん頼らいしていいんだ」って心の底から思った。思えてしまった。でも、守られっぱなしは信条に反するからね。

「ありがとう、アルバ。あとは自分で言うよ」

　私はアルバの横に並び立つ。つられるように立ち上がったクルクル金髪巻き毛に、しっかりと対たい峙じした。

「いやだ、貴族だなんて怖おぞ気けが走るわ。グレンったらわざわざ連れてこないでちょうだい」

　口を開こうとした私を、高く綺き麗れいな声が遮さえぎる。

「ご、ごめんよ愛いとしい人。僕、そんなつもりじゃなかったんだ」

「酷いわ、私が貴族なんか大だい嫌きらいなこと、知ってるくせに。第一、ハヤトの偽にせ者ものなんかいらないの。私はハヤトの中身が好きなんだもの」

　オロオロする不死王からプイ、と顔をそむける彼女。それを横目で見ながら、私は地味に困っていた。ええと。どうしよう。完全に話の腰こしを折られた。

　あ、でも、アルバのゲンコツが効いたのか、クルクル金髪巻き毛の目はどんよりした生気のない目から、霧きりが晴れたようにいつものブルーアイズに戻もどっている。泣きはらしてはいるけどね。困っていたら、クルクル金髪巻き毛と目が合ってしまった。気まずい。言いたいことは山ほどあるのに、話の腰を折られたせいで、勢いが削そがれて今さら言いにくいんだけど。

　目を逸らすのもなんだからとりあえず視線を外さずにいたら、向こうの方が根負けしたのかフイ、と視線を逸らした。

「……僕は……僕だって」

　石造りの床ゆかに、ポタポタと雫しずくが落ちる。固く握にぎりしめたクルクル金髪巻き毛の拳こぶしが、フルフルと震ふるえていた。

「……ごめん」

　蚊かが鳴くような声で。

　それだけを口にしたクルクル金髪巻き毛は、耐たえ切れなくなったように私に背を向ける。逃げるように走りさろうとして、途と中ちゆうで床に転がったままのルッカス様たちに気が付いたらしく、今度はそっちで右往左往し始めた。

　ルッカス様たち、ろくにしゃべれないし動きも制限されてるから、今まで空気だったもんね。

「は、素す直なおじゃねーなぁ」

「素直だったらああは育ってないでしょ」

　アルバのぼやきに軽口を返していたら。賢けん者じやサマが「やれやれ、やっと落ち着いたねぇ」なんて、いつもののんびり口調で呟いた。

「そんじゃあ、魔王様の説得を試みてみましょうかね」

　そう言って賢者サマは、魔王マーリーンに微笑ほほえみかけた。
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「ねえマーリーン、君の大っ嫌いな貴族にひと泡あわふかせた上に、兄貴にも会える妙みよう案あんがあるんだけど、どう？　聞いてみない？」

「ハヤトに？」

　美しい紫の瞳でじっと賢者サマを見つめていた彼女は、「本当にハヤトに会えるの……？」とひとりごちると、大きな目いっぱいに涙なみだを溜ためて、小さくひとつ頷うなずいた。それを確かめて、賢者サマは私を手招きする。アルバと共に、私は慎しん重ちように柩ひつぎの方へと歩み寄った。

「マーリーン、この人はキッカ。僕や兄貴と同じ日本人だ。魔に侵おかされたこの土地を浄じよう化かするために、君の嫌いな貴族が僕の世界から召喚した人でね……とても日本に帰りたがっている」

「ええと、キッカです。よろしく」

　まさかの魔王に自己紹しよう介かい。この流れは考えてなかったわ。

「彼女は……」

　言いかけて、賢者サマは顎あごに手を当てたまま、しばらく逡しゆん巡じゆんした。

「いや、せっかくだからそこの王家の人たちにも聞いてもらおうかな。この国の、秘ひめられた歴史に関することだからねぇ」

「近寄らせないで」

「はいはい、じゃあ声を拡大する方向で」

　嫌いやそうに眉まゆ根ねを寄せるマーリーンさんをなだめつつ、賢者サマはその場にゆったりと腰を下ろした。賢者サマにうながされ玉座についたマーリーンさんの膝ひざにはボールみたいに丸まった龍りゆう王おうが、そして彼女の後ろに控ひかえるように不死王も大人しく立っている。

　ハクエンちゃんは一いつ瞬しゆん小首を傾かしげた後、マーリーンさんと私とアルバの顔を見比べて、無言で私の膝にのぼってくると、くつろいだようにまあるくなった。

　なによもう、ちょっと嬉うれしいじゃない。

　そんな私たちとちょっと離はなれた場所で立たされているルッカス様たちを一瞥し、賢者サマは静かな声で語り始めた。

「むかーしむかし、千年よりもっと昔の話だよ。今となっては魔ま王おうなんて呼ばれてるマーリーンは、そもそもはこの地に生まれた『聖女』だったんだ」

　そんな語り出しから始まった賢者サマの話は、このカールロッカという大陸と人々が辿たどった、ルッカス様たちでさえ知らないような不幸な歴史だった。

　千年よりもっと昔、この大陸は今よりもずっとずっと栄えていた時期があったらしい。

　繁はん栄えいを極きわめたその時代、下町にひとりの少女が産まれ落ちる。後に魔王と恐おそれられる、このマーリーンという少女は、長じるにつれ不思議な力を顕けん現げんするようになった。

　その地に内在する力を増ぞう幅ふくし利用する……まるで油田開発のような能力を持って生まれた彼女を、人々はこぞって『聖女』と呼んで崇すう拝はいした。

「そう、それこそこんな御ご大たい層そうな神しん殿でんを造っちゃうくらいにはね」

　賢者サマが大きく両手を広げて天てん井じようを振ふり仰あおぐ。高い高い湾わん曲きよくした天井には、色とりどりのステンドグラスが夕暮れの光を浴びてキラキラと輝かがやいていた。

　そうか、教会みたいって思ったけど、なるほどここはもともと神殿として建てられたんだ。

　その崇拝の度合いがわかる、大きな建物。そして、建設技術も今とは比べられない。賢者サマが言っていたように、本当に今よりも技術レベルが高い時期が確実にあったんだろう。

「異世界から召喚した聖女じゃなくて、この地に生まれた聖女ってことか」

「そうよ、聖女どころかまるで女め神がみみたいに崇あがめられたわ」

　アルバの問いに、マーリーンさん自らが答えてくれる。でもその声は、どこか寂さびし気だ。

「なのに、なんで魔王なんて呼ばれてるんだ？」

「……魔を、生むようになったからよ」

　彼女を変えたのは、たった一人の男だった。

　ある日、異世界から迷い込んだという男が、神殿に供された。裏でどんな目もく論ろ見みがあって彼が神殿に送り込まれたのかはわからない。でも、聖女とは違ちがう不思議な力を顕現する彼に、違う世界の話を楽し気にする彼に、自分を聖女ではなく普ふ通つうの女の子として扱あつかってくれる彼に。

「恋こいをしたの」

　そう言って、マーリーンさんは照れたように笑った。

「それが、ハヤトさん？」

　私の問いに、マーリーンさんは花が綻ほころぶような笑顔で頷いてくれた。きっと、本当に好きなんだなあ。でも、あまりにもその笑顔が可愛かわいすぎて、私はちょっとだけ心配になってしまった。横目でちらっとアルバを盗ぬすみ見る。……よかった、とりあえず真しん剣けんな顔で聞いてるから、彼女に見み惚とれてデレデレってことはないみたい。

　内心ホッと胸を撫なでおろし、私は改めて魔王に向き合った。

「ハヤトと居ると楽しくて……私、いくらでも力が出せた。土地には力がみなぎって、色んなことが魔法で容易にできたわ。町の人もみんな魔法が使えるようになったし、私が歩くだけでも足元に花が咲さき乱れるくらい、充じゆう実じつしてた」

「すごい……」

「なのに、急に彼が、地ち下か牢ろうに繫つながれてしまったの」

「地下牢!?」

「この神殿の最下層部にあるわ。陰いん気きで、不衛生で……嫌な道具がたくさんあるところよ」

　ひええええ、ちょっといきなり生々しい話になってきたんだけど。

「……酷ひどかったらしいな」

　ハヤトさんから何か聞いていたのか、賢者サマが苦々しい顔でぼそりと呟つぶやく。

「大神官様は、ハヤトは王家の手の者だと言ったわ。私に近づいて、操あやつろうとしているって。でもハヤトは私に何かをお願いしたことも、無理に何かを聞き出そうとしたこともなかった。だから私……そんなのとても信じられなくて、誤解だって何度も大神官様に陳ちん情じようしたわ」

　その時を思い出してしまったのか、感情に呼応するように彼女の体から黒い靄もやが立ちのぼる。そしてそれは、彼女を包む透とう明めいの丸い膜まくにさえぎられ、外へは漏もれ出てこなかった。

　これって多分、結界みたいなもんだよね……。さっき賢者サマが何か印を切ってるように見えたけど、これだったのかな。黒い靄を纏まといながら、彼女は悲しそうに続ける。

「神殿の皆みんなが、口々に言うの」

　彼女の心をハヤトさんから離そうと、神殿の人々は事ある毎ごとに彼女に言い募つのったらしい。ハヤトが王家の人たちと定期的に会っている、ハヤトは書庫に入り浸びたってこの神殿の謎なぞを探さぐろうとしているようだ、そんな陰いん謀ぼうめいた話を幾いく度どもされた。

　しかも彼が投とう獄ごくされたと聞いて、王都から使者がきてからはもう泥どろ沼ぬまだった。

　心労からあれほどみなぎっていた力が不安定になり、満足に力が発揮できなくて苦しい毎日が続く。何を信じればいいのかわからなくなる中、彼女をなにより傷つけたのは、こんな他愛たあいもない耳打ちだったという。

「ハヤトはね、私と会った後、疲つかれたみたいによくため息をつくんですって」

　……それは、つらい。彼女の心情がわかりすぎて、こっちまで胸が痛くなる。自じ嘲ちようするように口の端はしだけで笑った彼女を、龍王が心配げに見つめていた。

「……ハヤトには元の世界に恋人がいる、ハヤトはずっと日本に帰りたがっていたって聞いて、私……彼を逃にがそうと思ったの」

　人目を忍しのんで牢ろうを訪おとずれた彼女は、驚きよう愕がくした。

「やせ細って、鞭むちでぶたれた跡あとがたくさんあったわ。私、神殿の人たちがこんな酷いことをハヤトにしているだなんて、想像した事も無かったの」

　彼女の両手は膝の上のドレスを握にぎりしめていて、その上にポタポタと涙がいくつも落ちていく。龍王が、その手を優やさしく撫でていた。

　ハヤトがいなくなって、神殿の人たちが信じられなくなって。

　悲しくて。

　悔くやしくて。

　苦しくて。

　……恋しくて。

「気が付いたら、力がコントロールできなくなっていたの」

　彼女が地から汲くみあげて増幅する力は瘴しよう気きと化し、多くの人が、動物が、魔物と化した。

「何度も殺されそうになったわ。神殿の人も、王家の人も、町の人も……皆、私を殺そうとするの、バケモノって叫さけびながら」

「でも、君は死ねないからねぇ」

　気の毒そうに賢けん者じやサマが言う。勝手に地から汲み上げる力は莫ばく大だいな魔力に変へん換かんされ、彼女が望まなくても即そく座ざに傷を修復する。いつの間にか彼女は、殺されても死ねず、老いすらしない体になっていた。

「何度も何度も普通だったら死ぬほどのケガを負わされるのよ？　そのたびに、思い出したくもない言葉でののしられながら。……辛つらくて、辛くて」

　絞しぼり出されるように発される声は、鈴すずを転がすような愛らしいものから、低く陰いん鬱うつなものへと変わっていく。

「呪のろったの、この世の総すべてを」

「もうその頃ころには神殿は放ほう棄きされてのう、この子は毎日一人で泣いておったよ」

　龍王は小さな翼つばさをはためかせて飛ぶと、労いたわるようにマーリーンさんの頭を優しく撫でた。

「わしも太古より生きてきたでのう、大きな力を持つが故ゆえの孤こ独どくも悲ひ哀あいも身に染しみておる。人がこの子を捨てるなら、わしら魔の者が守ろうと思ったのじゃ」

　やがて彼女の放つ瘴気を吸って飛ひ躍やく的に成長した魔物たちの中から、知性と強大な力を持つ『魔族』が現れ始めた。

「もうそこからはお決まりのコースでさ、このカールロッカ大陸は魔ま物ものと魔族に支配される『魔国』になった」

「ああ、聞いたことあるな。千年ほど前は魔王の支配下で、人が棲すめる領域は今の王都近辺くらいだったって」

「そうそう、さすがにこのでかい大陸を『魔族』なんていうワケわからない凶きよう暴ぼうなのが席巻したらさぁ、海で隔へだたりがあるとはいっても他ほかの国も危機感、覚えるでしょ？　なんせ相手には翼があるのも多いしね。で、召しよう喚かんされたのが僕や勇者たちってわけ」

　やっとアルバも知るレベルのところまで話が到とう達たつしたらしい。魔王と呼ばれる彼女は、私の想像も及およばない程ほど、辛い人生を生きてきたのだ。




　ふう、と息をついて賢者サマは「よいしょ」と立ち上がった。

「そこの王家関係者、聞いてたー？」

　ルッカス様と視線を合わせ、クルクル金きん髪ぱつ巻き毛がコクリと頷うなずく。

「君たちに居て貰もらったのは、この話も聞いて欲しかったからだから」

　言い聞かせるように、賢者サマが続ける。

「いくらなんでもわかったよね？　君たち王家と神官連中の、馬ば鹿かな権力争いが『魔王』を生んだってことさ」

　ううむ、そんな昔っからこの国はクズなのか。筋金入り過ぎて眩暈めまいがする。

「人を利用することしか考えてないとさ、こういうでっかいしっぺ返し食うワケ。わかってないみたいだから、一応忠告しとくけど」

　悔しそうに唇くちびるを嚙かむクルクル金髪巻き毛。きっとルッカス様が麻ま痺ひっていなかったら、なにがしか反論していたことだろう。なんとなく、反省の弁を貰える気がしない。

　賢者サマも同じように思ったのか、軽く肩かたをすくめてこちらへ視線を戻もどす。

「大変だったよー彼女を封ふう印いんするの。魔族めっちゃ強いし、死ぬ気で抵てい抗こうしてくるし」

「当たり前だろ、テリトリーを侵おかされりゃ動物でも牙きばをむく」

　随ずい分ぶんと久しぶりに、ハクエンちゃんがしゃべった。不ふ機き嫌げんそうなシッポが可愛い。

「膨ぼう大だいな魔力を生み出すこの子に心しん酔すいしておる魔族も多かったでのう、命を賭として抵抗したのじゃろう」

「でも……封印してくれたのがミナトで良かった。貴方あなたがハヤトが無事に日本に戻れたって教えてくれたから、私、安心して眠ねむりにつけた」

　寂さびし気に微笑ほほえんで、マーリーンさんは思い出したように私を見た。

「あなたも、日本に帰りたいのね。ハヤトも日本に帰りたいって言ったわ。……ねえ、どうして？　ハヤトみたいに日本に恋人がいるから？　それなら、私」

　うわ、また泣いちゃいそう。これが魔王だなんて、調子が狂いっぱなしなんだけど。

「いや、恋人はいなかったけど」

「じゃあ、どうして」

　だっていきなり召喚されたんだよ？　家族にも友達にも一生会えないなんて悲しすぎる。お気に入りの服もおいしいレストランも、可愛かわいいカフェも、見たかったテレビも、なんてことない日常の中にだって、楽しかった忘れられない物がたくさんあるんだよ。仕事だってやっと軌き道どうにのったとこだったし、毎日大変だったけどそれでも私は充じゆう実じつしてた。

「それでもやっぱり帰りたいよ、大切なものがたくさんあるんだもの」

「……ねぇそれは、そこの男の人より、大切なものなの？」

　マーリーンさんの瞳ひとみは、まっすぐにアルバを見ていた。

「あの不ふ愉ゆ快かいな貴族の子が言ってたじゃない。その人、貴女あなたの大切な人なんでしょう？　ねぇ、どうしてその人と一いつ緒しよにいることよりも日本に帰ることの方が大事なの？」

　それはもしかしたら、マーリーンさんがハヤトさんに聞きたかったことなのかも知れない。だって、その瞳からはまた涙なみだが零こぼれ落ちそうになってるから。

　ごめんね、私はハヤトさんじゃないから、彼の本当の気持ちはわからない。私は、私が出した答えしか伝えられないよ。心の中で密ひそかに詫わびる。

　答える前に、ついアルバを見上げてしまった。

　うわ、アルバったら珍めずらしくめっちゃ緊きん張ちようした顔してる。こんな顔、初めて見たよ。……それでも、口は出さないでいてくれるんだね。

　思えばアルバっていつもそうだった。自分の考えは基本的に言ってくれるし、注意や助言だってしてくれるけど、私が決めるべき時はちゃんと黙だまって見守ってくれる。きっとそれが、一緒にいて気楽で、心ここ地ち好いい理由だったのかもね。

　アルバに微笑んで見せてから、私はマーリーンさんに答えを返す。

「私、この世界に召喚されてからずっと、日本に帰ることだけを心の支えに生きてきたの」

　ぐす、とすすりあげてマーリーンさんが恨うらみがましい目で見てくる。

「家族も友人も仕事もあるあの場所は、なんていうかさ、そうだなぁ……『私の帰る場所』なんだよね」

「……」

「でもね、この世界で大切な人も見つけたから……どっちか、なんて決められないんだよ。彼と一緒に、日本に帰りたいの。だからええと、悪いんだけど、一緒に日本に送そう還かんして欲しいんです。よろしくお願いします！」

　睨にらまれた。当たり前だ、マーリーンさんの話を聞いたうえでこれ言うの、めっちゃ勇気いったもん。

「どっちかしか選べないって言われたら？」

「私は絶対に日本に帰るし、その時はアルバも一緒だよ」

　目の端はしで、アルバが小さくガッツポーズしてるのが見える。よっしゃ、勇気百倍！

「絶対にあきらめない、時間がもっとかかったとしても、一緒に帰れる方法を探すよ。見つかるまでね」

　言ってやったぜ！　ちょっと恥はずかしかったけど。

　アルバも力強く頷いてくれたから、きっとその旅につきあってくれるだろう。

　私たちは、ようやく視線を交かわして笑いあった。

「ずるい、私だって一緒に行きたかった。……でも、ハヤトには故郷に恋こい人びとがいたんだもの」

「……それなんだけど」

　ついにはらはらと涙が零れ落ちたマーリーンさんが可か哀わい想そうで、私は勇気を出して疑問に思っていたことを聞いてみることにした。

「それって、ハヤトさんが言ったの？」

「え？」

「いや、だって話を聞く限りハヤトさんと、どう考えてもいい雰ふん囲い気きだったみたいじゃない。ちゃんとハヤトさんとそういう話、したのかなって」

「そんなこと……聞ける筈はずないじゃない」

「やっぱり。ハヤトさん、本当に恋人いたのかな」

　私の疑問に、賢者サマも深く頷く。
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「うーん、兄貴、彼女なんかいたためしないけどねぇ。少なくとも僕は知らない」

「噓うそ、噓でしょう!?　だって……神しん殿でんの皆みんなが」

「だからぁ、それは君と兄貴が仲良くなったら困るヤツに騙だまされたんでしょ」

「そんな、酷ひどい……！　どこまで……！」

　それを聞いた彼女の髪かみが、メデューサみたいにうねうねと巻き上がる。彼女を囲む透とう明めいの球体の中に、黒い靄もやが急激に増えていく。

「あー落ち着いて落ち着いて、バリアが壊こわれる」

「ここで泣いてないでさ、ハヤトさんに会いに行けばいいじゃない」

「……え？」

　私の一言に、黒い靄の侵しん食しよくが急にピタリと止まった。彼女の感情に呼応して増えるこの靄は、話から察するに瘴しよう気きなんだろう。

「直接ハヤトさんに聞いたらいいよ、そしたらどう結論が出たってスッキリするでしょ」

「だ、だって、もう千年以上も前の話なのよ。ハヤトはもう」

「あー、大だい丈じよう夫ぶ。この聖女ちゃんが召喚された日に戻れば問題ないよ。時の流れが違ちがうのか、この世界があの年代と繫つながってんのかわかんないけど、僕が召喚された日から一年くらいしか変わらないんだよね」

「じゃあ、ハヤトに、会えるの？」

「会える。……兄貴さぁ、日本に戻って来てから、君のことばかり話してたよ」

「ほ、本当？」

「ホント」

　今度は球体の中でポポポポポッと小さな可愛かわいい花が咲さく。これが彼女の喜びの感情だとしたら、彼女は本当はとても可愛らしい人なんだよね。

「だから君と会えたらたぶん、すごく喜ぶと思うよ」

「本当に？　本当に喜ぶ……？」

「喜ぶだろうねぇ、ていうか、たぶん踊おどるね。ねぇマーリーン、君ならみんな纏まとめて転移できるでしょ。なんなら僕の魔ま力りよく貸すしさ」

「できる……！」

「ただ、さすがの君も、残存魔力が少ない中で大魔法を使えば、しばらくは魔法も使えないかも知れないよ？　そもそも僕らの世界って魔法とかないし、帰ってくるのも難しいかも」

「ハヤトに会えるなら、魔法なんていらない！」

　靄を押しのける勢いでお花がどんどんと増ぞう殖しよくしていく。それを見ている賢けん者じやサマの瞳は、いつになくとても優やさしいのに、なぜか少し寂さびしそうだった。
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「お待たせ！」

「ああ、ちょうどこっちも終わったところだよ」

　ふう、と息をついて、賢者サマが額の汗あせを拭ぬぐう。賢者サマは今、王城の一室で最後の大仕事を終え、やっとホッとしたところみたいだった。

　私はといえば、転移でルディから戻もどってきたところだ。これが最後だと思うと、どうしてもお世話になったヴィオや領主様たちに会っておきたくて、賢者サマのご厚こう意いに甘えて、彼が大おお掛がかりな魔力補給の魔法を展開しているあいだに、ルディで挨あい拶さつを済ませてきたんだよね。

　さすがにもう、私と会ってたからって王家に危害を加えられることなんてないだろうから、やっぱりね、ちゃんと会ってお礼を言っておきたかったんだ。

「鼻の頭、赤いね。ちょっと泣いた？」

「少しだけ」

「ま、あの子の方が大泣きしてるけどね」

　賢者サマが指さす先には、ベッドに縋すがりついて泣き伏ふすリーンがいた。そして、ベッドで半身を起こしたまま、リーンの鮮あざやかな緑の髪をそっと撫なでている優し気な男の人は……あれが、リーンのお師様なのかな。

　リーン、良かったね。心の中でそう声をかけたとたん、リーンがバッと立ち上がった。

「ありがとうございます……！　僕、なんとお礼を言ったらいいのか」

　リーンのおっきな深緑色の目から、大おお粒つぶの涙なみだが次から次へとあふれ出す。賢者サマがリーンのお師様の魔力と生命力の枯こ渇かつを癒いやしてくれて、私もこれで心置きなくこの世界とさよならできる。最後に嬉うれしそうな顔を見ることができて嬉しいよ。この綺き麗れいな目からこぼれる涙を見るのもこれで最後かと思うと、お姉さん、ちょっと寂しい。

「キッカさん……僕……っ」

　もう涙でぐちゃぐちゃになった顔で、リーンは必死で何かを言おうとするけれど、それはもう言葉にならなかった。いいんだよリーン、お師様を、大事にしてあげてね。

　私は微笑ほほえんで、リーンの若草色の髪をそっと撫でた。ふふ、髪の毛もぐちゃぐちゃだ。この髪を三つ編みにするの、好きだったよ。

「じゃあ、僕らはこれで失礼するよ」

「さっきも言ったけど、もう二度と、聖女召しよう喚かんなんてしないでね。もう必要ないんだから」

「……善処する」

　苦い顔のルッカス様に、内心「だよねー」と相あい槌づちを打つ。ぶっちゃけあの王や神官たちが、ルッカス様の言うことなんて聞いてくれると思えないもの。でも、いいの。

「まぁ、やろうったってできないさ。魔王がこの世界からいなくなれば、魔力の元が薄うすれていく。土地の穢けがれもなくなるけど、そのうち魔法も使えなくなるからねぇ」

　そう、物理的にできないから、問題なしってヤツよ。

「じゃ、さよなら」

「キッカ！」

　グレオスさんが。ルッカス様が。クルクル金きん髪ぱつ巻き毛が。口々に名前を呼ぶけれど。

　リーンが、瞳ひとみまで零こぼれ落ちそうなくらいボロ泣きしているけれど。

　本当は私だって、笑ってさよならって言いたかったけど。

　もう、振ふり返るつもりはない。

　私は、私が帰るべき場所へ帰るんだから。……そう、大切な人と共に。




「お、戻って来た」

「仕事が遅おそいぞ、腐くされ賢者」

　魔王城に戻ると、入り口の扉とびらの前でアルバとハクエンちゃんが出で迎むかえてくれた。

　入ってすぐのエントランスで、床ゆかに描えがかれた大きく緻ち密みつな魔ま法ほう陣じんの中にマーリーンさんが立っている。その傍そばには、不死王と龍りゆう王おうが、彼女を守るように付き従っていた。

「彼らも行くの？」

「まぁ、再会した以上、彼らをマーリーンから引き離はなすのは難しいからね」

「ハクエンちゃんも？」

「オレは別に……だが貴様がどうしてもというなら、貴様の言う日本とやらに渡わたってやっても良いいぞ。まぁここは退たい屈くつだからな」

　出た、ツンデレ。でもそこが可愛いんだよね、ハクエンちゃんは。

「さっき魔王から漏もれ出る魔力で少々力も得たからな。人化もできるし、困ったことがあれば助けてやっても良いぞ」

　そう言って、ハクエンちゃんはくるりと宙返りして見せた。そこに出現したのは。

「可愛い……！」

「？　可愛い……？」

　怪け訝げんな顔で自分の体を見下ろし、ハクエンちゃんは「なんだ、これは！」と声を荒あらげる。

　そこには、五歳くらいにみえる、やんちゃそうな男の子が立っていた。

　小麦色の肌はだに真っ赤な髪、まんまるおっきな深しん紅くの瞳も含ふくめて、確かにハクエンちゃんが人化したらこうなるだろう。これも可愛くはあるけれど。

「ハクエンちゃん、一いつ緒しよに行こう。これからも猫ねこちゃんの姿で癒してね」

「だから、オレは砂さ幻げん豹ひようだというのに」

　ぷくっとほっぺたを膨ふくらませて、ハクエンちゃんは不ふ機き嫌げんな顔で人化を解いた。

「おーい、キッカ。ハクエンと遊んでないで、そろそろ行くぞ。準備がととのったようだ」

「はーい」

　シッポも耳もシュンとしちゃったハクエンちゃんを腕うでに抱だいて、私はアルバの元へ駆かけ寄る。差し伸のべてくれる手に、躊ちゆう躇ちよなく手を伸ばせることが、なにより嬉しかった。

「キッカ、これからもよろしくな」

「……！」

「大事にする」

　摑つかんだ手を急に引っ張られて、気が付いたらアルバの腕の中にいた。

　うわぁ、何これ！　何これ!?　アルバってこんなことするタイプの人だっけ!?

　めったにないアルバの態度に混乱して、私は真っ赤になるだけで、言葉を返すことすらできなかった。だって、だって。慣れてないんだよ、こんなのは……！

「見せつけないでちょうだい、私はまだ不安でいっぱいなのに」

　不機嫌そうに片かた眉まゆを上げるマーリーンさんと、苦く笑しよう気味の賢者サマを見て、やっと体の緊きん張ちようが解ける。見上げたら、いたずらが成功した、みたいなアルバの顔。

　呆あつ気けにとられた私の腕からハクエンちゃんを取り上げて「お前はこっち」と自分の肩かたに乗せると、アルバは嬉しそうに微笑んだ。

　な、なによ、もしかして私、からかわれたの？　こっちはすっごくドキッとしたのに！

「痛いってぇ！」

　腹立ちまぎれにアルバの足を思いっきり踏ふんだところで、私の視界はぐらりと揺ゆれる。

　ああ……ついに私、日本に帰れるんだ……。不意に、その実感が押し寄せてきた。




　死ぬかと思ったけど。

　辛つらいことが多すぎて、泣きたい夜が何度も何度もあったけど。

　帰れないって言われた時は、正直心が折れそうだったけど。




　今なら心から思える。諦あきらめないで、足あ搔がけるだけ足搔いて、本当に良かった。

　信じられないことばっかりの世界で、初めて心から信しん頼らいできた人。一緒に生きていきたいと思わせてくれた人。

　あなたに出会えて、こうして一緒に日本に帰れることが、なによりも嬉しい……。




　しっかりと抱きしめてくれるアルバの腕に身をゆだね、私はゆっくりと目を閉じた。

　大切な人と共に、大切な故郷に帰るために。








あとがき






　初めましてのかたも、お久しぶりのかたもこんにちは、真ま弓ゆみりのです。

　このたびご縁えんをいただいて、ＷＥＢで連れん載さいしていた拙せつ作さくを書しよ籍せき化していただける事になりました。




　前作の書籍化作業中にふと思いついて、どうしてもどうしても書きたくなって我が慢まんできず、「両方書けばいいじゃない」と割と無む謀ぼうに連れん載さいを始めたのがこのお話でした。




　最初に浮うかんだのは、聖女の仕事を全まつとうしたのに、日本に帰れないと聞かされて絶望したキッカの表情と、クルクル金きん髪ぱつ巻き毛の暴言にキレてタンカを切っている、威い勢せいのいい姿でした。おお、元気いいな、この子が日本に帰れるのかを見てみたい、と思ったのでした。

　ＷＥＢでアップした当初からたくさんの感想をいただけて、とても嬉うれしかったですし、キッカを応おう援えんしてくれたり、一緒に怒おこってくれたり心配してくれる読者さんにも恵めぐまれて楽しく書き進めていけたのが印象的です。

　ぶっちゃけますと作中ほぼクルクル金髪巻き毛呼ばわりだったロンドは、個人的にはかなり気に入っているキャラです（読者のかたにはメッチャ嫌きらわれておりました）。

　本当は色々とバックボーンもあって、可愛かわいいところもあるヤツなのですが、キッカ相手にはことごとく裏目に出るので、作者としてはちょっと不ふ憫びんだったりもします。

　そして、一番のお気に入りキャラは『獣じゆう王おうハクエン』です。

　多分ここで言わずとも読んだかたには漏もれなくバレているだろうと思うくらい、作中で出張って来て困りました。ハクエンちゃんが出てくると、書きつつ私も癒いやされるのでついつい出番が多くなるのです。

　逆に、物語の中ちゆう盤ばんまで、キャラや心情が摑つかめないな……と思いながら書いていたのがアルバでした。

　キッカと行動を共にするようになって、少しずつ彼が考えていることの端はしっこが行動にでるようになって、書き進めるうちに実はとても重要な位置にいると感じるようになったのでした。これはキッカもきっと同じように感じていたのでしょう。

　この書籍化にあたって、アルバ視点などを随ずい分ぶんと加筆したこともあって、何気ない彼の言葉や行動にも色々と理由があったんだなぁと改めて考えさせられました。

　私は執しつ筆ぴつ中も半分くらい読者のような気持ちで書いているので、文字になって初めて「そうか、そういうことだったのか」と思うような事も多いのです。




　今回書籍として発行するにあたり、ＷＥＢ版からはかなり加筆させていただきました。

　ＷＥＢではテンポを重視して、思い切ってカットしたシチュエーションなども色々と盛り込んでおります。ＷＥＢで読んでいたかたも新しん鮮せんな気持ちで読め、また今回初めてこの作品に触ふれるかたも自然に楽しめる作品になったのではないかと思っています。

　これもひとえに、丁てい寧ねいにアドバイスや気づきを下さった担当様のおかげです。

　一人一人のキャラの心情や背景など、会話の中で軽く触れていただくたびに、文字に起こしていない部分でもかなり明確に自分の中にビジョンがあることにびっくりしておりました。

　お話ししていく中で、復活したり鮮せん明めいになったエピソードもたくさんあり、本当にこの話の大切なところを引き出していただいたと思っています。




　そして、今回イラストを担当してくださったＲＡＨＷＩＡ様。

　素す晴ばらしいイラストをありがとうございます！

　最初にカバー絵を見た時の印象は、『おお、キッカが元気そう！』でした。

　ただ守られるんじゃなくて、自分で行動しそうな感じがとってもイメージ通り！　キャララフも素敵でついニヤニヤしてしまったのですが、特にリーンがとっても可愛かった……！

　ぜひ皆みな様さまも麗うるわしいイラストを見てニヤニヤしてくださいませ。




　最後になりますが、この本を手に取っていただいたかた。応援してくださっているかた。

　本当に本当にありがとうございます。

　キッカのように、自分にとって大事なもの、手放したくないものはなんなのか、一いつ緒しよに探して、守っていただけるととても嬉しいです。

　願わくは、また皆様とお会いできる日がありますように。






真弓りの











電子書籍特典　書き下ろし短編

「シュプリムの加護を願う」







「シュプリムの青……」

　随分と久しぶりに目にした鮮あざやかな青に、知らずつぶやいていた。

　獣じゆう王おうハクエンの住処である幻の洞どう窟くつを再び封印して、やっと地上に戻ったその夜のことだ。キッカと俺と、賢者だという男と、仔こ豹ひようにしか見えない獣王ハクエン、そんな珍妙なメンバーでなんとか美味い飯も食った直後。

「ああ、満腹だねえ。じゃあ僕はここでおいとまするよ」

　賢者の突然の帰る宣言を皮切りに、キッカとハクエン、賢者の三人はわいのわいのと騒いでいる。ざっくり聞くに、次の封印の場所になればまた手を貸してくれるらしいから、俺としては別に文句はない。念のために周囲をなんとなく見回していた俺の目に留とまったのが、件のシュプリムの青だった。もう少し詳しく言えば、鮮やかな青のターバンのことだ。

　俺が生まれた村の古語で『シュプリム』は『真昼の空』という意味で、村の信仰の対象である女神の名でもある。

　砂漠の民にとって、太陽と空は人々を常に見守る一対の神だった。照りつける太陽は『ユース』、情熱的でそのぶん苛か烈れつな性格を持つ男神だ。対して抜けるように真っ青な空が『シュプリム』、全てを穏やかに包み込む、愛情と慈いつくしみを司る女神とされた。

　俺達の部族は、女神『シュプリム』を思わせる鮮やかな青のターバンを身に着けるのが古くからの習わしだった。だからだろう、母も、父も、妹も、いつだって思い出せるのはこの鮮やかな青のターバンを身に着けた姿だ。

　……懐かしい。こんなところで、シュプリムの青を持つターバンに出会えるなんて。

　こんなに鮮やかで美しい青はそう簡単には出せない。俺達の村の近くに僅わずかに残る特殊な岩盤を削り、特別な製法で染料として使うからこそできる特別な青だ。

　思わずふらふらと、そのターバンが並ぶ露店に近づいていた。

　少しだけ振り返ると、ハクエンをからかって楽しんでいる賢者と、それを笑って見ているキッカが見えた。俺の背丈三つ分程度しか離れていない、この距離なら特に問題はないだろう。

「その青が気に入ったのかね？」

　露店でしげしげと見つめていたら、店主らしい老ろう爺やに声を掛けられた。

「滅めつ多たに見ない美しい青だろう？　ここからもっと南方の、さびれた村で仕入れたんだよ」

「……そうか」

　魔物に蹂じゆう躙りんされた村、親を亡くした俺には生きるのが厳しくも思えた村。

　……それでも、故郷だ。さびれていても、まだ人がそこに住み、この美しい青を守っているというその事実は、自然と俺の胸を熱くさせた。

「複雑な顔をしているね」

「ああ、故郷だ。……懐なつかしい、青だ」

「そうかね。あいにくその村から買えたのは、これで全部だよ。ターバン二枚と僅かな装飾品だけだ。彼らは、自分たちの青をとても大事にしていてねえ、多くは取引できなかった」

　老爺が荷の中から取り出した装飾品に、再び胸が熱くなる。その中に、あの村でよく見かけたなつかしい装飾品があったからだ。

　ターバンに夫婦や恋人が揃いでつける、繊細なターバン飾り。

　確か恋人たちは情熱を表す赤の小さな宝石が入った飾りと、青のターバンを揃いで身に着け、『シュプリム』が司る愛情の加護を願う風習もあった筈はずだ。

　揃いで飾りをつけるなんてこと、当時まだまだガキだった俺はあまり気に留めていなかったが、あの村で年頃になっていたら、少なくとも妹はやっきになって相手を探していたに違いない。

　そうして今、俺の脳裏にはこの美しい青のターバンを纏まとって欲しい相手がいる。『シュプリム』の青は、きっとキッカの黒い髪と黒い瞳に映はえるだろう。

　そう思う心の端で、チリチリと、焦燥にも絶望にも似た感情が、事ある毎ごとに顔を出す。

　俺がどんなに願っても、キッカは彼女の故郷に帰るんだ。そして、俺も自らの意思で、それを助けることを望んだ筈だ。……それでも、叶う事ならば。

「青のターバンを揃そろいで貰えるだろうか。……この赤の宝石が入った飾りも、揃いで」

　言うと、老爺は顔に深い皺しわを刻んだ。

「あの村ゆかりの若者の手に渡るのなら、ターバンも嬉しかろう。どうか、シュプリムの加護がありますように」

　随分と長いこと忘れていた、優しい祈りの言葉に三度胸が熱くなる。

「ありがとう。貴方にも、どうかシュプリムの加護がありますように」

　老爺に別れを告げ、俺は大切な人の元に急ぎ帰る。

　……叶う事ならば、このターバンを通して、本当にシュプリムの愛情の加護が、俺とキッカの上にも降るといいのに。誰の事も見ていない、日本に帰る事しか見えていない、あの瞳に、俺の姿が映ればいいのに。

　時に雨を恵み、砂漠に命を育はぐくむ慈愛の女神に、俺はその日、強く、強く、加護を願った。



















帰かえれない聖せい女じよは絶ぜつ対たいにあきらめない！




異い世せ界かいでムリヤリ結けつ婚こんさせられそうなので逃にげ切きります

【電でん子し特とく典てん付つき】
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装幀者／micro fish












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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